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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















「好きだ」

　満天の星の下、甘い雰ふん囲い気きを作って女の子に告白するのが夢だった。

　背せ伸のびしてスタンディングバーでカクテルグラスなんかを片手に、高層ビルからの綺き麗れいな夜景を見ながらでもいい。

　セリフも陳ちん腐ぷなものじゃなくて、今まで見た映画や漫まん画がの中から探し出した選えりすぐりの一言で、勝負したいと思っていた。

　なのに───現実はいつだって理想通りにはいかない。

　今回の理想との最大のギャップは、俺、沢さわ田だ真しん一いちが告白をされるほうで、相手が男友達だってことだ。

「は？　何、言ってんだよお前……」

　俺は呆ぼう然ぜんとしたまま、お袋ふくろが出かける前に作っておいてくれたおにぎり片手に呟つぶやいた。

　何が悲しくて俺は今、中学時代からの親友の黒くろ崎さき了りように告白されてるんだろう？　それも、ろくに掃そう除じもしてない俺の部屋で三年も前に流行はやった洋楽を聴ききながら、だ。

「聞こえなかったのか？　好きだって言ったんだ」

　やっぱり、幻げん聴ちようが聞こえる。俺の耳はおかしくなってしまったんだろうか？

　いや、でも万が一、幻聴でなかったとしても、なんでこいつは投げやりなんだ？

　片手に漫画なんかを持ちながら、いつも通り何の感情も籠こもっていない口調で「どうでもいいけど」と言わんばかりの告白だ。こんな状態での告白が、本気なわけがない。

「……冗じよう談だんだろう…？」

　とりあえず手に持っていたおにぎりを皿の上に戻もどすと、俺は相変わらず何を考えてるのか分からない了の黒い目を見返す。

「…………」

　だけどいくら待っても、了は無言のまま俺を見つめるだけで返事をしようともしない。そんな了に耐たえきれず、俺は頭をフル回転させて、了がおかしなことを言い出した理由を考えた。

「…えっと…あ！　お前もしかして、俺が貸したＣＤまた無くしたのかよ!?」

　だからそれを誤ご魔ま化かすためにタチの悪い冗談を言って、うやむやにしようとしているのかもしれない。きっとそうだ、いや、そうであって欲しい！

　こいつは人一倍大おお雑ざつ把ぱで面めん倒どうくさがりやで、何を貸しても適当にどこかに放ってろくに捜さがしもせずに、無くしたなんてことを悪びれもせずに口にする奴やつだ。そのせいで、これまでも何度か了に貸したものが返ってこなかった事がある。

　こんなことで俺を簡単にだませると思ったら、大おお間ま違ちがいだ。了が俺を誤魔化そうなんて、百年早い。こいつの手口は、付き合いの長い俺が一番よく知っている。

「借りた物は返しましょうって、小学校で教わっただろうが！　どうしていつもいつも、人の物を無くすんだよ？」

「…………」

　───やっぱり無言。

　こいつはいつも、都合が悪くなるとこうして黙だまり込むんだ。

「おい、了。おまえいい加減に……」

　耐えきれずに口を開きかけたとき、ふいに了がずいっと俺の方に体を乗り出してきた。

「……っ」

　間近に迫せまる真っ黒な髪かみと同じくらい漆しつ黒こくの瞳ひとみ、それから無ぶ愛あい想そうだけれど有り得ないくらい整った彫ほりの深い顔に圧あつ倒とうされ、思わず俺は息を吞のむ。

「真一」

「な、なんだよ…？」

　確かに男の俺から見ても、了がカッコイイと呼ばれる部類に入るのは悔くやしいが認めてやる。

　その外見に、多くの女の子たちが虜とりこになっているのも知っている。

　だけど、つき合った女の子と一週間や一ヶ月で「飽あきた」なんて理由で別れるのはどうなんだろう？

「つか、顔近いんですけど」

「…………」

　俺の苦情をまたもや無視して、了はさらに顔を近づけると、何も言わずに自分の唇くちびるで俺のそれに触ふれた。

「……ん…？」

　───何が、起こっているわけ？

　了は合わせた唇をゆっくりと離はなし俺の瞳を覗のぞき込むと、驚おどろきの余りただひたすら目を見開いている俺に再び唇を合わせた。

　今度は唇で唇をなぞるように触れられて、舌先でゆるく唇の輪りん郭かくを辿たどるように舐なめられる。

　そして、了の指が俺の少し長めの茶色い前まえ髪がみを搔かき上げた。

「っっ！」

　そこまでされてようやく我に返った俺は、慌あわてて了を突つき飛ばす。だけど、了と目が合った途と端たん、どっと体中が熱くなった。

　もしかして今の、キスか!?

「な、何してんだよ！　お前、今のっ」

　濡ぬらされた唇を掌てのひらで拭ぬぐうと、馬ば鹿かみたいにうるさく鳴る心臓を押さえつけるようにして、服の上から胸をぎゅっと摑つかんだ。

「キスに決まってるだろ」

　了はいつもと同じように、大だい胆たん不ふ敵てきかつ不ふ遜そんな顔でそう口にする。

「もう一度してみるか？」

「…ひっ！」

　言いながら再び近づいてこようとする了を避さけて、俺は慌てて背後にあるベッドの上に避難した。

「こっち来るなよ！」

　俺の必死の牽けん制せいに、了はその場に留まった。

　俺の反応にいささか呆あきれたような、仕方ないとでもいうような心情が顔に浮うかんでいる。

　一体、何が起こったんだ……？

　とりあえず陣じん地ちを確保したことに安心した俺は、ひとまず自分がされた事を反はん芻すうすることにした。

　初めての告白と、初めてのキス……。両方とも一生に一度のことだし、普ふ通つうだったら「忘れられない思い出」ってやつになるんだと思う。

　なのによりにもよって相手は男で、しかも了だなんて最悪にも程ほどがある。何を好きこのんで男友達相手にそんな経験しなきゃならないんだ。

「はぁ……」

　───考えたら情けなくなってきた。

　ファーストキスも告白も、出来る限りロマンチックにと考えていた。もちろん相手は女の子で、おにぎりを食べた後でも、ムードの欠片かけらもないような部屋ででもない。

「うぅ～最悪だ…了に弄もてあそばれた」

　俺の独り言に、了が片かた眉まゆを上げたのがわかる。

「どうしてくれるんだよ、お前。男とキスなんて、最悪すぎる。何の罰ばつゲームだよっ」

「…………」

　了はそれを聞いても何も言わなかった。ただ強すぎる視線に見返されて、結局いつものように俺の方が居い心地ごこちの悪い思いをするハメになってしまう。

　どうしていつもこいつはこうなんだ。無言でじっと睨にらむように黒い瞳で見つめてきて、こっちが音を上げるのを待っているんだ。

　だけどいつもはそれで根負けする俺でも、今回だけは許せない。

「俺の……」

　ファーストキスだったのに、なんて言いかけて慌てて口を閉じる。

　そうだった。こいつの中で俺は、中学の時に初体験を済ませていて、もちろんキスなんてそれより前にとっくに経験していることになっている。

　今いま更さらまだキスもエッチも経験がないなんて、言えるわけがない。大体この歳になれば友達が集まれば色いろ恋こいの話題で、経験がないなんてばれたら馬鹿にされるに決まってるんだ。

　だから馬鹿にされないように自分から吹ふい聴ちようしてきたのに、実はまだ童どう貞ていでキスも未経験だったなんてバレるわけにはいかない。

　特に了にばれるのは絶対に嫌いやだ。絶対に馬鹿にされる。絶対にからかわれる！

　この秘密は墓場まで持っていくんだ。恋こい人びとができても、絶対に経験者の演技をしてみせる。

「とにかく、お前……意味わからないから。男に告白って、一体何があったんだよ。お前女に不自由してないじゃん。充分充じゆう実じつした生活してるだろ」

　どっかで頭でも打ったんだろうと、俺は必死になって了を茶化した。

　雰ふん囲い気きを変えたくてわざと明るく言ってみたけれど、心臓はまだばくばくいっている。

　っていうか、なんでばくばくしてるんだ俺。了の戯たわむれに振ふり回されるなんてどうかしてる。

「女なんかいらない」

「は…？」

　───何を言っているんだ、こいつは……？

　了は女の子に人気がある。中学の卒業式なんて、学ランのボタンもワイシャツのボタンも全部取られていたし、高校では毎日毎日女子生徒の誰かが了に弁当を作って来ていた。ちなみに大学に入った今も、了の人気は衰おとろえることはない。

　鬱うつ陶とうしがってろくに人付き合いもしない男なくせに、どうして了にばかり女の子が集まるのかが謎なぞだ。まさか俺がモテないのは、全部こいつのせいなんじゃないだろうか。いつも連つるんでるせいで、こいつの引き立て役と化しているような気さえしてくる。

　おまけに、この期ごに及およんで「女なんかいらない」だと……？

「じゃあくれよ！」

　俺だって顔は悪くないし、自分では結構イケてる方だと思うのに何故なぜか恋れん愛あいだけはうまくいかない。

　それもこれも全部、俺が好きになった女の子は全員、了を好きになる法則があるせいだ。

　一体、女の子はこの男のどこがいいんだろう。

　極度の面めん倒どうくさがりだし、洋服や持ち物にもほとんど気を遣つかわない。アクセサリーも全く着けないし、香こう水すいも付けたところをみたことがない。

　それでも、了に群がる女は跡を絶たない。必ず振られることになるにもかかわらずだ。

　了の野性味溢あふれるどう猛もうな目がいい、なんて言っていた女の子もいたけれど、どう猛で人の話を聞かない馬鹿犬より、優やさしくて人なつこい犬の方が絶対に良くないか？

　───乙女おとめ心ごころは複雑だ。

「……溜たまってるんなら俺なんか相手にしないで、適当にそこらの女としてこいよ」

　必死で「それまで出入り禁止だからな！」と念を押すと、了が大きなため息を吐ついた。

「なんだよっ」

　その長いため息に、俺はムッとする。

　こっちは一生に一度しかないファーストキスを了なんかに奪うばわれて、それでも大人おとなな気持ちでなかったことにしてやろうとしているのに、了の態度には全く反省が見られない。

　お前が血迷ったせいで、二十年間夢見てきたファーストキスを俺は奪われたんだぞ！

「折せつ角かく待ってやったのに、何も分かってないな」

「待ってやったってなんだよ！　いきなりこんなことして、分からないのはお前の方だ！」

　そう言って睨み付けると、突とつ然ぜん了が立ち上がった。

　びくっとして近くの枕まくらを盾たて代わりに抱かかえると、俺は壁かべ側まで体を退ひく。

　了はそんな俺のあからさまな警けい戒かいを見て、もう一度ため息をつくとバッグを肩かたにかけた。

「俺はお前が好きなだけだ。だからキスしたし、好きだって言った」

「だから、それが意味分からないんだって…」

　苛いら立だったように、少し不ふ機き嫌げんな顔をして了が俺を見る。

「───あんまり物わかり悪いと、やっちまうぞ」

「……っ」

　そんな捨てぜりふを口にすると、了は静かに部屋から出ていった。とんとんと、階段を下りる音が聞こえ、続いて玄げん関かんのドアが閉まる音が聞こえてくる。

　その音を聞き届けてから、俺はどさりとベッドに横になった。

「なんだ、今の…。つか、やっちまうぞってなんですか…？」

　枕を抱えたまま、先程の了の言葉を反芻する。

「冗じよう談だんなんかじゃないって、だったら本気だとでも言うつもりかよ？」

　好きだ、なんて言葉をまさか了に言われる日がくるなんて信じられない。いや、信じたくない。

「いや、そんなことよりも俺のファーストキスが……」

　おそるおそる指先で唇くちびるを辿たどると、ふいに生々しい舌の感覚が蘇よみがえってきて、ぞわっと背筋が粟あわ立だった。

　人の舌って、猫ねこの舌みたいにざらざらしてるのかと思ってたけれど、意外と了の舌はつるつるしていた気がする。

「唇に海苔のりとかついてなかったよな…？」

　ふとそう思って、俺は袖そででごしごしと唇を擦こすった。それからすぐに俺は、海苔がついていたからといって関係ないと思い直す。

　相手は俺が好きな大おお野のかなさんじゃなくて、了だったのだ。海苔がついていようが、それで幻げん滅めつされようがどうってことない。

「あーあ……」

　今時ファーストキスなんかを大事にしていた自分もどうかと思う。だけど、時じ代だい遅おくれの乙女おとめみたいだと笑われても、俺はファーストキスに夢を見ていたんだ。

「……ま、大したことなかった……かも」

　とはいえ、二十歳はたちまでにはどうにか経験したいと思っていたが、今日こんな形で経験するぐらいだったら、一生経験しないほうが良かった。

　───いや、むしろ今のはノーカウントだ！

　そもそも俺は大野さんが好きで、初めてのキスは彼女とできたらいいと思ってる。

　大野さんはいつも明るい笑え顔がおで、面倒で煩はん雑ざつなサークルのマネージャーなんかを務めてくれている一学年下の大学の後こう輩はいだ。女の子らしくて、可愛かわいくて、男子が下ネタで盛り上がってる時は俯うつむいて恥はずかしそうにしている。そういうところが淑しとやかで俺は好きだった。

　男だったらやっぱり、ああいった女の子とつき合いたいと思うのが当たり前じゃないのか？

　なのに……。

「どうしちゃったんだろうな、あいつ」

　嫌なことでもあったせいで、ストレスで頭がおかしくなったのか？

　それとも、俺が気づかなかっただけで、昔からあいつはホモだったのか？

「……っ、何だよそれ」

　そう考えて、俺は嫌な気分になった。あいつとは修学旅行で一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったこともあるし、トイレで隣となりに並んだこともある。高校の終わりに行った卒業旅行では、バンガローで雑魚ざこ寝ねした事もある。

「ホモだったら、危険だったよな……いや、まさかそんなはずは……」

　あいつがホモだなんて、やっぱりどう考えても有り得ない。

　今まで散々、可愛い女の子たちを彼女にしてきたんだ。それも、俺の好きになる子たちばかり。そんなあいつがホモだなんて、どうしたって信じられない。

「七年近くも一緒にいるのに、そんな素そ振ぶり今まで一度も見せなかったじゃないか」

　俺が了と遊ぶようになったのは、中学の半ばからだった。

　中一の頃ころはクラスが離はなれていたこともあって、殆ほとんど話したことはなかった。それでも噂うわさで名前は知っていたし、同じ学年だから見かけることは何度もあった。

「初めて会ったときは、あいつすげー怖こわかったよな」

　最初、俺は了のことを不良だと思っていた。ひとりでいることが多かったり、制服をルーズに着ていたり、とにかく了はどこかしら威い圧あつ的な雰囲気を持っていた。校則を破ったり、警察に補導されたりするようなマネはなかったが、何というか昔から迫はく力りよくのある男だったと思う。

「偉えらそうだし、無ぶ愛あい想そうで顔怖いからなー…」

　あの頃の了はとてもじゃないけれど中学生には見えなくて、よく高校生に間ま違ちがえられていたし、目つきが悪くて愛想もなかったから、上級生からの評判もすこぶる悪かった。だから、中学三年間一度もクラスが被かぶることがないようにと、密ひそかに願っていたくらいだ。

　でも実際つきあってみたら、感情を顔に出すことが下手へたなだけの面めん倒どう見みのいい男で、家が書道教室をやっているために、子どもの扱あつかいなども上手うまいことがわかった。それに無骨な指としっかりした体をしているくせに、信じられないくらい流りゆう麗れいな字を書くことも知った。

「いや、そこは認めるけどさ」

　了の欠点は、飽あきっぽいことだと思う。あいつは結構、いい加減で傲ごう慢まんな奴やつだ。

　たとえば、女の子を大事にしない。だから彼女が出来てもすぐに別れる。

　それに出で不ぶ精しようだし、時間にも割とルーズ。

　しかも恐い顔で黙だまり込むから、第一印象はほぼ最悪に近い。長いつきあいだから俺は慣れたけれど、他ほかの連中は了が黙り込むと、怒おこらせたかと思い込んで返事が貰もらえるまで怯おびえている。

「くそー、本当に女の子はあんなのの何がそんなにいいんだよ」

　女の子たちは「何考えてるのか分からないけど、そこがいいの！」なんて言うが、考えてる事がわかりやすい方がつき合いやすいものではないのか？

　了には、愛想の欠片かけらもない。笑う時に大口を開けたりしないし、満面の笑えみを浮うかべるなんてことも、こんなにつきあいの長い俺だって、たった一度きりしか見たことが無い。

「そういや、あれっきりあいつは笑わないよな……」

　それを見たのは、俺が了と初めて言葉を交かわした中学二年の夏。確か、馬ば鹿かみたいに暑い日だった。

　夜に河原まで行って友達と花火をして、その帰りに通りかかった中学校前の神社のベンチで了を見かけた。学校で噂を聞いていた俺は、最初は怖くて声をかけたくなかったが、一いつ瞬しゆん幽ゆう霊れいかと思うほど覇は気きのない了の表情が心配で、思い切って話しかけてみた。

　最初は俺のことを無視していた了だが、根気強く話しかけていたら次し第だいにぽつりぽつりと話し出して、親が離り婚こんするというから落ち込んでいるのだと俺に打ち明けてくれた。その時ようやく、了も俺と同じ「普ふ通つうの中学生」なんだと気付いた。

　色んな噂が流れているけれど、もしかしたら噂で聞くような男ではないのかもしれない。

『えーと……あのさ、元気出せよ？』

　何を言えばこの俯きっぱなしの顔をこちらに向かせることができるのか、俺には分からなかった。とにかくどうにかしたくて必死で励はげましていると、了は満面の笑みで『ありがとう』と言ったのだ。

　長いつきあいだが後にも先にも、了があんな風に笑ったのはあのときの一度きりしかない。

　それから了とは廊ろう下かですれ違ちがう時に挨あい拶さつをするようになって、それから次第にお互たがいの家に行き来するようになって───いつの間にか、一番親しい友達になっていた。高校も同じだったし、今だって学科こそ違うが同じ大学に通ってるくらいの腐くされ縁えんだ。

「あいつ、あのときからいい顔してたもんな」

　今でもあの時の了の笑顔を、俺ははっきりと思い出せる。同時にあれを見せられたときの自分の焦あせり様も。

　馬鹿みたいに心臓が高鳴って、家に帰っても収まらずになかなか寝ね付つけなかった。

　あれ以来、あんな笑顔を了が俺に向けてくれたこともないし、他の誰かに笑いかけているところも見たことはないが、もしかしたら女の子には使っているのかも知れない。だとしたらどんなに了に鬱うつ陶とうしがられても、了から離れられない女の子の気持ちも分かる。

　そんな子たちが山のようにいるのに、なんでわざわざ俺なんかに告白なんてするんだろう。

「冗談じゃないって言ってたよな…」

　あいつはいい加減だし、すぐ俺のことをからかうけれど、噓うそだけは吐つかない男だ。

　つまり……？

「余計に分からない。つか、分かりたくないんですけど」

　枕まくらに顔を押しつけると、未いまだどきどきしている胸の鼓こ動どうを無視するようにして、俺はぎゅっと目をつぶったのだった。










　気づくと辺りは既すでに真っ暗だった。

　どうやら了が帰ったあと、そのまま眠ねむってしまったらしい。メールの着信音に起こされた俺は、頭の横でちかちかと着信を知らせている携けい帯たいを手に取る。

「うわ…どうしよう」

　液えき晶しよう画面には了の名前が表示されていた。

　さっきの今で一体何をメールしてきたんだろうと俺は不安になったけれど、とりあえず見ないわけにはいかないから、覚かく悟ごを決めてメールを開いた。

『明後日、急きゆう遽きよ申し込み。対戦相手は社会人チーム。出られるなら部長に連れん絡らくを』

　内容はいつもの通りで、電報かと思うほど字数が少ない。しかも、先程のことには全く触ふれていなかった。

「無む駄だに焦あせらせんなよ！」

　力がぬけて、ぽんと携帯をベッドの上に軽く投げる。

　何かと思えばサークルの連絡だ。こんなの了から来なくても別の誰かから来るだろうし、明日サークルに顔を出せば分かることだ。

　確かに今度の対戦相手を俺が気にしていたから、いち早く教えてくれたんだろうけど。

「でも普ふ通つう違うだろ、そこは」

　数時間前に告白して、キスした相手への最初のメールってこんなものなのか？

　思わず『やっぱりさっきのは冗じよう談だんなのか？』と返信を打とうとして、止めた。そんなメールを打ったら、了のことをすごく気にしているのがばれてしまう。

　了がなかったことにする気なら、触れないまま流してしまえばいいじゃないかと思い、俺は『出るからお前から伝えておけ』とだけ返した。

　メールを送ってしばらく、返信がないものかと思い携帯を睨にらんでいたが、あんな短いメールにわざわざ返信が来るわけもない。それに、もともとあいつはメールや電話をろくにしないタイプだ。

「わけわかんねぇ」

　そう呟つぶやいて、俺は携帯を再びベッドに投げ出す。

　了について考えるのを止やめようとするのに、頭はあいつのことばかり考えてしまう。

　夕食の最中も、風ふ呂ろに入っている間も、部屋で漫まん画が雑誌を読もうとしても、その日の俺の頭の中は了のことばかりだった。

　そして結局、中ちゆう途と半はん端ぱに寝てしまったせいもあって夜眠ることができなくなった俺は、もやもやとした気分のまま、意味もなく徹てつ夜やをしてしまったのだった。
















「…眠い」

　がしがしと頭を搔かきながら、今日はバイトのシフトが入っていたことを思い出す。

　だけどこんな状態でバイト先のガソリンスタンドに行ったら、何かしらミスをしてしまいそうだ。

　一限目は西洋史で、今受けている二限目は一年の時に他ほかの授業を取ったために、履り修しゆうできなかったマスコミ学だ。必修なので必ず出なければならないが、授業はそれなりに面おも白しろい。

　けれど、今日に限ってはどうしても瞼まぶたがくっつきそうだ。朝からの眠ねむ気けは次し第だいにひどくなって、今やピークに達していた。気を抜ぬけば、ゆるんだ口元からよだれが垂れそうだ。

「ふわぁ」

　欠伸あくびをして、ノートに黒板の内容を写す。

　眠いばかりの授業が終わってから、外に出ようとすると「沢田先せん輩ぱい」と声を掛かけられた。聞き覚えのある声に俺は振ふり返る。

「あの、相談があるんですけど……」

　俺にそう声をかけてきたのは、俺の好きな女の子、大野さんだった。

　今日もすこぶる可愛かわいい。細身の白いパンツに、黒のタイトなサマーセーター。半はん袖そでから見える白い腕うでとのコントラストがきれいで、ついつい視線がむき出しの素す肌はだに行きそうになるのを慌あわてて逸そらす。

「あれ？　この授業取ってたっけ」

　もしかして、さっきアホみたいに大口あけて欠伸してたのも見られてたかも。だとしたら最悪だ。

「はい。あの、先輩、お昼時間有りますか？」

　小首を傾かしげて尋たずねられる。ショートにされた茶色い髪かみから覗のぞくピアスのチェーンが、可愛らしく揺ゆれた。

　本当なら、水曜日はいつも了と食べる。昼食休憩後の三限が一いつ緒しよの授業だから、学食で飯を食べるのが習慣になっていた。だけど、昨日の今日で顔を合わせたいとは思わない。

　からかわれていたにしろマジだったにしろ、了と顔を合わせたら、一体どういうリアクションをすればいいのだろう？

「あ、ああ。うん、平気」

　そう答えると、大野さんはふわっと笑って「良かった」と答えた。

「お昼どこで食べます？」

　そうだな、と考えるが彼女を連れていけるような店は一いつ軒けんも知らない。

　男連中とよく行くファーストフードや定食屋なんて冗談じゃないし、ファミリーレストランっていうのも味気ない。あと良く行くのは大学の前にある人気のカレー屋くらいだけど、あそこはいつも混こんでいてゆっくり話せない。

「何か食べたいものある？」

「私、駅前のイタリアンがいいです」

　行ったことがない店だ。三限があるのを考えると、駅まで行ってまた帰ってくるのが面めん倒どうだと思ったが、他ほかでもない大野さんとの食事だ。少しぐらいの面倒がなんだっていうんだ。

「いいね。ちょうどイタリアンが食べたかったんだ」

　そう答えると、大野さんは俺をその店に案内してくれた。店は歩いて片道十分程度のところにある駅前のホテルの中にあった。

「…………」

　───高い…。

　店の入り口に出ていたメニューリストには、ランチが三千五百円からと書いてある。予想外の値段に、俺は思わず財さい布ふの中身を必死に思い出す。

「先輩？」

「あ、ゴメン」

　メニューを見て立ち止まった俺を、不思議そうに振り返る大野さんに気付いて、慌てて店の中に入った。

　店内は流石さすがにホテルの中にあるだけあって、落ち着いた雰ふん囲い気きだった。窓まど際ぎわの席に案内して貰もらい、席に座ると大野さんは早さつ速そくメニューを開く。

「先輩、私この生なま牡蠣がきのコース頼たのんでいいですか？」

　その言葉にそれとなく確かく認にんすると、先程見た金額よりも五百円高い。だけどまさか駄だ目めだなんて言えずに「好きなのにしなよ」と答える。

　俺は一番値段が安いパスタのボンゴレ・ロッソとブレンドコーヒーを頼むことにした。

　メニューを閉じたのを見ていた店員が、素す早ばやく尋ねに来る。注文を告げて店員が去ると、大野さんは気き遣づかわしげに「先輩、それしか食べないんですか？　もっと食べないと元気でないですよー」と言ってくれた。

「朝に結構食べたから」

　噓うそを吐つくと大野さんは「それならいいですけど、今日先輩元気ないみたいだから心配なんです」と優やさしい言葉を口にする。それが胸にじんと来た。

　良い子だなと思ったら、二人で向かい合っているという状じよう況きように、今いま更さらながらどきどきしてしまう。

「それで、話って何？」

「先輩って、了先輩と仲良いじゃないですか」

「了？」

　───嫌いやな予感がする…。

　何度か経験した展開になりそうな予感がして、思わず顔を顰しかめる。今までも何度かあったんだ、こんな風に意中の女の子と二人きりの時にあいつの名前が出る事が……。

「それで、お願いがあるんですけど…。了先輩とのこと、協力して欲しくて」

　思わず沈ちん黙もくすると、大野さんは上うわ目め遣づかいに「駄目ですか？」と聞いてきた。

　俺はとりあえず場を繕つくろうように、引きつりながらも笑え顔がおを作る。

「大野さん…了のこと好きだったんだ？」

　そう口にすると、大野さんは頰ほおをピンクに染めた。

　可愛い顔で「はっきり言われると恥はずかしいです」と恥じらう。

「了先輩って今つきあってる人いないはずなのに、私の友達が告白してもふられちゃったみたいで…。良かったら先輩、了先輩の好みとか教えて貰えませんか？」

　どうして別の男の好みを好きな子に教えなきゃならないんだろう。しかも、これが初めてってわけでもない。中高の時にも経験があった。

「……あいつの好みは俺と全く同じかな。今まであいつがつき合ってきた子たち見るとそうだよ」

　あいつの彼女になったのは、みんな俺が片思いしてた相手ばっかりだった。それを苦もなく物にしていくあいつに、何度も怒いかりを覚えたし何度も枕まくらを涙なみだで濡ぬらした。

　だけど、俺の好きな子だと知らないあいつが俺の好きな子を取っても、それは偶ぐう然ぜんとしか言いようがない。だから、俺には告白する勇気なんてないから、いずれ誰かに取られる運命だったんだ、といつも諦あきらめてきていた。

　でも、今回だけはそんな風にならないように、大野さんに告白しようと思っていたのに。

「じゃあ先輩はどんな子がタイプなんですか？」

　───君だよ。

　そんな風に返せるぐらいなら、今までだって泣き寝ね入いりすることはなかったはずだ。とりあえず今回も残念ながら俺には、この状況でそんなことを言いだす勇気はない。

「明るくて可愛い子」

　そう答えると、丁ちよう度ど料理が運ばれてきた。

　俺の前にはパスタの皿。大野さんの前には前菜が並べられる。

　大野さんは茹ゆでられた白アスパラガスを一口食べて、「薬品臭くさくて不味まずい」と切り捨て、続いて出てきた牡蠣かきもソースの酸味が強いと顔を顰めた。

　残すぐらいなら俺が食べたいと思ったが、食べかけを貰うほど気安い関係じゃないし、貧びん乏ぼうくさい男だと思われるのも嫌だ。

　結局、大野さんは半分以上食事を残し、俺はアサリの一匹ぴきも残さずにパスタを完食した。トマトベースのソースもスプーンで掬すくえる分は飲み干してしまう。

　飯はそれなりに旨うまかったのかもしれないが、味わうような精神的余よ裕ゆうはなかった。

　また失しつ恋れんだ、と考えると気分が沈しずんで仕方がない。それを彼女に気取られないように精せい一いつ杯ぱい普ふ段だん通りの態度を演じてみせるのもストレスだ。

　食後のコーヒーを飲んでいると、アイスクリームにスプーンをさした大野さんが「具体的にどうすればいいと思いますか？」と口にする。

「どうすればって？」

「どうすれば了先輩を落とせるんですか？」

「…積極的だね」

「だって、待ってるだけなんて…そんなに私、気長じゃないんです」

　だから教えてください、と言われ俺は首を傾げる。そんなの想像もつかない。

　大野さんが告白すればきっとつきあえると思うが、敵に塩を送るような事は言えない。本当に二人がつきあってしまったら、俺はどうしたらいいんだろう。

　そもそも、昨日の了の告白が本気なら大野さんの告白は成功しないだろうし。

　いや、仮に本気だったとしても大野さんぐらい可愛かわいい子から告白されたら、いくらあいつでも靡なびいてしまうだろう。どう考えたって、俺と大野さんなら大野さんのほうが良い。

　答えを探すように視線を逸そらすと、時計が目に入った。

「三限、始まるからそろそろ出ようか」

　そう言うと大野さんは少し不満そうな顔をしたが、アイスクリームを綺き麗れいに全部食べ終えて椅い子すから立ち上がる。

　俺の十五回分の昼飯の代金を支し払はらい、店から出ても大野さんはじと目で俺が答えを出すのを待っている。

「ちゃんと考えてください」

　その言葉に俺は「大野さんは可愛かわいいから、たぶん何もしなくても大だい丈じよう夫ぶじゃないかな」と言った。お世辞で口にした訳じゃないが、それを聞いて大野さんはいつもの明るい可愛い笑えみを浮うかべた。

「もう、先せん輩ぱい…からかわないでくださいよ」

　大野さんが唇くちびるを尖とがらせる。彼女の機き嫌げんが直った事にほっとした。

　大学に着いて、それぞれの授業で別れるときに「また相談に乗ってくださいね」と言われる。

「いいよ」

　なんでもないふりでそう言って、言った直後に後こう悔かいした。

　自分の馬ば鹿かさ加減に呆あきれる。臆おく病びよう者め、と罵ののしりたくなる。

　君が好きだから嫌だ、と言えばいいのにいつも言えない。

　教室のドアを開けようとして、了も同じ授業を取っていたのを思い出した。

「会いたくないな…」

　昨日のことだけでもどんな顔をすればいいのか分からないのに、大野さんの気持ちがあいつにあると知った今は憤いきどおりまで感じる。八つ当たりだって分かってるけど、今はあいつの顔をみたくない。

　ドアノブに伸のばした手を引っ込めて、きびすを返す。

　どうせこの時間から入っても遅ち刻こくなんだ。だったら欠席しても同じ事だ。

　会いたくないから授業に出るのを止めたのに、角を曲がったところで向こうから歩いてくる了と目があった。あいつもどうやら遅刻のようだ。

「出ないのか？」

　いつもと同じように。

　なんにも無かったようにそう聞かれて腹が立った。

　昨日は俺のファーストキスを奪うばって、今日は大野さんを奪って、今までずっと俺の好きな子を奪ってきて、いつもと同じ涼すずしい顔をしてるなんて許せない。

　どうせお前は俺みたいに、眠ねむれない夜を過ごしたわけじゃないんだろう。

「お前が居る授業なんて出たくない」

　吐き捨すてるようにそう言ってすれ違ちがう瞬しゆん間かんに、了が俺の肩かたを摑つかんだ。

「なんだよ、どうかしたか？」

「触さわんじゃねーよ」

　睨にらみ付けると、唇がわなわなと震ふるえそうになる。

　了は俺の顔を見て「大野に何か言われたのか？」と見み透すかしたように口にする。

　カッとして思わず了を片手で突つき飛ばそうとしたが、肩に置かれた手すら離はなせなかった。

「離せよ」

　いらだちを込めて口にする。

　了は俺から離れないままだ。

　膠こう着ちやく状態が続いていると「なんだ、ケンカかー？」と吞のん気きな声がかかる。見れば了と俺の共通の友達である辻つじ村むらが彼女と一いつ緒しよにこちらを見ていた。

　それに了が気を取られた一いつ瞬しゆんの隙すきに、俺は逃にげるように走り出す。

　後ろは振ふり返らずにそのまま走った。

　医学部の方まで走ってから足を止める。息が切れて、苦しくて少し泣きそうになる。

「クソッ」

　俺の恋こいはいつだってこんな風に終わってしまうんだ。

　───なんでいつも了ばかりなんだ…？

　サークルに出る気も授業に出る気も起きなくて、バイトの時間まで家に帰った。

　部屋のドアを乱暴に閉めて本ほん棚だなから最高に笑えるマンガを取り出す。

　何度も読み返してるマンガはやっぱり最高に面おも白しろくて、面白すぎて涙が出た。

「っ…ふっ…っ」

　声を押し殺ころして、泣けるシーンでも無いのにバカみたいに涙なみだが溢あふれる。

　涙を吸って紙が変色する。それがおかしくて、また泣けた。










　腫はれぼったい目でバイト先に行くと、同じ大学の先輩でもある三み宅やけ透とおる先輩が俺の顔を見て「失恋でもしたのかー？」と笑いながら聞いてくる。

　不意打ちで図星をつかれ、鼻を啜すする。

「なんだよ、マジかよー」

　そんな俺を見て透先輩は茶化すようにそう言って、俺の肩をまるで女の子にするように抱だいてさすった。

　近づいた時に、度たび重かさなるカラーリングでばさばさになった先輩の髪かみが頰ほおに当たる。

　男にしては長めの髪は輪りん郭かくに添そうようにスタイリングされている。ニキビの痕あとがたくさんあるのがコンプレックスだと、前に本人が言っていた。だけどそんなに目立つ訳じゃない。

　誰だって自分のコンプレックスは、人が思う以上に気にしてしまうものなんだろう。

「平気です」

　俺は首を振りながら答えて、上着だけユニフォームに着き替がえた。

　顔写真とＩＤ用バーコードの付いたスタッフカードを胸につけて、店に出る。

　まだ帰宅ラッシュまで間があるから、客はそんなに多くない。洗車のところに一台いるぐらいで、給油のところには車が見えなかった。

　うちはセルフのガソリンスタンドだから、そんなにやることは多くない。暇ひまな時はずっと、レジで透先輩としゃべっている。

　透先輩は見るからに遊んでるタイプだ。見た目も派手だし、店の客にも手を出したことがある。透先輩から声をかけることもあれば、客から声がかかることもある。

　俺も何度かここでそういう遊んでそうな女の子から声を掛かけられた事はあるが、自分から男に声を掛けるようなタイプは俺の好みじゃないからいつも丁てい重ちように断ってる。

「もしかして、かなかよ？」

「なんで…分かるんですか？」

　了といい透先輩といい、まさか見ていたのだろうか。

「なんでって…お前わかりやすいじゃん」

　かなの前だとあからさまにぎこちなくなるだろ、と言われたが、自分では自然にやれてると思ってた。大野さんにばれてないのが唯ゆい一いつの救いだ。

　客が料金を支払いに店内に入ってきたので、一度俺達の会話はとぎれる。

　その客がクレジットカードで支払って出て行ってから、透先輩は「まぁ女なんてどこにでもいるしな」と慰なぐさめるように口にした。

「それに、お前いつも女とっかえひっかえなんだろ？　だったら今いま更さら一人や二人、どうってことないだろー」

　いつも童どう貞ていがばれるのが嫌いやで知ったかぶりをして、噓うそばかり吐ついてきた。この期ごに及およんでまで噓がばれるのが嫌で「ですよね」と笑って返したが、上手うまく笑えなかったようだ。透先輩は俺の顔を見て困った顔をしている。

『キンコン』

　話の切れ目を狙ねらったかのように来客を知らせるチャイムが鳴る。

　レジのところにあるタッチパネルが光って、どこのブースに客が入ったかを告げる。俺は目視で車を確かく認にんしてから給油開始のボタンを押す。

　うちの店は店員がこの給油開始ボタンを押さないと、ブースにガソリンが給油されないようになっている。そうしないとたまにとんでもない客がいるからだ。

　一番多いのはエンジン停止をしない奴やつら。その次は喫きつ煙えんしながら給油をしようとする客だ。これはセルフだけではなく、他ほかのガソリンスタンドでもそうらしい。給油中の喫煙は俺たちが被ひ害がいを被こうむるよりも先に、まず自分自身とその車が被害を被るということを理解できない馬鹿が多い。

　しかもそういう連中に限って「お客様は神様だ！」と妄もう信しんしているので、注意に素す直なおに応じることは滅めつ多たにない。

　残念ながら「お客様はお客様」でしかない。二度と来て欲しくないお客様か、再び来店して欲しいお客様に分かれるだけだ。

　注意される方も嫌かもしれないが、その百倍は注意する側の俺たちだって嫌だ。一日に何度同じ文句をマイクに向かって口にしなければならないか。

　その事でヤクザに逆ギレされたことも、ヤンキーに囲まれて威い嚇かくされたこともある。

　そんなとき、うまい対処をするのは透先輩だった。

　頭を下げることもなく、すんなり要求を通してしまう。俺もそんな風にできたら良いが、如何いかんせん相手を丸め込むというよりもひたすら頭を下げている。

「……まぁ、一度もヤってないから余計惜おしく思えるんじゃねぇのー？」

　落ち込みながら仕事をする俺の横で、遊び人らしい言葉をくれる。

　一度もどころか、俺の場合は誰ともだ。キスだって、この間が初めてで…。

　そう考えたら、なんだか情けなくなってくる。

　無言になった店内でチャイムが鳴って客が料金を払はらいに来た。

　ブースの番号を聞いてパネルを押せば、俺が打ち込まなくても料金が提示される。

　会計が済んでからポイントカードを受け取って判子を押した。

「ありがとうございました」

　頭を下げて見送る間、透先輩は入れ逃げ犯のためのカラーボールを手の中で弄もてあそんでいる。

　後あと払ばらいなのでたまに入れた後に料金を精算せずに出ていく奴がいる。そういう車目がけて投げるのだが、俺は一度も使用したことはない。

　使用しようとしても、俺が店から出る前に車は走り去ってしまうのだ。

　結局、バイトの間中ずっと浮うかない表情をしていた俺を気き遣づかって、透先輩はロッカーでユニフォームの紺こん色いろのシャツを脱ぬぎながら口にする。

「良かったら今日飲まないか？」

「でも、今日はちょっと…」

「一人でいたら凹へこむだろー？　つきあってやるよ。やけ酒」

　今日は一人でいたかったが、確かに一人でいると際限なく大野さんや了のことを考えてしまいそうで、結局先輩の申し出を受けた。

　俺も同じように着替えてから、胸のネームプレートについたバーコードをスキャンして退勤処理をする。

「実家暮らしだっけ？　もしかして親心配する？」

「母親は看護師で今日は夜勤だし、親父おやじは単身赴ふ任にんですから。そうじゃなくても心配なんてしませんよ。うちは元々放任だし、女の子じゃあるまいし」

　そう言うと透先輩がにやりと笑う。何でそんな風に笑うのか分からずに、意味を問うように見た。

「だったら家飲みにしようぜー？　俺、今金ないからさー」

　俺もそんなに金がないから、透先輩の申し出は逆に有りがたい。

　だから家までは電車を乗り継ついで向かった。バイト先から俺の家まではそんなに近い訳じゃない。このバイト先を選んだのは大学から近いからだ。

　家の最も寄より駅で降りて、その途と中ちゆうでコンビニに寄る。そこで夕食の弁当と缶かんビールとつまみを買った。

　酒を飲むって事は少なくとも酔よいを醒さますまでは家にいるだろう。

　泊とまりになるかもしれないと考えて、俺は客用の布ふ団とんの在り処を思い出そうとした。

　そう言えば了は俺の家に泊まったことがない。俺は了の家に何度か泊まったことがあるが、それも高校半ばまででそれ以降は了がそれとなく俺を家に帰すようになった。

　もしかしたら俺は自分では知らないが、いびきが凄すごいのかもしれない。

「俺の部屋汚きたないッスよ」

　家に入る前にそう前置きする。

　散らかってるのは今朝脱いだパジャマ代わりのスウェットと漫まん画が本ぼんぐらいだったと思うけど。

「気にしねーよ。たぶん俺の部屋の方が汚いと思うし」

　家に先輩を招待するのは初めてだ。

　二階の部屋に案内して、俺はそこらに散らばる邪じや魔まなものをかたづけてからエアコンを付ける。それから一階の台所にある冷蔵庫の中を物色するが、予想外に何もない。諦あきらめて、隅すみの方にあった小分けにされてるカマンベールチーズの箱を手に取った。

「もっとコンビニで買ってくればよかったな」

　部屋に戻もどる前に台所で手を洗う。ガソリンスタンドでバイトするようになってから、かさかさするようになった掌てのひらは、石せつ鹼けんを付けて洗えば洗うほど酷ひどくなる気がする。

　けれど、そうしないと臭においが取れない。ガソリンに直接触ふれる機会は少ないはずなのに、制服や手にどうしても臭いが染しみついてしまう。

　働き始めたばかりのころはこの臭いに頭痛を覚えたが、今は慣れてしまって特になにも感じない。冬場は手て荒あれがひどくて、いつもハンドクリームが手放せなくなる。心なしか爪つめも割れやすくなった気がする。

「ユニフォームも洗っとかねーとな」

　スーパーのビニール袋ぶくろに入れて持ってきた制服をそのまま洗濯機の中に入れる。一度、家族の服と一いつ緒しよに洗ったら、偶ぐう然ぜんその日は黒いオイルの汚よごれが付いていて、他の洗せん濯たく物に移ってしまった。それ以来ユニフォームは単独で洗うようにと厳命されている。

　洗濯機に洗せん剤ざいを入れて、冷蔵庫から発見したチーズを持って部屋に戻ると、先輩は窓辺に立っていた。

「この写真、黒崎だろ？」

　先輩の手の中には、窓まど際ぎわに置いてあった埃ほこりを被かぶった写真立てがある。

　中学校の卒業式に、俺と了が並んでいるのをうちの母親が撮とったやつだ。了はボタンが全部ないので、腹がちらりと見えている。

　一方俺はといえば、いくつか後こう輩はいに強請ねだられるままにあげたが了ほどではない。何人かの女の子が、了と離はなればなれになるのが嫌だと泣いていたのを思い出す。

「そうですよ」

「この頃ころからモテたんだなー」

　先輩は面おも白しろくなさそうに言う。

　一応透先輩はうちのサークルに属しているが、試合をしたことは一度もないし練習にも参加しない。名前だけ所属している幽ゆう霊れい部員だ。

　それでも部長と仲がいいせいか、時たま顔を出しては俺達に野や次じとも応おう援えんともつかない事を言って行く。差し入れにジュースや菓か子しを持ってきてくれるときもあるが、大たい抵ていの場合それは部長への賄わい賂ろで、それをダシにノートを借りようとしている。

「透先輩は了のこと嫌きらいなんですか？」

　サークルでは飲み会以外つきあいなんてほとんどないし、大学では学部も違ちがうので授業がかちあう事もない。透先輩が了を嫌うほど接点はないはずだが、透先輩の口調は嫌いやそうだ。

　昔から先輩にあまり好かれる奴やつじゃなかった。その理由の多くは単なる僻ひがみや嫉そねみだが、透先輩みたいに明るくモテる人が了を妬ねたむ理由が分からない。

　きっと経験値で言えば了よりも透先輩の方が上だ。前に百人切りを達成したと聞いたこともある。俺には別世界の話だ。

「あいつ態度でかいだろー。真一のダチでもなくて、うちの部員でもなかったらぶちのめしてるね」

　透先輩はベッドに腰こしを掛かけながらそう言って、コンビニで温めてもらった弁当を開ける。

　俺は床ゆかの上にあぐらを搔かいて、テレビを付けてから弁当を手に取った。

　飯を食いながら音楽番組を見て、新しく出たメジャーバンドを批評したり、アイドル同士の交際疑ぎ惑わくを語る。

　そんなくだらない会話をしていると、俺のくさくさした気分もだいぶ落ち着いてきた。

　透先輩がビールを飲む間、酒を飲む気分にならない俺は炭酸飲料に手を伸のばす。

「なぁ、初めての時ってどこでやった？」

　唐とう突とつにそう聞かれて、思わず「え？」と振ふり返る。

　初めてって何が？

「ほら、お前中学の時に童どう貞てい捨てたって言ってただろ？　ガキじゃホテルは無理だし、中学生じゃどっちも実家だろ？　やっぱさぁ、親が居ないとき見計らってここでやったの？」

　透先輩の言葉に、俺は「あー…そうッスね…」と時間を稼かせぐ。

　そういう具体的な話は苦手だ。ある程度は噓うそができあがっているが、イレギュラーな事を聞かれると途と端たんに思考が停止する。

　実はまだ未経験です、なんて言えるわけもない。一応設定上では、俺は中学三年の時に了より先に経験してるということになってる。

　そんな噓を吐つくはめになったのは、当時中学生だった俺の虚きよ栄えい心のせいだ。

　それぐらいの年になれば男友達は彼女が、女友達は彼氏ができて、当然そう言う話が主流になる。

　何組の誰が誰とヤッたとか、つきあいだしたとか。俺はクールなふりをして、そんな話を適当に流していた。

　了が経験したと噂うわさで聞いたときに、ついつい見み栄えを張って「俺なんかとっくだ」と言ってしまったせいで、それからずっと噓を吐き続けるはめになってる。

「母親は夜勤で、父親は単身赴任じゃやりたい放題だよなー？」

「いや、その頃は親父もいましたよ。母親も夜勤ありますけどそう毎日じゃねーし…」

　言いつくろう俺に透先輩は「今いま更さら、良い子ぶらなくてもいいだろ」と口にする。

　今まで経験豊富だと思われたくて、そういう会話をしてきたんだ。だから今いま更さら撤てつ回かいする必要もない。

　俺は勘かん違ちがいする先せん輩ぱいに「俺、根は良い子なんですよー」なんて軽口を叩たたく。

　そんな俺を見て透先輩は「お前が今まで抱だいた女はお前がイク顔見られたわけだよなー」と口にする。

「え？」

「なぁ、どんな顔でイクんだよ」

　男同士で下ネタを語る時のような明るいニュアンスは無く、どことなく問いつめるようにおかしな雰ふん囲い気きで尋たずねられる。聞かれたことのない質問に、思わず固まってしまう。

　普ふ通つうそんなこと聞くだろうか…？

「………先輩、酔うの早すぎですよ」

　顔を近づけてきた透先輩から、少し距きよ離りを取るように後ろに下がる。

　ふいに、この距離で了にキスされた事を思い出す。

　透先輩は酔ってるのか酔ってないのか、分からないような顔つきでさらに俺に近づくと「実はさー、俺…」と内ない緒しよ話ばなしをするように俺の耳に唇くちびるを近づける。

　その時、チャイムが鳴った。

「あ、すいません。誰か来たみたいだから」

　そう言って酔っぱらいから離れると、透先輩はうっすらと笑えみを浮うかべながら「行って来いよ」と口にする。

　なんとなく先程の雰囲気から逃のがれられたことにほっとした気分で、階段を下りて玄げん関かんを開けるとそこには一番顔を見たくない男が居た。

「…了」

　いつもと同じで、ただ無表情にそこに佇たたずんでいる。

「何しに来たんだよ」

　つい、突つっ慳けん貪どんな言い方になってしまう。

　俺が警けい戒かい心を見せると、僅わずかに開いたドアを了が強ごう引いんに摑つかんで開ける。昔から、悔くやしいことにこの男に力で勝った例ためしがない。腕うで相撲ずもうではいつも無理に抵てい抗こうして肘ひじを痛めていた。

「帰れよ。友達も来てるし」

　俺の言葉に了は「帰らせろよ」と乱暴に言う。

「は？　何勝手なこと言ってんだよ」

　自分勝手にも程ほどがある。了と約束をしていたわけでもないのに、どうしてそんな事を指図するんだ。むっとして睨にらみ付ける。

　玄関で俺と了がもめていると、透先輩が階段を下りて来る。

　透先輩と目が合うと、了の目が少し細まった。表情のわかりにくい奴だがつきあいが長いので、俺にはそれだけで了の機き嫌げんが悪くなったのが分かる。

　透先輩は了を見て「ガキのケンカみてぇだなー」と含ふくみ笑わらいで口にした。

　それから俺の横を通って、靴くつを履はく。

「友達の取り合いとか、ダサいの勘かん弁べんだからさー」

　そう言ってから俺を振り返って「じゃぁ、またな真一」と口にすると、了をバカにするようににやにや笑ってから、わざと了の肩かたにぶつかって帰っていく。

　初めて見る透先輩の了に対する態度の悪さに思わず二人の間に何かあるのかと勘かんぐった。

　そんな俺を余所よそに了は透先輩と入れ替かわりのように、玄関を上がる。

「ちょ、オイっ」

　何度も来ているのでまるで自分の家のように、俺の部屋に行く。

　階段を上る後ろ姿に向かって怒ど鳴なるが、全く言うことを聞こうとしない。

「帰れよ！　今日はお前の顔見たくないんだよ！」

　結局部屋に入られて仕し舞まう。追い出してやろうとその肩に手を掛けると、逆にその手を摑つかまれて了の方に引き寄せられた。

　間近に迫せまった了の端たん整せいな顔に思わず、言葉を飲み込む。

　瞬まばたきの時に音がするほど長いまつげが、頰ほおの上に影かげを作っている。

「三宅透とはつきあうな」

「はぁ!?　なんでお前に指図されなきゃならないんだよ」

　昨日から自分の都合ばかりで物言いやがって。

　いきなり来て、透先せん輩ぱいとつきあうなだと？　何様のつもりだ。

　ガキの頃ころから何度かあった。いきなり俺の親しい友達を名指しして、つきあうなとか関かかわるなとか。そんな指図俺は受けるつもりないのに、しばらくするとその友達の方から俺に寄りつかなくなる。

　一度問いただしたら「黒崎が怖こわいから…」と言われたことがあった。

　一体どうして、了が俺の友達を奪うばうのかわけがわからない。

　そのことで何度かケンカをしたことがあるが、その度たびにうやむやにされてしまうのだ。

「透先輩は、そりゃお前から見たらいい加減かもしれないけどっ…すげーいい人だから。今日だって俺がお前のせいで落ち込んでるのを知って、わざわざつき合ってくれようとしたんだからなっ」

　了は言い募つのる俺を見て「相変わらず馬ば鹿かだな」と口にする。

　馬鹿って何だよ、とくってかかろうとした瞬しゆん間かんにこの間と同じようにキスされた。

　一度目のキスは不意打ちだった。二度目のキスは確かめるように。

　三度目のキスは、まるで奪うように重ねられる。

　唇が触ふれたと気付いた瞬間にはもう、舌が口内に入ってくる。

「ふ…」

　どうにか逃れようと体を捻ひねるが、そんな抵抗は了の体に難なく押さえ込まれてしまう。

　思わず、口の中を動き回る舌をがりっと嚙かんだ。

　了は口を押さえて俺を見る。その目は確かに女の子達が言うように、どう猛もうという形容詞がよく似合うほど鋭するどい。

　だけど今更こいつ相手にびびったりしない。殴なぐり合ってのケンカだって、こいつとは何度かしたことがある。

「っざけんな！　この間から、勝手に…信じられねー」

　まだ口の中に何かあるみたいだ。

　違い和わ感かんが拭ぬぐえずに戸と惑まどう。

「俺が来なかったら、あいつとこれ以上のことしてただろう？」

　これ以上のことってなんだよ、バカ！　お前のがバカじゃないか！

「おかしいんじゃねーの、お前！　自分がそうだからって、透先輩や俺まで変態にすんじゃねーよ!!」

　唇を強ごう引いんに拭ぬぐうと、昨日のことまで思い出す。

　二日連続でこいつにこんなことされるなんて、想像もしなかった。

「変態？」

　小首を傾かしげて了が聞いてくる。その拍ひよう子しにさらりと前まえ髪がみが目元にかかる。

　たった、それだけの動作なのに脅おどされてる気分になる。思わず、背筋がぞわっとした。

　普ふ段だんと変わらない、黒い目がこちらを見つめてくる。形のいい唇がゆっくりと笑いの形を取ると、逃にげ出したい気持ちになった。

　基本的に了はキレやすく見られるが、だらしない後こう輩はいを怒鳴りつけたりマナーの悪い奴やつらを叱しかることはあっても、本気で怒おこったところは見たことがない。

　俺とケンカもするが、お互たがい本気で相手に怒ってるわけじゃない。

　だけど、今の了はいつもと違ちがう。

　俺はどうしていいのか分からずに、思わず「了？」と情けない声で名前を呼んでいた。

「俺がお前を好きだという気持ちが？」

　確かく認にんするように聞いてくる。了が先程のキスで濡ぬれた俺の唇を親指で拭った。

　俺はその動作に我を取り戻もどして、了の手を弾はじく。

　いつの間にか了の手に渡わたったイニシアチブを取り戻そうと、声を荒あららげる。

「そ、そうだよっ。変態以外の何だって言うんだよ！　気持ち悪いんだよっ…お前に、触さわられるの」

　キモチワルイ。

　了を追いつめるために、その言葉を口にした瞬間に違和感を覚えた。気持ち悪いなんてそう言えば、昨日もさっきも少しも思わなかったけど、普通そう思わなきゃならないはずだ。

　そうじゃなきゃ、おかしい。

　了は先程から浮うかべている酷こく薄はくな笑みを崩くずさずに「気持ち悪い」と復唱する。

「変態に触られたら気持ち悪いのは当たり前だよな」

　淡たん々たんとした口調で呟つぶやいた了は、いきなり俺の体に腕うでを回す。

　体中ぴったりとくっついて息が苦しいほど抱だきしめられる。なんとか放そうとしたが、どうにもならずに悔し紛まぎれに背中を叩たたく。

　途と端たんにぎゅっと、先程よりも強く了の腕に力がこもる。

　苦しくて了の肩にでも嚙みついてやろうと思ったときに、背中に了の指が触れた。

「わっ」

　めくり上がったシャツに、エアコンの冷気が触れる。

　少し汗あせばんだ了の掌てのひらがさするように背中を撫なでて、先程以上の危機感を覚えた。

「何っ、やめろよっ…！」

　じたばたともがくように暴れると、了の手がベルトに伸のびる。

　信じられないような気持ちで、目の前の男を見つめると視線に気付いたのか、顔を上げた了と目が合う。

　唇くちびるが近づいてきて、またキスされるのだろうと思って歯を食いしばり、目を瞑つぶる。

　だけど予想した感かん触しよくは訪おとずれずに、その代わりにベルトと一いつ緒しよにカーキの綿パンが足あし下もとまで下ろされた。

「ふ、ふざけんなっ」

　慌あわてて了を殴りつける。

　最初からこうすれば良かったと、殴った瞬間に気付く。

　ごつっと嫌いやな音がして、手の関節部分がじんと痺しびれた。掌を開いて軽く振ふって、痛みを罪悪感と一緒に追い払はらおうとする。

　誰かを殴るのなんて久しぶりだが、ひどく後味が悪い。

「いい加減にしろよ!!」

　痺れた手で再び殴ろうとすると、乱暴な動作で手を摑れる。そのまま、後ろ向きにされて部屋のドアに額を着けた状態で身動きが取れなくなった。背中に捻られた腕の関節が痛い。

　放せ、と言おうとしたが声にならずに唇を嚙む。

　了の空いた手が下着の中に入り込んできた。

「っ」

　羞しゆう恥ちで全身がかっと熱くなる。空いた手をドアに突いて、体を捻ろうとしたが摑れた腕が痛んでろくに動けない。

　触れられた場所は何度か緩ゆるくさすられるだけで、相手が了だというのに芯しんを持ち始める。

　自分以外の手がそこに触れるのは初めてで、擦こすられるだけで生々しい感覚に目め眩まいがした。

　まるで心臓に直じかに触れられているような気分だ。

「気持ち悪いっ」

　思わず悲鳴のように呟いた俺の言葉に、耳元で了が笑ったのが分かった。

　了に触られると何も分からなくなる気がして、上げそうになる高い声を必死でかみ殺す。

　これ以上触られるのが怖くて、言い訳のようにもう一度気持ち悪いと口にする。

「了っ、やめろって…っ」

　ぺろりと耳の裏を舐なめられて、思わずドアに着いた手が爪つめを立てる。カリカリと木目の表面を爪が滑すべる音が、荒くなった自分の呼吸音とともに聞こえた。

　立ち上がり、もっと触れられたいと強請ねだるように震ふるえる場所が目に入る。

　心を裏切るような体の反応に驚きよう愕がくしながらも、どうすることもできずに涙なみだが滲にじむ。

　冷れい房ぼうの利ききすぎた部屋の中で、背中に感じる了の体温が心地ここちよいと思ってしまう自分が信じられない。

　これ以上おかしくなる前に振り払いたくて、空いている手でどんっとドアを叩いた。

　壊こわれんばかりにドアが揺ゆれる。

　後ろからのしかかる男を睨にらみ付けてやるために、首をねじってみようと思ったがうまくいかない。

「やめろって言ってるだろ！」

　了の返事はない。聞こえるのは僅わずかに荒くなった息づかいだけだ。

　途端に、これが了じゃなかったらどうしよう、と有り得ない恐きよう怖ふに捕とらわれた。

　拘こう束そくから逃げ出したいと、痛みを覚かく悟ごして再び体を捻ると誘さそうように腰こしが揺れる。

　案の定、了に勘かん違ちがいされて「変態に触られてその気になったのか？」とからかうような声こわ音ねで告げられた。その内容や口調は腹立たしい以外の何物でもないのに、先程の有り得ない不安がかき消された事に安あん堵どして、緊きん張ちようが少しゆるむ。

　その瞬しゆん間かん、今まで予想もしなかった場所に了の指が触ふれる。

「え…っあ…」

　指は縁ふちを辿たどるように何度も奥の入り口を彷徨さまよった。

　背中が意思に反してびくりと撓たわむ。

「や、だ」

　漏もれた言葉を窘たしなめるように、指がぐにぐにと皺しわの寄った襞ひだに触れる。

　そんなところを触られていると気付いただけで頭の中が真っ白になった。それなのに追い打ちを掛かけるように指先が硬かたい肉の中に潜もぐり込む。そのまま搔かくように曲げられて、高い声が漏れた。

「や」

　ぼろぼろと不覚にも涙がこぼれる。

　なんだか知らないが、堪たまらないほど怖こわかった。

　そんなところを弄いじられたら、どうにかなってしまうんじゃないかと思った。

「りょお」

　小さな子どもみたいに舌足らずな声で不安を隠かくさずに名前を呼ぶと、動き回っていた指が出ていった。異物感がなくなると、ほっとして足から力が抜ぬけて倒たおれそうになる。

　崩れ落ちそうになった俺の胸に左手を当てて、了が体を後ろから支えた。

　それからまるで子どもでもあやす様に、優やさしい仕草で背後から頰ほおにキスされる。

　再び前に硬く立ち上がった場所に了の指が触れた。そこはいつの間にか先走りに濡れて、擦られるたびにいやらしい音がしている。

「…ふ…ぁ…」

　次し第だいに恐怖が薄うすれて、了にされるがままになってしまう。

　俺は抵てい抗こうするよりも上げそうになる高い声をかみ殺すことと、がくがく震え始めた膝ひざを伸ばして立つだけで精せい一いつ杯ぱいになる。

「んんっ」

　頭がくらくらする。追いつめられ、達するのが怖くて眼めを閉じた。

「あっ」

　了の手の中に出してしまうと、胸に当てられていた了の手が離れて、俺は床ゆかの上にへたり込む。ひんやりとした床の感覚がほてった皮ひ膚ふを冷やす。

　しばらく呆ぼう然ぜんと呼吸を整えていたが、了がケースからティッシュを抜く音で我に返った。

「………お前なんか、大だい嫌きらいだっ…もう友達じゃない！」

　了の顔をまともに見られずに、ぐずぐずと鼻を鳴らしながら言う。

　殴なぐった時と同様に、口にした途端に罪悪感を覚える。

　だけど言葉なんて、了が俺にした事を思えば大したことない。

「一度も真一のことを友達だなんて思ったことねぇよ」

　傷つけるために口にした言葉の切り返しで、俺の方が傷ついた。

「親友だと思ってた…」

　言うつもりもなかった恨うらみ言を口にする。

　こんな思春期のガキみたいな文句を口にする自分に嫌いや気けがさす。

「分かってる」

「だったらなんでだよ！」

「…俺は真一がなんて言おうと、お前が欲しい」

　その言葉を聞いたときにわけもわからずに胸が騒さわいで、わーと大声を上げてしまいたいような気持ちになる。

「出て行けよっ」

　近くにあった雑誌を了の足に投げつける。当たった後にばさりと床に広がったそれを見て、また涙が滲にじみそうになった。

　嚙かみしめた唇くちびるがわなわなと小刻みに震える。

　せめて泣く前に出ていって欲しくて睨み付けた。

　了はそんな俺を見て、「諦あきらめるつもりねぇから」と捨てぜりふを口にして部屋から出ていく。

　俺は了がいなくなった部屋で一人、ぼろぼろ涙をこぼした。今日は一日中泣いてばかりで、なんだかひどく疲つかれている。

　気け怠だるい気持ちでシャワーを浴びようと、ずり落ちた下着とパンツを引き上げて、のろのろと階段を下りた。

　玄げん関かんに了の靴くつが無くなったことを確かめてから、玄関の鍵かぎをガチャリと掛ける。

　浴室に入って、うなだれた自分の下半身を見た途と端たんにさっきまでの事を思い出して、思わず蹲うずくまってしまう。

「最悪…」

　無む理り矢や理り触さわられて満足な抵抗もできないで、あれだけ好き勝手言われたのにろくに言い返せなかった。

　こんなの痴ち漢かんと変わらないじゃないか。レイプと変わらないじゃないか。

　腹立たしくて、あいつのことを最低だと思う。最悪な事をされたと思う。

　こんなことになるって分かってたら、あいつと友達になんてならなかった。

　それなのに…。

〝お前が欲しい〟

　あんなことされたのに、そんな安っぽいセリフ一つで了のことを憎にくみきれなくなる。

　誰かにあんな熱っぽい目でそんなことを言われたのは初めてだ。

　了に聞かせてしまった自分の気持ち悪い声の事を考えると、自己嫌けん悪おで死にたくなる。

　男に触れられて気持ち悪いはずなのに、翻ほん弄ろうされて自分でも聞いたことのない様な声を上げた。

　いつ腕うでの拘束が外されたのかもよく思い出せない。

「何で、顔が赤くなるんだよ…」

　鏡の中の自分にむかって責めるように口にする。

　普ふ通つうは友達だと思ってた奴やつに無理矢理あんなことされて、赤面なんてするだろうか。

　こんな気持ちになるのはおかしい。

　悲しくて、腹立たしくて、恥はずかしくて、許せないのにそれと同時になにか理解できない感情がある。

　だけどそれが何かなんて、俺にはちっとも分からなかったし、分かりたくもなかった。










　昨日の今日で了と顔を合わせるのは嫌いやだった。

　了と合わない授業だけ出ようと学校に来たが、偶ぐう然ぜん同じ授業を取るサークル仲間に「今日の対戦相手、社会人だったよな？」と言われて自分の鳥とり頭あたまを恨む。

　試合のことをすっかり忘れていた。

　授業が終わってから慌あわてて「出られない」と部長にメールしようとしたところで、背後から大野さんに腕を摑つかまれた。

「先せん輩ぱい！」

　びくっと驚おどろいて体を強こわばらせた。二の腕に胸が当たっている。

　下着が見えそうなほどぎりぎりまで露ろ出しゆつした胸は、俺の腕に押しつけられてやわらかく形を変えている。

「お、大野さん…？」

　話しかけると、大野さんが今にも泣きそうな目で俺を見ていた。

「ど、どうしたの？」

　胸が当たっているから迂う闊かつに動くことも出来ずに、体を緊張させたまま問いかける。

「了先せん輩ぱいが…っ、ひどいんです」

　大野さんは俺の体から離れて「あの人、凄すごく冷たいんです」と言った。

　上目使いに涙なみだ目めで見上げられて、対処に困る。他ほかの学生の目も気になって、その背中を押して人通りの少ない方へ連れて行く。

　大野さんは指先で涙を注意深く拭ぬぐいながら、ぱちぱちと瞬まばたきをした。

「私、勇気出して了先輩に告白したんです」

　大野さんのその言葉に知らず知らず顔が強ばる。

　覚かく悟ごしていないのに了の名前を出されて、思い出しそうになる昨日の記き憶おくをどうにか頭の奥に押し込めた。

「告白って…」

　ごくりと、唾つばを飲み込んで大野さんの言葉の続きを待つ。相談されたのは昨日なのに、随ずい分ぶん展開が早い。

「だって、先輩が大だい丈じよう夫ぶだって言うから。ぼやぼやしてたら他の子に取られちゃうと思って…」

　大野さんはそう言うと「でも、間ま違ちがいでした」と口にする。

「あの人、私の名前も覚えてなかったんですよ!?　大野って名字しか覚えて無くて、それで…他に気になる相手がいるからって言ったんです」

　信じられない、と大野さんは首を振ふる。

　先程まで感じていた悲しみが怒いかりに変わってしまったのか、顔を紅潮させて大きな声で了を罵ののしり始めた。

　その気になる相手が自分だと知っている俺は罪悪感に似た優ゆう越えつ感を感じる。

　そんな気持ちになる自分のことが理解できない。傷ついている女の子に優越感を感じるなんて最低だ。

「別につきあってる相手がいないなら、断ることないじゃないですか。私に、恥をかかせたんですよ！」

　大野さんが了に告白したと聞いても、大野さんに対しての恋こい心ごころが疼うずいたりはしなかった。

　自分でもあっさりしているな、と不思議に思う。いつも失しつ恋れんした時は、もっと後々まで尾おを引くのに。それこそ大野さんに振られたのは昨日なのだ。

　あの後、失恋以上に衝しよう撃げき的な事があったせいかもしれない。もしくは昨日流した涙に恋心が溶とけ出てしまったのだろうか。

「あんな酷ひどい人だと思わなかった。断らないですよね、普通…。私ふられたのなんて初めてです！　最低だわ」

　怒りがさめやらないというように、興奮してまくし立てられ俺は啞あ然ぜんとしてしまう。

　もっと謙けん虚きよな子だと思っていた。

　それからしばらく了の悪口が続き、話は最初に戻もどる。

「私…あんな酷ひどい人に告白なんてしなければよかった」

　そう言われて俺は複雑な気持ちになった。

　話を聞いていると了の断り方は誠実なんじゃないかと思えた。

　了が人の名前を忘れがちなのは昔からだ。自分に関係ない人間に関しては無礼な程ほどに無関心な男だから、大野さんの名前を知らなくても不思議じゃない。

「気を持たせるように優やさしくして、私のこと弄もてあそんだんです!!　からかってたんですよっ」

　人通りが少ないと言っても、完全にないわけじゃない。

　大野さんの言葉に何人かがこちらを向いたのが分かったが、彼女はそんなこと気にしていないようだ。

　了はそんな奴じゃない、そう言おうとしたが昨日のことが頭に浮うかんで、なんで俺が了を庇かばわなきゃならないんだと我に返る。

　あいつは大野さんが言うとおりに酷い奴だ。最低な男だ。

　だけどそれを大野さんの口から聞くと、反発したい気分になった。

　あんなことされたのに、お前に了の何が分かるんだ、と思ってしまうのはきっと友達歴が無む駄だに長いせいだ。

「落ち着けよ」

　そう言ったのは人目を気にしたわけじゃなくて、大野さんからこれ以上了の悪口を聞きたくなかったからだ。

「私…はじめから先輩にすればよかった」

　甘えるように大野さんが口にする。

　可愛かわいいはずのそれが可愛いと思えなくて、そんな自分に戸と惑まどった。

　それに、何故なぜいきなり大野さんがそんなことを言いだしたのか分からない。

　俺の事なんて歯し牙がにもかけていなかったんじゃないのか？

　少しでも気になっていたら、了との橋はし渡わたしなんて頼たのまないはずだ。

「ねぇ…先輩。先輩はもし、私が告白したらどうしますか？」

　断られるなんて微み塵じんも思ってないような口調で聞かれる。「ねぇ」と誘さそうように唇くちびるがゆっくり動く。ゆっくりと大野さんの指が俺の指に絡からんだ。

　子どもがするようにそれを軽く振られた。

「答えてください、先輩」

　にっこりと笑うその笑え顔がおはどこか勝ち誇ほこったようで、俺はようやく自分が彼女のことを誤解していたんだと分かった。

　彼女が了に理想像を押しつけていたように、俺も彼女に理想像を押しつけていたようだ。

　でも相手が自分の理想像と違ちがったと分かっても、俺は彼女のようにその不満を相手のせいにしたりはしない。フラれた自分が惨みじめにならないように、こんな風に適当な誰かを誘ったりしない。

「聞いてどうするの？」

　俺の質問には答えずに、大野さんは微笑ほほえんで俺の答えを待っている。

　考えてみれば了や透先せん輩ぱいにばれていた気持ちが、当人である大野さんにばれないはずがないのだ。彼女は最初から俺の気持ちを知っていて俺に了との橋渡しを頼んだ。そのうえ今度は了に振られた自分を慰なぐさめるために俺に告白させようとしてる。

　どこまでも舐なめられてることに、怒りよりも苦く笑しようが浮かんだ。

「ごめん」

　そう言った瞬しゆん間かんに大野さんの笑顔が消える。

「悪いけど…」

　軽くナンパされたことはあっても、こんな風に駆かけ引きめいた告白をされたのは初めてだから、うまい断り方が分からない。

　それに本人を目の前にして振る時は、もっと申し訳ない気持ちになるものだと思っていた。

　なのに眉まゆをつり上げて口を歪ゆがめる大野さんに、申し訳ないという気持ちは一向に湧わかない。

　そもそも俺の気持ちを知りながら、了との間を取り持つように頼むなんて、一体どういう了りよう見けんなんだろう。

「あっそ」

　俺の返事を聞くと大野さんは乱暴に俺の手を放す。

「たとえ話じゃん…冗じよう談だんも通じないんですね」

　嫌いやそうに顔を顰しかめながら大野さんはそう言う。

「気持ち悪い。まさか本気にされるとは思わなかった」

　唇を歪めてそう言う彼女に俺は大野さんのどこが好きだったか思い出せなくなる。

　ヒールの音も高らかに、肩かたを怒いからせて廊ろう下かを歩き去る後ろ姿を見て、思わずくしゃりと自分の髪かみを搔かき上げる。

　負け惜おしみで言われた〝気持ち悪い〟に不ふ愉ゆ快かいな気分になった。

　昨日さんざん了に向かって口にした言葉だ。あいつも不愉快な思いをしたんだろうか。

　いや、もしかしたら不愉快なんて物じゃないかもしれない。

　好きな相手から言われた言葉は、そうじゃない相手から言われた言葉の何倍も威い力りよくを持っている。

「だから、なんで俺はさっきから了のことばっかり…」

　あいつは酷い奴やつなんだから。心配する必要なんてないんだから。

　念じるようにそう心の中で何度か呟つぶやいた。













　そんな事があったせいで、すっかり部長に欠席したいと言うのを忘れてしまった。

　気付いたのは一度家に帰ってからだった。

　慌あわてて部長の携けい帯たいに電話をした。幸いなことに、すぐに部長が電話口にでる。

『沢田？　なんか用か？』

「あ、あの今日なんですけど…」

『楽しみだな！　強いところとやれるの久々だから嬉うれしいな。お前が出られなかったら断るところだったんだ。で？　何かあったのか？』

　今日は具合が悪いから、そう断ろうとしたが部長のうきうきした言葉に言い出せなくなる。

　サークルの人数は多いがその殆ほとんどが一度も顔を見たことのない幽ゆう霊れい部員だ。実際に活動しているのは、俺を含ふくめてたったの七人。全員が出席することはほとんどない。フットサルの試合自体は五人いればできるが、それだと交代ができない。

　今回は急だったので、ぎりぎりしか集まらなかったようだ。人数が集まらなくて、試合ができないことも多いので、部長の喜びぶりも納なつ得とくできる。

　俺の用件に気付いた上での牽けん制せい球きゆうだとしても、部長が楽しみにしているのは事実だ。

「……終わった後の打ち上げ、予算いくらぐらいですかね」

　思わず話題を変えた自分にがっかりだ。

『おい、もう打ち上げの話かよ』

　笑い混じりに「俺も金ないから三千円以内で収めたいな」と返される。それに二、三言葉を返して、結局行かないとは言えずに集合時間には体育館までのこのこやってきてしまった。

　大野さんや了と顔を合わせるのを考えると億おつ劫くうでしかたがない。

　けれど相手は経験者ばかりのリーグ上位常連チームらしいから、長年サッカーをやってきてそれなりに実力がある俺と了が出ないと話にならないだろう。

　うちのサークルで他ほかにサッカー経験者は部長ぐらいだ。部長は上手うまくも下手へたでもないが、サッカーに対する情熱は凄すさまじい。酔ようと必ずサッカーの講義を聞かされる。

「了のやつ、来るのかな…？」

　俺よりもあいつのほうが気まずくて、顔なんて出せないんじゃないだろうか。

　俺は集合時間ぎりぎりに体育館の更こう衣い室に入って素す早ばやく白と灰色のユニフォームに着き替がえる。そしてフットサル用にしているシューズに履はき替かえて、更衣室を出た。

　体育館を見み渡わたしても、大野さんは見あたらなかった。

　そのことにほっとした。

　ロッカーの鍵かぎをポケットの中に入れて部長の側に行くと、相手のチームのキャプテンと話し合っていた。

「遅おそいぞ」

　部長にそう言われて「すいません」と謝る。

　相手のキャプテンは三十代半ばだった。他のメンバーも似たような年ねん齢れいのようだ。スタミナ面は恐おそらくうちのチームの方が勝まさっているが、それでもリーグ上位にいるということは、相当技術があるのだ。

「今日よろしくね」

　俺もよろしくお願いします、と言って頭を下げる。

　恐らく普ふ段だんも練習を欠かさないのだろう。半ズボンから覗のぞいた足は筋肉質だ。

　うちのように試合の日以外はろくにチームメイト同士が顔を合わせない、やっつけのチームとは違ちがうようだ。

　既すでにストレッチを始めているメンバーに交ざり、筋肉を解ほぐす。

　アキレス腱を伸のばしていると、遅おくれてやってきた了と目が合う。

　体育館の入り口に立って、その場でシューズを履き替えこっちに向かってくる。

　───そう言えば気まずいなんて思うような、殊しゆ勝しような性格じゃなかったな。

　了が黒いジャージの上着を脱ぬぎ捨てると、その下にはすでにユニフォームを着ていた。

　白いユニフォームは同じなのに、了の方がよく似合っている。黒と赤のゴツいデザインのシューズは了が履くとブランド物のようだが、実際は二千円でお釣つりが来る品物だ。俺なんか奮発して了とは桁けたの違うシューズを買ったが、俺が履くとイメージと違ってなんだか安っぽく見える。

「先せん輩ぱい、遅ち刻こくッスよ」

　了は「悪い」と一言謝った。

「次遅刻したら飯おごって貰もらいますからね」

　生意気な後こう輩はいの言葉に、了は「ああ」と素そっ気なく頷うなずく。

　きっと遅刻の理由は書道教室だろう。了の手に水で落としきれない朱しゆ墨ずみの痕あとがある。

　了はいつも言い訳をしない。聞かれたら話すが、自分からこういう場で正当性を主張するようなことは決してしない。そういうところが、友達として好きだった。

　───あくまで友達として、だ。

　俺は無関心なふりで、周囲に気付かれないようにさりげなく了から目を逸そらした。

　やっぱり昨日の今日で顔を合わせるのはきつい。

　了は近づいてきたが、俺が顔を合わせようとしないのを見ても何も言わなかった。そのまま、メンバーと軽口をたたきながら、念入りにストレッチを行う。

　平然としたその顔に腹が立つ。

「誰か、大野から連絡貰もらってないか？」

　ストップウォッチを手にした部長の言葉にみんな、顔を見合わせる。

　了に振ふられて俺にも振られたんじゃ、彼女が顔を出したくない気持ちも分かる。

　だけどそんなこと俺が部長に言って良い話題じゃない。俺は素知らぬふりで、ストレッチを再開した。

「なんだ…しょうがないな」

「いいよ、時間はうちのが計るから」

　向こうのキャプテンがストップウォッチを自分のチームのマネージャーに渡わたした。薬指にはお揃そろいの指輪を嵌はめているから、恐らく奥さんなんだろう。

「よろしくお願いします」

　部長の言葉に奥さんは「はい」と元気に頷く。

　了がストレッチを終わる頃ころには予定していた試合開始の時間になった。

「よろしくお願いしまーす!!」

　お互たがいに頭を下げ合って、コート上で軽く握あく手しゆを交かわす。

　それが終わると、了はゴールに向かう。

　了がユースを辞やめてサッカー部に所属したのは俺が高校一年の冬だった。その時以来、あいつはゴールキーパーをしている。

　本来ゴールキーパーは憧あこがれのポジションとは言い難がたい。殆ほとんどのチームではゴールキーパーはスタミナのない奴か、経験者が無む理り矢や理りやらされるケースが多い。

　怪け我がをしやすいポジションであって、シュートを決めるチャンスは無きに等しい。某ぼうソーセージとビールで有名な国のゴールキーパーは公式戦で、特権であるパンチングを使ってシュートを決めていたが、あれは例外中の例外だ。

　了がユースを辞めてサッカー部に入ったときに、自分からそのあまり人気のないポストに志願した。

　その時ゴールキーパーをしていたのは去年の先輩が抜ぬけたせいで、嫌いや々いややらされていた奴やつだったから、了の立候補は願ったり叶かなったりだったのだろう。

　でも了はユースでは前線で攻こう撃げきするフォワードだった。折せつ角かくの才能をポジショニングで潰つぶすのは勿もつ体たいないと誰もが言ったが、了は耳を貸さなかった。

　だけど、実際了はキーパーに向いていた。向いていたというか、キーパーでも実力を充じゆう分ぶんに発揮した。

　俺は自分がマークしていた選手がシュートした瞬しゆん間かん、いつも心の中で「頼たのむ」と了に願った。

　それは今でも変わらない。

「よろしくー」

　俺がマークについた途と端たん、相手の選手がそう言ってにこやかに笑った。

　その直後に向こうのマネージャーがホイッスルを鳴らす。

　試合が始まってしまえば、了のことばかりを考えてはいられなかった。サッカーの半分ほどのコートしかないフットサルでは展開が速い。ぼうっとしているとすぐに点を取られてしまう。

　サッカーの一点とフットサルの一点は重みが違う。点数はサッカーよりも入りやすくなる。点を入れられた後の切り替えの早さが勝利へのポイントになる。

　といっても、高校時代に部活でやっていたときほど勝利への執しゆう着ちやくはなくなった。日々シャトルランで脚きやく力りよくを鍛きたえているわけでもなければ、腹筋を何セットもやらされることもない。

　努力がない分、敗北の消失感も勝利の高こう揚ようも少ない。チームメイトは大事だが、高校の時のように仲間意識は強くない。飲み会だけは高校時代よりも遥はるかに多いが。

「沢田っ」

　チームメイトから声をかけられ、ゴール前の空いてるスペースに走り込む。けれどパスされるはずのボールはカットされ、その瞬しゆん間かん攻せめから守りに転向する。

　ボールを追って、相手と併へい走そうしながら奪うばうチャンスを狙ねらう。

　足を出してボールを取ろうとした瞬間に、目の前のボールはシュートエリアにいた他のチームメイトにパスされてた。

　絶ぜつ妙みようなパスだった。細かなフェイントに目を奪われていたら、いつの間にかボールが消えていたという感じだった。

「あっ…」

　ボールを受け取った選手がボレーシュートをする気だと気付いて、心の中でいつものように願った。

　───了、頼む。

　次の瞬間、望み通りにボールは乾かわいた音を立てて了の手に弾はじかれ、コートに戻もどってくる。すぐさま部長が奪いに行く。ぼやぼやしてはいられない。今度は攻せめに転向した。

　先程のプレイを考えてる余よ裕ゆうなどないが、それでも無む茶ちやな動作には見えなかった。蹴ける前のモーションも完かん璧ぺきだったと、ついつい回想してしまう。

　了じゃなかったら止められなかった。

　高校時代から、そんな風に何度思っただろう。

「やっぱ。すげーな」

　再びホイッスルが鳴るまで走りに走った。コートが狭せまいとそれだけ運動量が少ないと思う人が少なからずいるが、コートが狭いとさぼるスペースとタイミングがない。

　休きゆう憩けい時間になると、二十分しか走っていないのにみんな汗あせだくだ。

　体育館の壁かべに背を付けて思わず座り込むと、向かいで同じようにあぐらをかいてスポーツドリンクを手にした部長が暑さにやられて呻うめく。

「体育館にクーラーつけるように学生会に掛かけ合おうかな…」

　どうせ、陳ちん情じようしても叶えては貰えないだろう。

　高校を卒業して何年も経たってないのに、確実に体力の低下を実感させられるのは正直嫌いやな気分だ。試合が終わればおそらくへろへろになってるだろうと想像し、毎日腕うで立たて伏ふせを日課にしようか、とやりもしない計画を立てる。

「真一」

　名前を呼ばれて、冷えたペットボトルを目の前に出される。

　見上げれば肩かたにタオルを掛けた了が俺を見下ろしていた。

　手を差し出しかけて、昨日のことを思い出す。

　さっきまで忘れていたのに、途端に顔が熱くなる。運動した後で若じやつ干かん上気しているから、それで誤ご魔ま化かせるだろうと自分を安心させた。

「いらねーよ」

　俺は了から視線を逸らしてそう言う。

　了は俺の言葉を無視してごとりと、俺の前の床ゆかにそれを置いた。ボトルの表面に結けつ露ろが滲にじんでいる。それを見ていたら喉のどの渇かわきがぐんとました気がした。

　だけど、了が置いたそのボトルに手を伸のばすのは癪しやくに障さわる。

　高校二年の時、炎えん天てん下かに行われた試合でスポーツドリンクではなくミネラルウォーターで水分補給していたために、熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれたことがある。後で水やお茶での水分補給に頼たよっていると、熱中症になりやすくなると医者から言われた。

　数秒失神していた俺は、もちろん残りの試合時間をベンチで休んだ。

　その時以来、休憩時間になると必ず了が俺の前にスポーツドリンクを持ってくるようになった。

「なんだよ、痴ち話わげんかか～？　珍めずらしいな、仲良しコンビが」

　一学年下だが態度のでかいチームメイトをじろりと睨にらむと、余計な事を口にしたそいつは肩を竦すくめる。

　悪くなった雰ふん囲い気きを取りなすつもりなのか、部長が先程のボレーシュートのブロックを褒ほめた。その時のことを思い出して、他ほかのチームメイトも声こわ高だかに「あれ、凄すごいよな。流石さすが上位クラスだけあるよ」と口にする。

「その前にもワンタッチパスが何度か出たしな」

　部長の言葉に向こうのチームを見る。うちはみんな床に座っているが、向こうは立ったまま作戦会議をしているようだ。

「部長、戦略は…？」

　チームメイトの言葉に部長は「戦略？　走って奪って入れろ」と偉えらそうに言って、立ち上がる。それにならってのろのろとみんな立ち上がった。

「それは戦略じゃないッス、意気込みッス」

　律りち儀ぎに一年生がツッコミを入れたが、部長はそんなの聞いていない。

　向こうのマネージャーの指示に従って再びコートに入るときに、了が「気分悪くなったら、試合止めて水分補給しろよ」と忠告してきた。

　炎天下の試合でも、試合時間の長いサッカーでもない。ましてや、俺は自分の限界が分からないガキじゃない。そんなことわざわざ忠告して頂かなくても結構だ。

「お前に関係ないだろ」

　そう返して背を向ける。

　だけど後半が始まって数分もしないうちに、水分補給をしておくべきだったと後こう悔かいした。

　休み無く走っていると頭痛がしてくる。

　それでもマークは外さなかった。

　再び笛が鳴り試合が終しゆう了りようしたとき、向こうのマネージャーが「五点対五点で引き分けです」と言うのを聞いて、俺はようやく足を止め両手を両りよう膝ひざに着けて、息を整えた。

　びっしょりと汗を吸って、額に張り付く前まえ髪がみを手で搔かき上げる。前後半合わせてたった四十分だが、絶え間なくうごいているから運動量は結構多い。

「俺らすげぇ」

　傍かたわらのチームメイトの言葉ににやりと笑う。

　テクニックも、蓋ふたを開けてみればスタミナも向こうが上だったのに、引き分けだ。

「集合」

　部長の声に集まり「ありがとうございましたー!!」と言って握あく手しゆをした。

　その時相手チームの人が俺を見て汗を拭ぬぐいながら言う。

「決着つけにまたやろうぜ」

　上手うまい人たちにそう言われて、誇ほこらしい気分になる。

　全員でコートにモップをかけてから、相手チームに先に更こう衣い室を譲ゆずった。うちのチームも一いつ緒しよに入れるほど広い更衣室ではないので、お客さんに譲るのが当然だろう。

　体育館の隅すみで休憩時と同じように座り込んで先程の試合について話し合っていると、了がトイレに立つ。それを目で追ってから、俺は「飲み物買ってきます」と立ち上がる。

　それまで飲んでいたスポーツドリンクは空になっていたから、丁度良い口実だった。

　会うまでは会いたくないと思っていたが、こうして顔を合わせてしまえば昨日のことをどうしても一言言ってやりたくなった。

「俺のやろうか？」

　チームメイトの言葉にその場にない「オレンジジュースが飲みたいんだ」と言って、体育館から出る。出るとすぐに更衣室とトイレが並んでいて、女子更衣室の前に自じ動どう販はん売ばい機きがある。

　玄げん関かんの方はここからは死角になるが、がやがやと騒さわがしい声は聞こえた。

　先程も挨あい拶さつをしたが了はまだトイレから出てこないようだし、この間にもう一度挨拶をしておこうかと近づく。

「でも、勿もつ体たいないよな…あんないいゴールキーパーが」

「俺のシュート全部止められたよ」

「勘かんも瞬しゆん発ぱつ力りよくもいいよな。掃はきだめに鶴つるっていうか…何人かは使えるけど、半分は数合わせって感じだしな」

「今、キャプテンが口く説どいてるよ。うちのチームじゃなくても、他にあの腕うでを活いかせるチームは山ほどあるだろうし、この前やったところ…確かゴールキーパー募ぼ集しゆうしてたよな？」

　その言葉を聞いて、そっとその場を離はなれて自動販売機の前に立った。

　腹が立って、たかだかフットサルで何を熱くなって勧かん誘ゆうなんてしてるんだよ、と心の中で吐はき捨てる。

　サッカーじゃあるまいし、そこまでメジャーなスポーツでもない。気軽にやれる、娯ご楽らく重視のスポーツだ。別に俺達は勝利に拘こだわってるわけじゃなくて、月に何度か体を動かしたいだけだ。

「……」

　先程までの良い試合をしたという高こう揚よう感かんが一気に消えて無くなった。

　オレンジジュースと言った手前、金を入れて飲みたくもないオレンジジュースを買った。

　ゴトンと音がして、落ちてきたジュースを取る。飲むのは子どもの頃ころ以来のオレンジジュースのプルトップを開けて口をつけたら、予想以上に甘くて口直しにコーヒーが欲しくなった。

　再び口を付ける気にならないジュースの処分に困っていると、トイレから了と向こうのキャプテンが出てきた。

「お疲つかれさま」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおでキャプテンが口にする。

「…お疲れさまでした」

　先ほど立ち聞きした会話のせいで、テンポが遅れた。了は無表情のまま、素知らぬ顔をしている。

「じゃあ、ありがとうございました！　また今度、スケジュールが合ったらやりましょう」

　キャプテンは体育館のドアを開けて、隅の方に居るうちの部員達に向かって大きな声を出して言った。

　それに対してうちの部長も乗り気な声を返す。

　それを見ていると、先程の話を聞いてしまっただけに気分が重くなる。

　どうせ再戦する気なんてないんだろう？　と大人おとなげなく言ってしまいそうになった。

　それでも愛あい想そ笑いでその背中を見送る。

「そんなのよりスポーツドリンクにしろよ」

「うるせーな、話しかけんなよ」

　手の中で持て余したジュースに、自棄やけのように口を付ける。ぬるくなったらもっと甘くなるんだろうと思って、ごくごくと勢いよく飲んだが三分の一も減ってない。

　了は自じ販はん機きで俺がよく飲んでいるスポーツドリンクを買う。アミノ酸、ビタミンＢという文字がパッケージに躍おどっているが、味はレモン風味でミントの香かおりがするやつだ。

　俺もそれにすれば良かったな、と思っていると手の中の缶かんを取り上げられる。

「おいっ」

　勝手に了は俺のオレンジジュースと自分のスポーツドリンクを交こう換かんしてしまう。

「間ま違ちがえた。薄はつ荷か苦手なんだよ」

　知ってるだろ？　と言われ俺は手の中のスポーツドリンクをじっと見る。

　間違えたなんて噓うそ吐つくな。迷い無い指でそれを選んだじゃないか。

「いらねーよ」

「なら捨てろ」

　了はそう言って体育館の中に戻もどろうとする。

「なぁ…」

　俺が声を掛かけると、了は足を止めて振ふり返る。

「誘さそわれたんだろ…、向こうのチームに」

「ああ」

「…ふーん、良かったじゃん。お前そう言えば高校の時もスカウトかなんか来てただろ？　折角だし、今度こそ受けたら？」

　追いつめるような口調になる。どこにでも勝手に行けばいいと思いながら、口にすればするほど気分は悪くなる一方だ。

「昨日のこと、まだ怒おこってるのかよ？」

「当たり前だろ！　怒ってないとでも思ったのかよ!?」

　あんなことされて、怒らない奴やつなんていない。口を利きいて貰もらえるだけでも良いと思え！

　思わず手にしたボトルを投げつけそうになったが、了は一足先に体育館に入ってしまう。天てん井じようから振り注ぐオレンジのライトを浴びて、隅の方で固まるチームメイトの方に向かって歩く。

　文句を言いそびれたから、せめて追い抜ぬかしてやろうと足早に近づいた。横を通り過ぎる瞬しゆん間かんに了が告白の時と同じように、面めん倒どうくさそうに言う。

「高校の時も今も、受けるつもりなんてない。俺の膝ひざは、とてもじゃないけどもう長時間の酷こく使しには耐たえられない」

　淡たん々たんとした了の口調に、俺は思わず足を止める。

　そんなの初耳だ。

「膝…悪いのかよ？」

　我知らず、心配した声でそう言った俺に了も足を止めた。

「ユースは辞やめたんじゃなくて辞めさせられた。医者からもサッカーを続けるのは良くないって言われたんだ」

「お前、だって…高校の時も続けてたじゃないか」

「サッカーできなくなるって知った時に、なんで真一とサッカーしてこなかったのか後こう悔かいした。お前と一緒にピッチに立ちたかったんだ」

「膝が悪いって知ってて、そんなことのために三年間部活してたのかよ」

　確かに他ほかの選手ほど走るわけじゃないが、それでも膝に負ふ担たんがかかるのはキーパーだって同じだ。

「続けて走らなけりゃなんとかいけたからな」

「だから、ゴールキーパーだったのか」

　そういえば筋トレも別メニューだった。ということは監かん督とくも知っていたのだろう。

「今フットサルをしてるのも、高校の時にサッカーをしてたのも、理由は全部真一だ。膝の事がなくても、別のチームになんて行く意味がない」

　了は俺を置いてチームメイトの方に行き、重い腰こしを上げさせて更衣室に追い立てる。

　俺はこちらに向かってくる了とチームメイトたちから逃のがれるように、更衣室に向かった。

　了は何気なく口にしていたが、考えてみればそれは凄すごい告白だと思った。

　だけど、やっぱり俺は了をそんな風には思えない。そんな風に告白されればされるほど、どうしていいのか分からなくなる。それに、好きだからという理由で昨日のことを全すべて許してやる気にはなれない。

「あれ？　沢田先せん輩ぱいオレンジジュースじゃなかったんですか？」

　更こう衣い室に入ってきた後輩は、俺の手の中のスポーツドリンクに気付いた。飲むことも出来ず、かといって捨てることもできないそれを押しつけた。

「やるよ」

「え、やった！」

　素す直なおに喜んで遠えん慮りよもなく飲み干すのを見ていると、他のチームメイトたちもどやどや更衣室に入ってきた。

　みんなの話題はやはり先程の試合の事だった。

「再戦になったら今度は誰が誰をマークするか、考えておかないとな」

　部長の言葉に、他の奴らも頷うなずいて自分はあの選手がいい、この選手がいいとそれぞれが希望を押しつけ合う。

　先程の話をみんなに教えて雰ふん囲い気きを悪くすることも出来ずに、俺はもくもくと着き替がえる。

　わざわざ向こうに再戦する気はないと言うつもりはない。

　了は確かに凄い。シュート数は圧あつ倒とう的に向こうが多いし精度も高いから、もしもゴールキーパーをトレードしたら、さっきの試合は完全にうちの負けだった。

　だけど俺だってチームに貢こう献けんした。点を稼かせげたのは前半だけだったが、それは後半ばてたというよりもマークがきつくなったからだ。

　掃はきだめで悪かったな、ジジイども。

「どうした？　気分が悪いのか？」

　黙だまり込んだ俺に部長が話しかけてくる。

　はっとして顔を上げて取り繕つくろおうとしたときに、更衣室がノックもなしにガチャリと開いた。

「お疲れー」

　そこに立っていたのは一応ここの部員である透先輩だった。淡あわい色のラグランＴシャツに帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっている。

「通りかかったらまだ電気ついてたからさー」

　透先輩はそう言ってから「この部屋汗あせくさいなー」と文句を付けた。

「噓うそを吐つくな。お前、最初からこの後の打ち上げだけ参加する気だったな」

　透先輩は部長の言葉を無視して俺の横に来ると「真一、金曜空いてる？」と唐とう突とつに尋たずねてくる。

「え？　バイトですけど…」

　というか、透先輩だって金曜の夜は俺と同じシフトだ。

「おう、だからバイト終わったら空いてる？」

　俺が頷くのを見て透先輩はにやりと口の端はしを上げる。

「合コン行かねー？　相手は女子短の子たちなんだけど、実は丁度一人足りなくてさー」

　合コンに行ったことは一度もなかった。誘われなかったわけじゃないが、なんとなくそういう場所に行く女の子が苦手だった。〝恋こいがしたい〟というよりも〝とりあえず彼氏・彼女が欲しい〟というニュアンスが含ふくまれているような気がするし、そういう所に行く女の子は遊んでいる子だという印象がある。

　だけど俺に彼女ができれば了も諦あきらめるだろうし、そうすれば了とこんなに気まずくなることはなくなるだろうと打算が働いた。

　了の反応が気になってこっそり窺うかがったら平然とした顔で、こちらを見もしないで着替えている。そんな反応が、何故なぜか悔くやしくて自棄やけ気味に頷く。

「…行きます」

「了りよう解かい。じゃー向こうには俺と同じぐらい格好いいのが一人来るって言って…」

「俺も連れて行け」

　ぐっと背後から透先輩の首に腕うでを回して部長が言った。

「人数合わなくなるだろ」

　苦しいのか、どうにか逃れようとしながらそう言う透先輩から、部長はあっさりと腕を放し解放する。

「そうか。民事訴そ訟しよう法のグループワークもお前を入れると人数が合わないんだよな。グループ決めの時に出席しなかったお前が悪いし、それに三宅は頭だけはいいから一人でどうにかなるよな」

「っ」

「いやー、一人でやるとなると今から取りかからないと大変だよな」

　白々しく同情してみせる部長に、透先輩は苦虫をかみつぶしたような顔をした。

「…ちょうど、お前のことも誘さそおうと思ってたんだ。都合がついてすげー…うれしー」

　部長はそれを聞くと、にかっと笑って爽さわやかに口にする。

「そうか、楽しみだな」

　体育館の電気を消して、部長が最後に鍵かぎを閉める。この時間はすでに守衛室は閉まっているので回収ボックスの中に鍵を入れた。

「ラーメン喰くってから飲み屋とかどうッスか？」

　チームメイトの提案にみんなが同意する。

　だけど俺は大学を出たところで「今日は、ちょっと具合悪いんで先に帰っていいッスか」と言った。行く前は二次会の事を気にしてるふりをしたから、苦しい言い訳だと思ったが、これ以上了と一いつ緒しよに居るのが気まずくて嫌いやだった。

「ああ、更衣室でも具合悪そうだったもんな」

　部長の勘かん違ちがいに俺は頷いて「お疲つかれさまでした」と言って誰かに引き留められないうち、逃にげるようにその場から離はなれる。

　駅の方に歩き出してから、合コンで本当に俺が彼女を作ったら、了はどうするんだろうと考えた。そしたら了も諦めて彼女を作るだろうか。

　今までと同じように、何人も女の子を換えるのだろうか。

　そう考えると先程相手チームが了を勧かん誘ゆうしていると知った時以上に、すごく嫌な気分になった。

　なんでそんな気分になるんだろう。

　歩きながらそんなことを考えていると後ろから声を掛かけられる。

「真一」

　振ふり返ると了が立っていた。

　打ち上げに行ったんじゃなかったのか。

　俺は立ち止まってしまったことが悔しくて、了を見ないふりでずかずかと早足で歩く。

「おい」

　呆あきれたような声こわ音ねでもって、了が付いてくる。週末のこの時間は人通りも多くて、走る訳にはいかないが、それなりのスピードで歩いているのに了は苦もなく一定の距きよ離りを保って付いてくる。

　昔からコンプレックスの足の長さの違ちがいを思い出して、余計にむかむかとした。

「付いてくるなよ！」

　何も言わずに付いてくる了が嫌で俺は駅を通り越こしてまだ歩く。立ち止まったら途と端たんにつかまってしまいそうだから、赤になった信号を迂う回かいする。

　まるでだだをこねてる子どものような自分が滑こつ稽けいに思えたが、だからといって今いま更さら立ち止まるにはタイミングを逃のがしてしまっている。

　鬼おにごっこは鬼に捕つかまらなきゃ止められないんだ。

　しばらく競歩のように歩いて、人ごみを上手うまく避さけていたら人通りの少ない場所まで来てしまった。角を曲がるときにちらりと後ろを見たら、もうそこに了の姿はない。

　そのまま警けい戒かいしながら歩いて、また手近な角を曲がる。

　背後を振り返ったが、やっぱり了は付いてこない。

「諦めんの早すぎ」

　まいて達成感があるはずなのに、余計に腹が立った。

　繁はん華か街がいから外れたこの辺りはオフィスやマンションが建ち並んでいる。先ほどまでの喧けん噪そうが噓のように静かだ。駅前に戻もどろうと今来た道を引き返すために歩く。

　角を曲がったところで腕を摑つかまれ、振り返ると了が立っていた。

「っ」

　俺が引き返してくるのが分かって角のところで待っていたんだろう。了の思おも惑わく通りの行動をしてしまった事が悔しい。

「放せよっ」

　思った以上に大きな声が出て、それが辺りに響ひびく。

　腕を振ると、ぱっと簡単に了は手を放す。

　また歩き出すことも出来たが、それでは先程の二の舞まいだ。

「何の用だよ」

　いつもの了をまねて偉えらそうに言う。

　了はまっすぐ俺を見ながら「逃げるのはもういいのか？」と聞いてくる。

　相変わらず嫌な奴やつだ。俺が逃げても捕まえる自信があるんだろう。中高の頃ころは、僅きん差さではあったが駆かけっこは俺の方が了よりも速かったのに。

「うるせぇよ、さっさと用件言えよ」

「三宅透とはつき合うなって言ったろ」

　その言葉を聞いてかっとした。

「はぁ!?　馬ば鹿かじゃねぇの。なんで俺がお前の指図受けなきゃならないんだよ。了には関係ないだろ。俺たちもう…友達でもなんでもねぇんだし」

　お前にとっては最初から友達なんかじゃなかったみたいだけど、と付け加える。

「それに俺、男じゃなくて女が好きだし。お前と違って変態じゃないし」

　また怒おこるかな、と思いながらも口が勝手に動く。了の目を見ていられなくて、俯うつむきながらしゃべる。

「お前なんかより、透先せん輩ぱいと連んでたほうが…」

「真一」

　了の声に言葉を遮さえぎられて思わずびくりと肩かたが揺ゆれた。

　了なんか怖こわくない。そう思うのに昨日された事を思い出すと自然と体が強こわばる。ろくに抵てい抗こうも出来なかった。

「だ、大体さっきは何も言わなかったじゃん」

　更こう衣い室でその話をしてたときは、素知らぬ顔で着き替がえていたくせになんで今更そんなことを言うんだ。

「あの場で言って欲しかったか？」

　そう聞かれて思わず黙だまり込む。あの場で透先輩とつきあうなと言われたら、周りも透先輩も一体何があったんだろうと思うはずだ。まさかそれだけで俺と了の間にあったことがばれるわけないだろうが、気まずい雰ふん囲い気きになることは必ひつ至しだ。

「話がそれだけなら、もういいだろっ」

　言い切った俺の顎あごを了が捕とらえて、顔を上げさせられた。

　了の顔は怒っているようには見えなかった。いつもと同じ顔をしている。

　だけど、どこか雰囲気が重くて俺は再び俯きそうになったが了の指が邪じや魔まする。

　その指に昨日翻ほん弄ろうされたことを思い出す。頭から振り払はらいたいのにそればかり考えている。

　意図せず、また顔がじわりと熱くなる。

　こんな顔了に見せたくないのに、どうしようもない。

「つきあうなって言ってるんだ」

　傲ごう慢まんな口くち振ぶりでそう言う。

「だから、お前にそんなこと言われる筋合いはないっ」

　二度と俺に関かかわるなっと言って了の指を払いのける。

　踵きびすを返そうとしたのに肩を摑まれて再び向かい合うハメになった。

「三宅透はお前のことを狙ねらってる」

　そんな衝しよう撃げき的な事を言った了に、俺はぽかんと口を開ける。

「だからつきあうなって言ってるんだ。今までの連中だってそうだ」

　今までの連中？　お前が俺につきあうなと念を押した友達の事か？

　そんなの了の勝手な思いこみだ。そんな馬鹿な想像で俺の友達を奪うばってきたのか。

「いい加減にしろよ、一体なんの証しよう拠こがあってそんなこと言うんだよ。お前おかしいよ」

　大体、俺の周りにそんな奴らばっかり集まるのはどう考えたっておかしい。

「透先輩の事嫌きらいだからって、そんな噓うそ言うなよ！」

　そんなでたらめな事を言うなんて了らしくない。

「噓なんかじゃない」

　だったらお前は本気でそう思ってるって言うのか？

「自分がそうだからって、周りまで同じだと思いこむなよ変態」

　この間も口にした台詞せりふを言うと肩に掛かった手を振り払って、今度こそ了が手の届かないところまで逃のがれる。

　睨にらみ付けると了は「分かった、好きにしろよ」と呆れたように口にした。

「当たり前だろ！　俺は俺の好きにするんだよ」

　言い捨てて立ち止まったままの了を置いて駅まで歩く。

　駅に着いてからこっそりふりかえったが、今度こそ了の姿はなかった。
















　金曜の夜は浮うかない気持ちだった。

　了とのことが常に頭にあって、気付けば我知らずため息をついている。

　透先輩が俺のことを狙ってるとか、今までの奴らもそうだったとかいうことを信じているわけじゃない。

　だけどなんだか気持ちが重い。合コンも行く気がなくなる。そもそもどうして行くなんて言ってしまったんだろう。

「なんか心配事でもあるのかー？」

　まさか今夜の合コンがその悩なやみだとは知らずに透先輩が聞いてくる。

「いや、別に何にもないですよ」

　そう誤ご魔ま化かしてから、俺は汗あせくさい体に無む香こう料りようのデオドラントを噴きつけた。

　冷たいスプレーが汗ばむ体に気持ちいい。

　今日は立っているだけで体中に汗が滲にじむような日だった。

　店の中はクーラーがかかっているが、先程まで掃そう除じのために外に出ていたので体はじっとりと汗ばんでいる。その時に丁度、セルフの使い方が分からない客に捕まって、仕組みを教えるのに手間取った。やり方はひどく簡単で誰でも音声ガイダンスとパネルを見て操作すればできるはずなのに、一日に何度かはそういう使い方の分からない客が来る。

　教えるのは構わないのだが、そうまでしてうちを利用する意味が分からない。うちは別に安いわけじゃない。三ブロック先にはセルフじゃないガソリンスタンドがあり、そことは料金がまったく同じかたまに向こうの方が安い。

　使い方も分からないのに何故なぜセルフに入ってくるのか不思議だ。絶対に向こうの方がオススメなのに。ポイント制度なら、向こうもやっているし。

　俺がバイト着から私服に着替えていると、透先輩がじっとこちらを見ているのが分かった。

　下から上へ、品定めするように見られる。

「なんですか？」

　戸と惑まどいながら尋たずねると、先輩ははっとして誤魔化すように笑う。

「別に。…勝負服って感じがしないなって思っただけだ」

「どうせ、俺は透先輩と違ちがってブランドとかよく知らないし、センスもあんまり良くないですよ」

　わざと大おお袈げ裟さに拗すねたように口にすると、透先輩は笑えみを浮かべからかうような口調で言う。

「悪いってわけじゃねー、拗ねんなよ」

「別に拗ねてないですよ。自分で自分のセンスの悪さは知ってますから」

　センスが悪いと言うより無いんだ。俺の服装は殆ほとんど雑誌やショーウィンドウの受け売りで、コーディネイトには自信がないから、当たり障さわりのない無難な格好を選んでしまう。

　だけどそう言う透先輩だって今日の格好は割と地味で、いつもとそう変わっている訳でもない。

　そう言えばさっき下着を見られていたから、もしかしたら〝勝負下着〟の事を言っていたのかも知れない。

　これから合コンなんだ、と透先輩が遅おそ番ばんの社員に声を掛かけると、あからさまに「いいよな、お前らは気楽で」と僻ひがまれる。

　俺達が店内から出てスタンドの壁かべに寄りかかりながら待っていると、小型な車が一台入ってきた。

　給油スペースには行かず、いつもあまり繁はん盛じようしていない洗車機の近くで停とまる。

　それを見て透先輩がそちらに歩き出す。

　部長の車だ。俺も何度かフットサルの試合に行くときにその車で送っていってもらったことがある。

　アンティーク風なデザインで水色に白いラインが入っているミニクーパーは、部長の男臭くさい顔や俺や了よりもしっかりした作りの体には不ふ釣つり合いだが、運転している姿は不思議と違い和わ感かんがない。

「よぉ。またそのシャツ着てんのかよー」

　運転席の部長を覗のぞき込んで、透先輩がそう言う。

　部長は白地に細かいドットの入ったシャツに、下には黒いＴシャツを着ていた。

　透先せん輩ぱいが呆あきれた理由が分からない。

　おじゃまします、と口にして後部座席に乗り込んだ俺に続いて助手席に透先輩が乗り込む。

「いいだろ。気に入ってるんだから」

「唯ゆい一いつの元彼女にもらったシャツ着て合コンに来る男ってひく」

　べーっと、舌を出して本当に嫌いやそうな顔をする透先輩を部長は睨み付けた。

　部長は「お前みたいに誰でもいいって気持ちでつきあってたわけじゃないんだよ」と嫌そうに言う。

　この二人が本当に仲がいいのかどうかは知らないが、去年、五年間つき合っていた彼女と別れ、今もまだそれを引きずっている部長にそんな事が言えるのは透先輩ぐらいだ。

「は？　俺だって誰でもいいってわけじゃないぜー？」

　不ふ愉ゆ快かいそうに透先輩が部長を睨み付ける。

「判断基準はどうせ顔だろ？」

「お前みたいな経験値少ない奴やつに分かったようなこと言われるのってすげーむかつく」

　険悪な雰ふん囲い気きを打開するように、俺は「今日の短大の子たちとどうやって約束とりつけたんですか？」と透先輩に尋ねる。

「この間飲んでたら横に可愛かわいい子が座っててさ。それで丁度、彼氏いないっていうからさー」

　何でもないことのようにさらっと言う。

　見知らぬ女の子とよくそういう約束が取り付けられるものだ。

　俺なんて横に可愛い子が座ってても、きっと自分からは話しかけられない。

「何人ぐらいですか？」

「最初は四対四だったんだけど、誰かが我が儘ままいうから五対五になった。向こうが合わせてくれたんだよ」

　ちらりと透先輩が部長を見たが、部長は素知らぬ顔でハンドルを握にぎる。

　放っておくとケンカしそうな二人の間で舵かじ取とりをしていたので、待ち合わせの場所に近づいた時にはもうすでに、俺は精神的に疲つかれていた。

　けれど駅前のコインパーキングに車を停めると、先ほどまでの険悪な雰囲気はなりを潜ひそめた。

　部長はいつも気心が知れた人たちとの飲み会以外、酒は飲まない。前に酔ようと酒に弱いから何も分からなくなる、と言っていた。部長の家で飲んだとき、確かに酔ってすぐろれつが回らなくなって、寝ねてしまっていた。俺も弱いが、部長はもっと弱いようだ。

　駅に向かって歩き始めてすぐに、ロータリーのところで屯たむろって居た柄がらの悪そうな男たちがこちらを見た。何か面めん倒どうなことになったら嫌だと出来るだけ自然に眼めを逸そらす。

「よお」

　その二人に向かって、透先輩が手を上げる。

　知り合いなのかと思ったら、続く会話で二人が今回の待ち合わせの相手であると分かった。

「遅おせぇぞ」

「バイトだって言っといただろー」

「じゃあ待ち合わせ時間遅おくらせろよ。無む駄だに待たされた」

　文句を言う二人に軽く切り返しながら、透先輩は突とつ然ぜん鳴り出した携けい帯たいを取り出す。

「もういる？　どこ？」

　電話の相手に答えながら、透先輩が改札の方を見ると四人組の女の子が手を振りながら歩いてくる。

　傍はた目めから見ても派手そうな子たちだった。

　どちらかというと俺の好みではない。

　それでも可愛い顔をしていた。透先輩が声を掛けたのも無理はないと思えるが、攻こう撃げき的なメイク通りの性格だったら嫌だな、と懸け念ねんしてしまう。たまにバイト先に来る透先輩の女友達みたいな、無む神しん経けいとも思える図ずう々ずうしい質問をされそうだ。

「遅いよー」

「悪い。バイトでさー」

「ちゃんと連絡入れてよね」

　さっきの二人がそれに同意するように頷うなずく。

「悪かったって…それより、もう一人は？」

　五人これるって言ってたけど、無理だった？　と聞く透先輩におそらく幹事だと思われる子が答える。

「用事で遅れるから、先に店に行ってて良いって」

「へぇ、その子可愛い？」

「どうかなー？　私たちとはちょっと違ちがうタイプの子なんだ。うちの学校の子じゃなくて、私のバイト先の知り合いなんだよね」

　話題はどの店に行くか、という話に移って近いからという理由で駅前の大手チェーン店の居酒屋に決まった。

　幹事の子は遅れている子にメールを送りながら歩く。

　店はほどほどに混こんでいたが、待たされることなく奥の座ざ敷しきに通される。

　部長以外、俺も含ふくめて酒を頼たのんで適当に料理を選ぶ。

　簡単な自己紹しよう介かいを一人一人終えてから、俺は向かいに座った子に話しかけられるままに答えた。肩かたまでの髪かみをムラ無く金きん髪ぱつに染めて、きついアイメイクをしている。

　さっき名前を聞いたが思い出せない。また聞くのも申し訳ないから、「君」と呼ぶことにした。これじゃ俺も了のことを言えない。

「さっき好みのタイプは明るい子って言ってたよね」

　そう話しかけられて俺が頷くと、その子は今までつき合った恋こい人びとのことや、今までの子たちと別れた原因等を根ほり葉ほり聞いてきた。もちろん答えるのは噓うそばかりで、今いま更さらながらそんな風に虚きよ構こうで武装してる自分が嫌になった。

　尋たずねられるのは過去の恋れん愛あい経験やセックスの話だけで、俺はだんだんうんざりしてきた。噓ばかり吐つく自分も嫌だが、初対面の人間にそういう事ばかり聞いてくる女の子も嫌だ。

「話変えない？」

　そう言って無む理り矢や理り別の話を振ふったが、会話は弾はずまずにビール一いつ杯ぱい飲み終わる頃ころには話題が尽つきた。話題を探していると、その子は細い煙草たばこを取り出して火を点つけて吸い始める。

「なんか、真一って…本当にそんなに女の子とつきあったことあるの？」

　信じられないというそぶりで、目の前の子が言った。

　退たい屈くつそうに焼き鳥の串くしをポテトフライに刺さして遊んでる。

「なんで？」

　何年も吐き続けてきた噓が見破られたせいで、うまく笑えない。

「なんか、中学生がカッコつけてるみたいに聞こえるから」

　ちがう？　と確信を持った強い視線で彼女がそう言った時に何も言い返せなくなった。

「そう思うならそれでもいいけど…」

　どうにか返した言葉は少しうわずっている。

　もしかして、今までに俺の話を聞いた人全員がそう思っていたのだろうか。みんなに俺の噓がばれていたのだろうか。

　そう考えると、恥はずかしくて死んでしまいたくなる。

　黙だまり込んでビールばかりに口をつけては、ちびちびと飲む。運ばれてきたばかりのビールはキンと冷えているのに苦さばかりが舌に残る。

「あー…ごめんね、なんか本当のこと言って。でも真一顔いいからその気になればモテると思うよ？」

　どこか投げやりにそう言われて、俺はやっぱりビールに口を付ける。

　俺の隣となりには部長が座っていて、向かいの女の子としゃべっていたが恐おそらく俺と彼女の会話は聞こえているだろう。

　それでもこちらの会話に入ってこないのは、俺のことを考えて聞かないふりをしているんだろうな。

　めちゃくちゃ惨みじめで恥ずかしくなった。

　来なきゃ良かったと思った。けれど、だからといって雰囲気を読まずに帰れるほど、俺はガキじゃない。

「ごめんなさーい、遅れちゃった」

　俯うつむいた俺の後ろで、暖簾のれんが上がる。

　声だけで正体が分かって、ますます帰りたくなった。

　俺とは反対側の隅すみで一人だけあぶれていた男は、今来た大野さんを見て「待ってたよ」と嬉うれしげに笑った。

「でも見つけやすいお店で良かった」

　そう言って座った大野さんはすぐに「なんだ」と口にする。

「もう、部長と透先せん輩ぱいじゃないですか。新しん鮮せんみがないな～」

「こっちだってなんだだよ。かなだったのかよー。お前、こんな可愛かわいい友達いるならさっさと紹介しろよなー」

　可愛らしく拗すねた大野さんに、透先輩は笑いを含んで返す。

　俺のことはあえて無視した大野さんが改めて自己紹介をする。その自己紹介に部長と透先輩の茶々が入る。

　反対側が盛り上がり始めると、俺の向かいにいた子はグラスを持って向こうに移ってしまう。

　寂さびしくなった向かいに、だけど同時にほっとした。

　これ以上色々言われて、嫌いやな気分になりたくなかった。それでも、周りから同情されるのが嫌で、楽しんでるということをアピールしたくて酒ばかり飲んだ。

　飲み会も終わりにさしかかって、俺は飲み過すぎて気分が悪くなってトイレに立つ。

　部長が「大だい丈じよう夫ぶか？」と心配してくれたけど、ふらふらしながらも強がって一人でトイレに向かう。

　個室のドアを開けて、鍵かぎを閉めることも出来ずに便器を抱かかえて嘔おう吐とした。

「うぇっ」

　舌の上でなんとも言えない嫌な味がする。

　げほげほと吐いていると、トイレに入ってきた見知らぬ人に「汚ねぇなー」と言われた。

　ほっとけよ、と思いながらも何も言えずに楽になるまで吐く。トイレットペーパーで口を拭ぬぐって、水を流した。

　洗面台に手をついて、鏡を見ると目め尻じりに生理的な涙なみだが滲にじんでる。

「最悪」

　合コンも俺も、あの子たちもみんな最悪だ。

　ばしゃばしゃと顔を洗って、喉のどを漱すすぐ。口の中が気持ち悪くて、何度もうがいした。

　目め眩まいはしてるが、もうそれほど気分は悪くない。それでもまだ胃が痛んだが、いつまでもここにいるわけにも行かずに、ふらつきながらトイレを出る。

　向かいは女子トイレだが、その間には籐とうで編んだベンチがある。そこに大野さんが座っていた。

「吐いたんですか？」

　馬ば鹿かにするような声こわ音ねに、吐く前の頭痛がぶり返す。

「何か用？」

「私のことは断ったくせに、こんなところに来るんですね。それも他ほかの子に誰ともつきあったことがないなんて思いこませて。凄すごいですね、そんな噓を吐くなんて」

　最初に俺の向かいに座ってた子が、見破った俺の噓について大野さんに言ったんだろう。彼女の中じゃ俺は中学生みたいに経験もないのにカッコつけてることになってる。それが正解だが、どうやら大野さんはそうは思わなかったようだ。

　大野さんには噓が通じてたんだと思うと、どこか安心した。

　そしてまた、安心してる自分が馬鹿らしく思えた。今更この子相手にどう思われようが、どうでもいいのに。それでもまだ気にしてるのか。

「冗じよう談だんだったんだろ？」

「…そうですよ。でも冗談でも断られるのって、むかつくじゃない」

　こんなことが言いたくて俺を待ってたのか、と思ったらますますどうして自分がこの子のことを好きだったのか、分からなくなった。

「了のことも俺のことも大して好きじゃなかったんだろ？　じゃなきゃ、フラれてすぐに俺に告白したり、こんなとこ来たりしないよな」

　自分の口から漏もれた、予想外に辛しん辣らつな言葉に大野さんではなく俺が驚おどろいた。

　この子にこんな物言いをすることになるなんて、一週間前なら信じられない。

「先せん輩ぱいに何が分かるんですか？　先輩なんて、私の表面しかみてなかったくせに」

　それはお前も同じだろう。

　そう言う前に、大野さんは女子トイレの中に入ってしまった。

　俺は先程のテーブルに戻もどる。

　テーブルチェックだから、と財さい布ふから金をめいめい取り出しているのに交じって、俺も財布から札を取り出した。

　大野さんが戻るのを待って、みんなで店を出る。

　二次会に行くという流れだったが、一人で断ろうとしたら透先輩に熱心に誘さそわれて結局断れなかった。

　カラオケに向かうみんなの後ろで一人、少し離はなれて歩いていると透先輩が声をかけてくる。

「真一、まだ誰ともいい感じになってないだろ？　それとも良い子居なかった？」

　どう答えて良いのか分からずに黙っていると「もしかして、まだかなの事気にしてんのかー？」と言われる。

「そういうわけじゃ、ないですけど…」

　恋愛感情で気にしてるわけじゃない。どちらかというと、今は苦手意識が強い。でもつい先日まで透先輩の前で凹へこんでいたのに、そんなことないと言っても虚きよ勢せいにしか映らないだろうな。

　当の大野さんは透先輩の友達に寄りかかりながら、ふらふらと歩くたびに「危ない」と抱だき寄せられてへらへら笑っている。

　さっきトイレの前で会ったときは全然酔よっていなかった。それを考えると今の大野さんの酔ってる仕草はすべて演技なのかも知れない。俺が好きだった大野さんも、全すべて演技だったんだろうか。

「俺もさー、真一誘っておいてこう言うのもなんだけど、面めん倒どう臭くさくなっちゃってさー」

　透先輩はそう言うと、俺の腕うでを取って立ち止まる。

　つられるようにして俺も足を止めると、先輩は「なぁ、このまま居なくなっちゃおうぜ」と悪戯いたずらをする子どものような顔になった。

「え、でも…」

　みんなとは少し距きよ離りがある。みんなは俺達が立ち止まった事に気付いていないようだ。このまま居なくなっても、店に着くまで気付かれない可能性が高い。

「真一も行くの面めん倒どうなんだろー？」

　素す直なおに頷うなずくと、先輩は携けい帯たいに向かって「俺と真一帰るわ。後よろしく」と一方的に口にして通話を切る。部長に申し訳ないと思いながらも、苦手なタイプの女の子たちと離れられることにほっとした。再び気分も悪くなっていたから、余計だ。

「今からお前の家帰るの面倒だろ？　俺の家泊とまって行けよ」

　電車が透先輩のアパートの最も寄より駅まで近づいたところで、そう言われ腕を引かれる。一度も行ったことは無かったが、一人で家に帰ったら色々な事を悶もん々もんと考えてしまいそうで、それが嫌で誘いに乗った。

　事実このところずっと、一人になると考える事は決まっている。出口のない迷めい路ろでぐるぐる迷ってるみたいに、了の事ばかりを考えている。

　身体的にも早く横になりたいと思っていたから、先輩の申し出は嬉しかった。

　一いつ瞬しゆん了りようにいわれた透先輩が俺を狙ねらっているという言葉を思い出したが、すぐにそんなわけないだろうとうち消す。

　さっきだって飲み会の席で女の子達と上手うまくやっていた。女の子を百人切りしたと言ってる透先輩が、まさか男の俺なんかが好きなわけがない。

「あんまり広くねぇけどさー」

　二階建てのアパートが見えたときに透先輩は自分の部屋を指さした。

　カンカンと音を立てて、外付けされた鉄の階段を上る。手すりは赤く錆さびていたが、ぐらついてはいなかった。まだ深夜ではないが、夜中のこの時間に音を立てて階段を上がるのは気が引ける。

　透先輩は慣れているのか、特に気にしていないようだ。

　ポストを確かく認にんして、鍵を開けて中に入る透先輩に続く。部屋の作りは細長いワンルームで、ベランダが付いているようだ。

　部屋は物が多いながら、清潔感をおぼえる程度には片づけられている。左側の壁かべにはベッドやテレビが並べられているが、意外なことに反対側の壁は一面本ほん棚だなで埋うまっている。入っているのは分厚い装そう丁ていの本ばかりで、見る限り殆ほとんど法律関係のようだ。頭がいいのはそれなりに勉強しているからなんだろう。透先輩が家で勉強している姿なんて、想像もつかないが。

「気分悪いんだろ？　先に風ふ呂ろ入ってベッド使っていいぜー？」

「すいません」

　ぺこりと頭を下げて、その言葉に甘えて風呂を借りた。

　ユニットバスの便座の蓋ふたを閉めて、その上に服を脱ぬいで置く。浴室に入ってチェッカー柄がらのシャワーカーテンを締しめ、コックを捻ひねると勢いよく水が飛び出してくる。

「ひぃ」

　慌あわてて改めてコックを注意深く見ると、温度の表示がある。手前に回すと温度が下がり、奥に向かって回すと温度が上がるようだ。俺は思いっきり手前に回していた。

　鳥とり肌はだを立てて水から逃のがれたが、止めるためにもう一度その水の中に入り、反対側に回す。お湯に変わったシャワーで肌はだを温めながら、夏で良かったと嘆たん息そくする。お陰かげで酔いが醒さめた。

「最近何やっても駄だ目めだな」

　自分は吸わないが、飲み屋で体に染しみついた煙草たばこの臭においを消すために念入りに髪かみを洗った。

　体を洗うスポンジが見つからずに、手にボディソープを付けて擦こする。酒もヤニの臭いも消えたのを確認してからシャワーを止めた。そういえば体を拭ふくものを借りるのも忘れたし、着き替がえを借りるのも忘れてしまった。

　仕方ないから、折角体から消した酒とヤニくさい臭いのついた服をもう一度着る。

　バスルームを出ると、透先輩が缶かんビール片手にテレビを見ていた。

「すいません、着替え貸して貰もらえませんか？」

「ああ、悪い。忘れてた」

　透先輩はクローゼットの中の収納ボックスから適当にＴシャツとハーフパンツを貸してくれる。タオルも借りようかと思ったが、この季節は自然乾かん燥そうで乾かわきそうだ。

「ありがとうございます」

　そう答えると「まだ酔ってるか？」と聞かれる。

　そう見えるだろうか。

　近づいた先輩からは酒の臭いがして、胸がむかむかした。流石に飲み過すぎたかもしれない。

「ちょっと」

　正直に答える。もしかして胃薬や二日ふつか酔よいの薬があるだろうか、と期待した。

「お前さー、風呂上がりの自分の顔見たこと有る？」

　透先輩が俺の濡ぬれた髪をつまみながら言った。

「え？　ありますけど？」

　どういう意味だろうと不思議に思いながらも聞き返す。

「すげぇいいよ。お前」

「はぁ、ありがとうございます…」

　意味が分からずに混乱する俺の髪に、透先輩は鼻先を埋める。

　先輩こそ随ずい分ぶん酔よってるのかもしれない。押し返そうとしたらその途と端たん傍かたわらのベッドの上にひきずり倒たおされた。

「せ、んぱい？」

　頭を枕まくらに打ち付ける。物理的な痛みはないが、頭の中では脳がぐわんぐわんと揺ゆれる。

「なぁ、知ってるか？　うちのガソリンスタンドにお前目当てに来る客って結構いるんだぜ？　俺目当ての客の方が多いけどさー」

「あの…」

「お前気付いてないみたいだけど、男の客でお前のこと見てる客もいるんだぜ」

「あの、放してくださいっ」

　透先輩はそれに答えず犬みたいにはふはふと息をさせながら、俺の唇くちびるやその周りを舐なめた。

「ちょ、透先輩っ」

　女と間ま違ちがえてるのか、それともいつものおふざけなのか。

　とにかく怖こわくなって押しのけるが、その瞬しゆん間かん股こ間かんをぎゅっと摑つかまれた。

「っく」

　一瞬何をされたのか分からなかったが、すぐに痛みで歯を嚙かみしめる。

　何をするんだ、と目の前の透先輩を睨にらみ付ける。

　透先輩は楽しげに笑いながら俺を見返した。

「かわいいよ、真一。…お前、女じゃなくて良かったよなー」

　意味が分からずにその続きを待つ。俺のことを女じゃないって分かっててやってるようだ。

　黙だまっていると、そこを握った指が徐じよ々じよにやわやわと動きだした。

　気分が悪くなったのは、きっとアルコールだけのせいじゃない。

「女だったらさー…とっくに俺にヤラれてたよ」

　笑うように透先輩が言う。

　俺を女や他ほかの誰かと間違えてるわけでもふざけているわけでもないなら、どうしてこんな事をするんだろう。

〝狙ってる〟っていうのは本当だったんだろうか。

「男でも今日はヤルけどな」

　ぞっとした。

　透先輩の指が下着の上をなぞり、中に入り込んだ。

　何度も何度も同じ場所を刺し激げきするその指の動きにも気持ち悪いと思うだけで、体は一向に反応なんて返さない。ただただ早く止めてくれればいいと思った。

「どうして、ですか」

　こんなことをされる理由が分からなくて聞く。

「だってお前さー、見た目いいじゃん。女から見たらお高くとまってるように見えても、つきあってみると意外と軽いしおもしろいしさー。一回ぐらいいいだろ？　ずっとしてみたかったんだよ」

「なに言ってんだよ…」

　随ずい分ぶん勝手な言い草だ。一回ぐらいって、どういう意味だ。

「気持ちよくしてやるからさー」

　俺はどうやら人を見る目が徹てつ底てい的にないようだ。

　そんなことを言う透先輩に今いま更さらながら了に言った自分の言葉を思い出す。

　好きにしろ、と言われて好きにすると言い張った。

　了はこうなることが分かっていたんだろうか。

　黙り込んだ俺を諦あきらめたとでも思ったのか、透先輩はにやつきながら口にする。

「本当はお前だって分かってついてきたんじゃねーの？」

　唇に唇が寄せられそうになった瞬しゆん間かん、俺は渾こん身しんの力で透先輩の腹を蹴けった。

　俺の蹴りをまともに食くらって、ベッドから転げ落ちる透先輩に見向きもせずに飛び起きて、落とした服に足を取られこけそうになりながらも部屋を出る。

　スニーカーの中に足を突つっ込んで、紐ひもを踏ふまないように走り出した。

「ってめ、真一！」

　乱暴に開けたドアがばんっと音を立てて背後で閉まったのと、階段を駆かけ下りるカンカンという音はほとんど同時だった。上る時は気にしていた足音も、今は構っていられない。

　道路に出た時に背後で透先輩がドアを開く音が聞こえた気がした。振ふり向くのが怖くて走り出す。

　大通りの近くまで来たところで、ずり落ちないように手で押さえていたズボンのボタンを留めファスナーを上げる。

　走ったらまた頭が痛くなった。

　それでも速度はゆるめずに、駅に行くと丁度来た電車に飛び乗る。

　終電のためにがらがらの車内で、椅い子すに座り込んで手すり用のポールに寄りかかる。

「了」

　誰もいないのを良いことに口にした。

　心臓がどきどきと音を立てている。膝ひざもがくがくと震ふるえた。

　舐められた口の周りを洗いたくて堪たまらない。ズボンのポケットに入れたままだった携けい帯たいを取り出す。

　無意識に了に電話しそうになって、慌あわててボタンから手を離した。

「なんて…言うつもりだよ」

　透先輩に襲おそわれたとでも？　大野さんにけなされたとでも？　合コンに行って長年吐つき続けてきた噓うそを見破られたとでも？

　それで、一体なんていう言葉が欲しいんだ？

　同情して欲しいのか。自分の正当性をあいつに認めて欲しいのか。怒いかりを共有して貰いたいのか。叱しかって欲しいのか。

　それとも、今まで通り友達として慰なぐさめて欲しい？

「そんな資格が、俺にあるわけないだろ…」

　あいつのことキモチワルイと拒きよ絶ぜつした。今だって、あいつの気持ちに応こたえられる訳じゃない。それなのに酷ひどい言葉を言わなかったふりで、あいつの告白を聞かなかったふりで今まで通りの「親友」をあいつに求めるなんて、そんな図ずう々ずうしいまねは流石に出来ない。

「なんで今まで通りじゃだめだったんだよ。告白なんて、どうしてするんだよ…」

　俺の不幸は全部了のせいだとでも言うように恨うらみ言を呟つぶやいて、俺は窓に額をつける。

　流れる景色けしきを見ながら、ぐっと唇を嚙みしめた。
















　大学の構内に入ると、目に付いた知り合いに適当に挨あい拶さつを交かわして教室に向かう。俺には関係ない授業の教室に向かうのは、了に会うためだ。

　電話はできなかったが、了の顔を見るだけでも安心できる気がした。いつも嫌いやなことがあると、あいつに愚ぐ痴ちっていた。何か適切なアドバイスをくれる訳じゃないのに、あいつにしゃべった後はそれだけで気分が軽くなって、また頑がん張ばろうって思えた。

　もう前のように気安くあいつを頼たよることは出来ないけど、顔をみて安心するぐらいはいいだろう。あんなことをされて許せないけど、俺の中であいつは精神安定剤ざいみたいなものなんだ。

「でも透先輩にあったら…どうしよう」

　蹴ったまま逃にげてしまった。

　バイト先では否いやが応でも会うはめになる。それを考えると憂ゆう鬱うつで仕方ない。

　誰かに相談したいが、まさか男に襲われたなんて言えるわけもなかった。

　思い出して、ぞわっと鳥とり肌はだが立った。見知った誰かにあんなことをされるなんて。

　了の時は、こんな風に気持ち悪いとは思わなかった。口では散々言っていたけど、体の中がむかむかするような気分にはならなかった。

　昨日はあの後、風ふ呂ろに入って触さわられたところを赤くなるまで洗った。それこそ透先輩の家のシャンプーの匂においすら鼻についた。

「男同士で、何考えてるんだよ」

　嫌けん悪お混じりにそう呟く。

　二次会に誘さそったのもそういう理由なんだろう。あの場で透先輩が抜ぬけると言えば、女の子たちはみんな引き留めただろうが、一いつ緒しよに行くと言っておいてこっそり抜けられたら引き留めようがない。計画的に誘われていたのだと気付けば、余計に嫌な気分になる。

　鉢はち合あわせしないように、と願いながら足早にキャンパスの中を歩く。

　この時間、了は俺とは別の日本国憲法の授業を取っている。教員免めん許きよを希望しているあいつの必修授業だ。大教室での授業で、履り修しゆうしているのは百人以上いるだろうが全員が毎回真面まじ目めに出席しているわけじゃないし、詰つめて座るわけじゃないから椅子は程良く空いていた。

　こっそりと余り目に付かない後ろの方の席に座り、きょろきょろと了を捜した。

　チャイムが鳴って、授業が始まると教室に若い講師が入ってきた。

　了が見あたらないな、と思っていると普ふ段だんは絶対に座らない前の方の席にいるのが目に入る。

「あ…」

　一人ではなく、その横には大野さんがいた。

　───どういうことだ？

　大野さんは了と肩かたを触ふれ合わせるようにしなだれかかっている。ここからはよく見えないが、二人で一つの本を見ているような格好だ。

　了は大野さんを振ったはずだ。大野さんも了の悪口を俺に言っていた。合コンでは透先輩の友達といい感じだった。なのに、なんであんなに親しげにしているんだろう。

　思わず裏切りだ、と感じた。

　でも考えてみれば、それは裏切りでも何でもない。

　別に俺は大野さんとつきあってるわけでも了とつきあってるわけでもない。

　むしろ、二人のことを振ったんだ。傷つく資格なんてない。

「なのになんで…」

　理解できない自分の心中を問いただす。

　もつれた糸を解くように自分の気持ちを整理したいが、頭に浮うかぶのは理路整然とした理由ではなくて、「悲しい」「辛つらい」といった感情的なものばかりだ。

　悲しむ理由なんてどこにもないのに。

　どうにか理由を見つけようとした。この気持ちに説明をつけようとした。

　二人が一緒にいるだけで何をこんなに思い詰めてるんだろう。あいつらはうまくまとまったんだ。万々歳じゃないか。これで俺は了にもう言い寄られることもない。

　まだもう少し時間はかかるかもしれないが、あいつと元通り友達になれる。了が俺に対して恋れん愛あい感情を抱いだかなければ、俺達は親友に戻もどれるんだ。

　だけど考えれば考えるほど気分が沈しずむ。

　吐き気を抑おさえるように口を押さえた俺を見て、横の学生が嫌そうな顔で少し離はなれた席に移った。

　大野さんが笑いながら、了の肩を叩たたくのが見える。被ひ害がい妄もう想そうだとは分かってるのに、自分のことを笑われた気がした。

「もしかして、二人して俺のことからかってたのか？」

　思わず口から漏もれた言葉に、そう考えれば辻つじ褄つまが合うと気付く。

　了と大野さんで示し合わせて俺に告白して、俺が悩なやんでるのを見て二人でおもしろがってたのかもしれない。

「違ちがう。了はそんな奴やつじゃない」

　自分にしか聞こえないように小さく呟いて、ゆるく首を振る。

　だけどだったらなんで、大野さんといるんだろう。俺のことをあんなに好きだと言ったじゃないか。二人とも移り気すぎる。

　そんな軽い気持ちで、俺にキスしたのか。そんなすぐに変わってしまう気持ちで、何年間も培つちかってきた俺達の信しん頼らい関係を壊こわしたのか。

「っ」

　そう考えると、耐たえられなくなって教室を出た。

　講師とちらりと目があったが、義務教育じゃ有るまいし授業の最さ中なかに出ても何も言われない。

　了を見れば、この鬱うつ々うつとした気分も晴れると思っていた。そんな思いこみは、昔の人の迷めい信しんよりも馬ば鹿かげているが、本当にそう思っていたんだ。

　けれどそれどころか、実際はますます気持ちが沈む。重い石でも飲み込んだみたいに、息が詰まって、足取りも重くなる。

　むき出しのコンクリートの壁かべに手を突いて、寄りかかるようにして俯うつむいた。

　あまりの気分の悪さに二日ふつか酔よいなのだと、自分に言い訳しながら泣き出しそうになるのを堪こらえる。

　女友達は少ないけど、男友達は大勢いる。了一人失っても、友達に困ることはない。

　大学にも地元にも、むしろ友達の数なら了より多いんだ。

「むかつく」

　割り切れない気持ちを言い訳するようにそう口にする。

「すげぇ、むかつく」

　好きだって言ったのに。キスまでしたのに。舌の根も乾かわかぬ内に、平気で他ほかの女の子と一緒にいるなんて。

　心のどこかで悲しいと思っている気持ちを、そのまま怒りに変へん換かんする。

　悲しいんじゃなくて、むかつくんだ。

　そう思っていないと、なんだか俺がダメになってしまいそうだった。
















　大学から家に戻っても、苛いら々いらした気分のままだった。

　放って置いたら何日もこのいらだちを抱かかえそうで、爆ばく発はつしそうな気持ちを了にぶつけてしまおうと思った。そもそも元はといえば何もかもあいつのせいなんだから。

　了の家までは自転車で三十分もかからない。

　高校の時はよく了の家に行った。あいつは母親と祖母との三人暮らしで、尋たずねると家が賑にぎやかになると女性陣じんに喜ばれた。

　食事を食べていけと言われたのも一度や二度ではない。

　あいつの家は祖母の皐さつきさんも母親の桔き梗きようさんもどちらも有名な書道家だ。家で開いている習字教室は子どもから大人おとなまで通っている。

　そこで子ども達を教えるのが了の務めだ。

　初めて仕事中の了を見たのは高校生の時だった。あの頃ころ了は長期休きゆう暇かの時や部活がない時にだけ指導していた。

　十代の癖くせに藍あい色いろの大おお島しま紬つむぎなんか着て、少し光こう沢たくのある黒い帯を締しめた姿は大人っぽくて、素す直なおに格好良いと思った。

　そうしていると同じ年に見えないし、外見から感じる威い圧あつ的な雰ふん囲い気きや野性味がなくなって、どこか柔やわらかい雰囲気になる。

　了は流れるような手つきで厳いかつい字も流りゆう麗れいな字も望み通りに書き上げる。

　その手元を見るのが好きで、大人しくしているのを条件で教室の末席においてもらっていた。

　書道のセットを一式借りて、隣となりに座っていた小学生のやり方を見よう見まねで筆を動かす。小学生以来書道なんかやっていなかったから、出来上がったのは中心のずれて墨すみが汚きたなく滲にじんだ丸ゴシックみたいな字だった。

「自分の名前もうまく書けないの？」

　小学生に笑われて、年とし甲が斐いもなく拗すねたのを覚えてる。

　そんな俺を見て、了が背後から俺の筆を持つ手の上に自分の手を重ねた。

「力を抜いて、無理に力むな。最初は不格好でも良いから、書き順通りに」

　了と一いつ緒しよに書き上げた字は、自分が今まで見たことがないくらい上手な字だった。

　少し得意になって「やればできるだろ」と周りの小学生に言ったら、「先生と一緒ならみんなうまくなるんだよ」と窘たしなめるように言われた。

　高校では不ふ遜そんな態度で上級生や教師すらも圧あつ倒とうしている了が、「先生」なんて呼ばれて子どもに慕したわれている姿は結構意外だった。

　あいつの仕事中に顔を出すのは楽しかったが、うちの親に話したら叱しかられた。人の仕事場に遊び半分で顔を出すのは良くない、と言われて素直に反省した。

　それでも了の家には相変わらず立ち寄っていた。

　昔よりも頻ひん度どは落ちているけど。

「おじゃまします」

　自転車を停とめて、平日の日中はいつも開いている門の中に入る。

　初めてこの家に来たときは驚おどろいた。その頃ころは今のようにリフォームする前で戦前のままの日本家屋は厳めしい風ふう体ていをしていた。漆うるしを塗ぬりたくったような真っ黒な外観は重じゆう厚こうだったが、同時にひどく怖こわくて白い着物に長い髪かみの古典的な幽ゆう霊れいが似合いそうだと思っていた。

　今はリフォームされて内装は西洋風なので、日本家屋なのは見た目だけだ。庭には池と飛び石に教室用の離れがついている。離れのほうは内装も純和風になっている。

「あら、真一君。いらっしゃい」

　庭の奥から年を経へても衰おとろえない美び貌ぼうに汗あせを滴したたらせて、了の母親の桔梗さんが声をかけてきた。

　麦むぎわら帽ぼうにゴム手て袋ぶくろと肘ひじカバーをして、小さなカマを握にぎる姿は普ふ段だん着物をびしっと着こなし、涼すずやかに立っているイメージとは随ずい分ぶん違ちがう。

「了なら教室だけど、良かったら真一君も参加していったら？」

　気安く言われて、俺は首を振ふる。今日はそのために来た訳じゃない。

　普段と違う俺を見て桔梗さんは、微笑ほほえみながら言う。

「何かあったの？」

　うちの親も了に対してはこんな風に接する。俺達は随ずい分ぶん長い間親友でいる。だから親たちも俺たちのことを自分の息子むすこのように扱あつかっている。

　それでもまさか桔梗さんに向かって、了に告白されたと告げるわけにはいかない。

　俺は首を振る。

「雑草ってどうしてこう、抜ぬいても抜いても生えてくるのかしら」

　黙だまった俺をそれ以上追及することはせずに、桔梗さんは文句を言いながら慎しん重ちように根からスギナを引き抜いて、横にあるゴミ袋ぶくろに入れる。

　俺は見るとも無しに池の周りに生えた菖しよう蒲ぶの葉に視線を当てた。

　肌はだをじりじりと焼く熱い日差しと、遠くから聞こえる蟬せみの声に来たことを後こう悔かいする。

　つっと、顎あごを汗が伝う。

「覚えてるかしら」

　桔梗さんがスギナをぶちぶちと抜きながら口にする。

「高校一年生の時に、真一君と了がサッカーの事でケンカしたでしょう？」

　そう聞かれてそんなこともあったな、とおぼろげに思い出す。了がサッカーの練習で膝ひざを痛めたのに、それをサポーターで隠かくして試合に出ると言い出したからだ。

　他の奴やつらには言うな、と言われて「黙っていられるわけがない」と怒おこった。

　大した試合じゃなかったんだ。他校との交流試合だったから、別に負けても痛くなかった。記録が残る正式な試合じゃないのに、何故なぜそんなに了がムキになるのか分からなかったんだ。

　結局告げ口のような形で監かん督とくに事情を話した俺に、了はしばらく怒っていた。

「ありましたね」

「真一君が憧あこがれてた選手が相手チームにいたんでしょ？」

　そう尋ねられて良く知ってるな、と頷うなずく。

　その選手はストライカーの三年生で、ユースでも有名だった。それに、もともと強いチームだから普ふ通つうのリーグ戦じゃ、うちはそこに当たるまで勝ち抜けられなかった。

　監督同士が飲み仲間ということで組まれた試合だったが、負け試合になると最初から分かっていた。それでもいい経験になるとみんな思っていたから、了が固こ執しゆうした理由もそこにあったのかも知れない。それとも相手がユースということで、ライバル心が煽あおられたんだろうか。

「これは想像だけどね、たぶんあの子はその選手のボールを真一君の前で止めたかったんじゃないかしら」

「え？」

「あの子、真一君が好きなのよ」

　桔梗さんの言葉にどきりとした。

　見み透すかされているのか、と思ったがそういう意味合いではないらしく、「これからも仲良くしてあげてね」と桔梗さんは屈くつ託たく無く口にする。

　成人した男を捕つかまえて仲良くしてあげて、というのも変な話だ。

　素直に頷けずに曖あい昧まいに首を動かしたが、スギナの根絶に夢中な桔梗さんはもう既すでに俺の方を向いてはいない。

「ここは暑いから了の部屋でクーラーでもつけて待ってるといいわ。あの子に話があるんでしょう？」

「はい」

「おかしとジュースはいつものところよ」

　昔から聞き慣れてるその台詞せりふにまた「はい」と答えた。

　格こう子しの引き戸を開けて、やたらと広い玄げん関かんに入る。外は暑いのに中は心なしかひんやりとしている。靴くつを揃そろえて上がり、居間の脇わきの廊ろう下かを通って突つき当たりの階段を上った。

　了の部屋に入って、ぼんやりとベッドに座る。

　クローゼットは開いていて、普段着の横に浴衣ゆかたがかかっているのが見える。

　許しが出たからといって家主が外にいるのに、勝手にエアコンのスイッチを入れるのは気が引けて、窓を開けることにした。

「あつ…」

　外気がむわっと入ってくるが、窓辺から玄関の軒のき下したに吊つるしてあった風ふう鈴りんが涼やかな音を立てているのが聞こえる。

　桔梗さんはまだ一生懸けん命めいに雑草と格かく闘とうしている。

　ここからなら教室の窓の向こうが少し見えた。

　了は見えないが子ども達が一生懸命に筆を動かしている。

　見知った子はいないだろうかと目を凝こらしていたが、よく考えれば俺が知っているのはもう何年も前の生徒達だ。彼らが今も通っているとは限らないし、彼らを見つけても顔が分かるかどうか自信がない。

「向こうも俺のことなんて忘れてるだろうな」

　額からじわりと滲んだ汗を手の甲こうで拭ぬぐう。

　ふと、窓の前を黒色の浴衣が横切る。

　了だろうな、と思った。かがみ込んで子ども達を指導しているのが見えた。

『才能なんか無くても、誰だって字はうまくなれる。才能のあるやつはうまいんじゃなくて、魅みせることができる』

　前に書道家がテレビで墨ぼく汁じゆうをじゃぶじゃぶつけて、畳たたみ何畳分もある半紙に大きくへたくそで掠かすれた字をぼたぼた墨すみを垂らしながら書いていた。出来上がった字はお世辞にも上手だとは言い難がたかったので、一緒に見ている了に「あれの何がいいんだ？」と尋たずねた答えがそれだ。

『絵も同じだ。写真みたいな絵なら誰でも練習すれば描かけるらしいが、それだけじゃ名前は残せない。ピカソやマティスみたいに一見へたくそに見えても、ああいう絵は魅せる力を秘ひめてるんだ』

　そんなやりとりを思い出す。

　未いまだに俺はその書道家の字のどこが上手うまいのか分からないし、ピカソの絵も理解不能だ。

　そういうのを見る心が俺にはないんだろうと、思うことにしている。

　理解できない物は理解できない。了の気持ちもそうやって切り捨てられるものなら切り捨ててしまいたい。

　怒りよりも再び悲しみの比重が増して来たことに気付いて、こんな事じゃダメだと思い直す。

　そもそも俺はなんでここに来たんだっけ…？

「そうだ、大野さんとのこと聞きに来たんだ。俺のこと、からかってたのかって…」

　聞いてどうする？

「そうだ」と言われたって、もう既に友達じゃないんだから何も失うものなんてない。

　じゃあ「違ちがう」と言われたら…？

　大野さんとのことは誤解だと言われたら、俺はどうするんだろう。俺はどうしたいんだろう？

　昨日、透先輩の家から帰るときと同じ疑問だ。結局堂どう々どう巡めぐりでここに戻もどってしまった。

　自分の気持ちが分からなくて、ぼんやりと教室を眺ながめた。

　黒色の浴衣を着た背中を見ていると、何故だか手の届かない物を見ている気分になる。

　ふいに了が視線に気付いたのか、こちらを振り返った。一いつ瞬しゆん交差した視線に慌あわてて俺は窓から体を引っ込める。

　ここまで来ておいて、視線まで合わせておいて隠れても意味がないって分かっているが、勝手に体が動いたんだ。

　思わずベッドに顔を埋うずめる。洗い立てなのか、柔やわらかな柔じゆう軟なん剤ざいの匂においがした。

「何やってんだ、俺…」

　思わず呟つぶやいて、自分の髪かみをがしがしと搔かく。

　教室が終わるまでまだ時間がある。今なら帰ってしまえる。

「折角来たのに、どうして帰らなきゃならないんだ」

　一言も言わずに帰ったら、また家でぐずぐず答えの出ないと分かってる問題を悩なやむことになる。

　手持ちぶさたに、ぼんやりと見慣れた部屋の中を見み渡わたす。

　マンガ本と専門書が混在する本ほん棚だなやパソコンが置かれたデスク。オーディオのスピーカーの上には中学の時に俺が了の誕生日にあげた時計があった。デザイン性に富んだそれはオブジェとしては格好がいいが、時計としては見にくい。ギザギザした銀色や金色、青銅色のネジが複雑に入り組んだ格好をしている。

　了はＳＦ系の映画が好きだから、そういうメタリックなものを喜んでくれるんじゃないかと思った。

「すげー喜んでたよな」

　包装紙を開けてすぐに、「格好いい」と口にしながら飾かざってくれた。

　しばらくは来るたびに目に入るその時計がなんだか照れくさかった。

　誕生日のプレゼント交こう換かんは今も続いている。毎年そのことで頭を悩ませるのが楽しみなんだ。前の年よりも驚おどろかせてやろうとか、おもしろいものをあげようとか。一ヶ月前から何にしようかと考えている。

　了に貰もらったプレゼントよりも良いものをあげたいと対たい抗こう心を燃やして、ついつい予定よりも高い物を買ってしまったりする。

「俺らマジで超ちよう仲良しじゃん」

　仲良くしてね、といった桔梗さんの言葉が蘇よみがえる。わざわざそんなことを言われる必要もないくらいに仲良かったんだ。

　俺だって仲良くしたい。あんな風に、また了と一いつ緒しよにいたい。それに次にプレゼントを貰うのは俺なんだから。一年前から、楽しみにしてるんだから。

　簡単に他ほかのやつに乗り換かえられるぐらいの気持ちならなんで口にしたんだ。口にしなければそのまま友達でいられたじゃないか。

「最初から大野さんとつきあってればよかったんだ」

「まだあんな女に未練があるのか」

　突とつ然ぜんしたその声に驚いて顔を上げると、ドアのところに了が立っていた。

　俺は了が最初から大野とつきあっておけばよかったという意味で口にしたのだが、どうやら了は俺が大野とつきあっていれば良かったという意味だと勘かん違ちがいしているらしい。

「お前、教室は…？」

　下をみるとわらわらと子ども達が帰っていくのが見える。

　終わるまでまだ随ずい分ぶん時間があると思っていたが、窓の外はもう陽ひが傾かたむいている。

「夕食を食べていくようなら何か取るけど？」

　了はパソコンの横に置かれていた二つ折りの携けい帯たいを手にとって開く。

　メールでも来ていたのか、中身をチェックして舌打ちをする。

「桔梗さんは？」

「ばーさんとバレエに行った」

　こいつは母親の事をばばぁと呼び祖母の事をばーさんと呼ぶ。人前に出たときは母親を〝桔梗先生〟祖母を〝皐先生〟と呼んでいるが、いつかボロが出るんじゃないかと思っている。

　尤もつとも、こいつはそういうところで俺みたいに抜ぬけていないけれど。

「ふーん」

　バレエなんて高こう尚しような趣しゆ味みだ。うちの家では考えられないが、二人は観劇が大好きらしくバレエに限らず歌か舞ぶ伎きや劇団の舞ぶ台たいなどもよく見に行っているようだ。

「別に、飯食いに来たわけじゃねーよ」

　先程まではどちらかといえば悲しい気分ばかりだったのに、こうして目の前にしたら怒いかりが再びこみ上げてきた。

「大野さんとうまくいったみたいだから、おめでとうって言いに来ただけだ」

　ベッドに座ったままで、睨にらみ付けるようにそう言った。

　すると、了は俺の視線を受けて嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。

「お前が好きになる女はみんな性格の悪いブスばっかりだな」

「どういう意味だよ」

「なんであんな頭が軽い、あざとい女ばかりを好きになるんだ？」

　心底不思議そうに、だけどどこかうんざりしたように了が聞く。

　今まで俺が好きになった相手のことなんて了に話したことはない。

「俺が好きになった女の子のことなんて、お前大野さんぐらいしか知らないだろう？」

「……今まで俺がつき合ってきた女、全部お前が好きになった相手ばかりだろ」

　そう言われて思わず言葉に詰つまる。何故なぜ知っているんだろう。

　言葉を探すように黙だまり込んだ俺に了は無言でエアコンの電源を入れる。

　俺が開けた窓を閉めて、俺の視線も気にせずに浴衣ゆかたから普ふ段だん着ぎに着き替がえた。床ゆかに広がった浴衣は黒だと思っていたが、鉄赤のような渋しぶい色をした細く細かい縦たて縞じまが入っている。

　次いで薄うす暗ぐらくなった部屋の電気も点つけた了に向かって俺はどうにか絞しぼり出すように「知っててつきあってたのかよ」と口にする。

　先程よりもさらに嫌な気分になりながら、目の前の男を見つめた。

　近づいてきた了は俺の前に立って「そうだ」と躊躇ためらい無く口にした。

「お前が好きだった女だからつき合ったんだ。真一が好きな女には昔から人一倍優やさしくしてる。真一を好きになりそうな女にも同じようにふるまってる」

　親友だと思っていた了の口からでた衝しよう撃げきの事実に俺は思わず固まった。

「なんで、そんなことするんだよ」

　了は「どうして分からないんだ？」と逆に聞いてきた。

「俺のこと、嫌きらいだったのか？」

　その言葉は自分でいいながら、ひどく苦しいものだった。

　好きだという言葉も全部俺を苦しめるための小道具の一つだったんじゃないのか、と疑う俺に了は焦じれたように眉まゆ根ねを寄せる。

「好きだって言っただろ」

　怒ったような口調に戸と惑まどう。怒っているのは俺の方だ。

「真一が好きだからだ。お前が他のやつのものになるのが嫌だからだ」

　了の言葉に余計に意味が分からなくなる。

「そんなことのために、何人もの女の子とつきあってきたのかよ」

　彼女たちが可哀かわい想そうだ。彼女たちは少なくとも了のことをちゃんと好きだった。

　それなのに了は初めから彼女たちに少しの気持ちもなく近づいたなんて。

「見み損そこなった。お前、酷ひどいよ」

「あいつらは俺の上辺しか見てないやつらだ。別れた後もしばらくすれば何事も無かったように、他の男とつきあう。お前が心配してやることはない」

「そうじゃないだろ!!」

　思わず怒ど鳴なりつけた。

「まだあの馬ば鹿か女が好きなんだろ。だからそんなに…」

　了の言葉に緩ゆるく首を振ふる。好きなんかじゃない。だけど、彼女が了に振られて泣いてるところを見た。今まで了がつきあってきた女の子達に泣きながら相談されたこともある。自分に何か欠点があったんじゃないかと不安になって、落ち込んでいた彼女たちが可哀想だ。

　彼女たちは一つも悪くないのに。

「噓うそ吐つけよ。大野に告白されたんだろ？　嬉うれしかったか？」

　もしかして、大野さんをふった後にまた今日みたいに親しくしていたのはそれが原因なのだろうか。彼女は確かに嫌な女だが、だからって了が彼女の気持ちを弄もてあそんでいいわけない。

「そういうの、もうやめろよ。大野さんに限らず、そういうの…最低だよ」

「合コンで良い相手でも見つけたか？」

　問いつめるように了が言う。

　そんなんじゃない。

　今日了が大野さんに優しかったのは俺が彼女に告白されたと知ったからか？　それとも彼女が合コンに来たのを知ったからか？

　だとしたら、そんなの間ま違ちがってる。

「俺は、お前のことを考えて言ってるんだよ！」

　親友だった俺からのアドバイスだ。いつだってお前は俺のアドバイスなんて素す直なおに聞いてくれないんだ。結局、高校一年の時のケンカだって、監かん督とくからストップが出るまで試合に出ようとしていた。

　だけど今回ばかりは、無む駄だと分かっていても言わなくちゃならない。

「好きでもない子とつきあってどうするんだよ。そんなの、相手もお前も傷つくだけじゃないか」

　俺の言葉に了はそっと、指を伸のばして俺の頰ほおに触ふれた。

「好きな子は手に入らない」

「…」

　それは俺のことなんだと知っているが、実感がわかない。

　黙っていると顎あごを取られて、視線を無理に合わせられる。

「真一を見てると欲情するし、俺のものにしたいと思う。悪いけどもう、お前がなんて言っても諦あきらめられないし、友達ごっこに戻もどる気もない」

　了はそう言うと、俺の体を抱だきしめる。

「なにを…」

　押しのけようとするが、そのままキスされてた。

　何度目のキスだろう。深い口づけに頭の中が酸欠になりそうになる。

　舌をからめ捕られて、逃にげられないように頰に手が添そえられた。口の端はしから唾だ液えきが零こぼれる。

「んんーっ」

　了の手が服の中に無ぶ遠えん慮りよに入り込んだ。

　荒あら々あらしく服を脱ぬがされる。

「了！」

　この間のことを思い出して怖こわくなった。

　どうしてそのことを忘れてのこのここんなところまで来てしまったのか、自分の馬鹿さ加減を今いま更さら恨うらむ。

　ちゅ、と音を立てて離はなれた唇くちびるが再び吸われた。

　ぞくりとした。

　クーラーのせいだけじゃない。熱が溜たまるような感覚を追い出したいのに、了の手が背中を這はうだけでその感覚は酷ひどくなる。背中を触さわられてるだけだ。たったそれだけのことに、どうして反応してしまうんだろう。

　この間のようにイカされるんだろうか、と考えたら羞しゆう恥ちで顔が赤くなる。

　もがくように腕うでの中から抜け出そうとすると、胸の飾かざりを舐なめられた。

「ひぁっ」

　高く上がった声に、慌あわてて口を押さえると了が「聞かせろよ」と低い声で命令する。

　首を振って体を捻ひねるが了はやめてくれない。

　それどころか今度は下着ごとパンツを脱がされてしまう。

「止めろよ」

　口にした瞬しゆん間かん、窓まど硝子ガラスに反射した自分の姿をみつける。

　外から丸見えじゃないか、と思った途と端たんに腰こしが抜ぬけてそのままへたり込んだ。

　先程までの行こう為いを誰かに見られていたかもしれないと想像すると、それだけで死んでしまいたいほど恥はずかしいのに、了は平気な顔でカーテンを閉めた。

　そのシャッという音に我に返った俺は、服を摑つかんで逃げ出そうとする。

　足を踏ふみ出した途端、背後から抱きしめられて耳たぶを舐められた。

「っ」

　ぬるりとした感覚に、居たたまれなくなる。

　お互たがいの全部を知ってるはずだった。こいつの一番近くにいたのは俺で、俺の一番近くにいたのはこいつだった。こんな風に、触れられる日がくるなんて、想像もしなかったんだ。

「あっ」

　暴れたら下ろしたパンツに足を取られてフローリングの床に転がるはめになる。

　背中を打つ衝撃を覚かく悟ごしたが、了の腕に抱かかえ込まれて大した痛みはなかった。

　ひやりと冷たく硬かたい床の感覚に、一瞬冷静になった。

「こんな風に、なりたくなんてなかった」

　紛まぎれもない本音を口にすると、了が苦しげな表情をして言う。

「俺だってそうだ」

　だったら、なんで？

　そう続くはずの言葉はキスに飲み込まれる。口の中まで蹂じゆう躙りんされて、苦しくて息が乱れる。

　先ほどまで舌で触れられていた胸の飾りを執しつ拗ように指で弄いじられる度に走る、強い快感に体が勝手に反応する。

「真一」

　唇が離れた時に、自分の荒あらい息の合間に了の声が聞こえる。

　視線を合わせたら鋭するどい目に捕とらえられた。

　そんな顔、するな。

　いつだって面めん倒どうくさそうな顔で、どうでも良さそうにしていたのに。

　真しん剣けんな目で射い貫ぬくように俺を見るのはよせ。

「好きだ」

　まるで免めん罪ざい符ふのように言うが、そんなもので許せるわけがない。友達だと思っていた。

　ふいっと顔を背そむけて、両手で耳を塞ふさいで目を瞑つぶる。

　裏切り者、と詰なじるために開いた口からは吐と息いき混じりの嬌きよう声せいが漏もれる。

「あっ…は…っ」

　触れられるのを恐おそれていると、ふいに下か肢しに吐息がかかり、次いでそれを了の口に含ふくまれる。

　信じられずに、思わず目を開けると了が見せつけるように舌を滑すべらせていく。

　ぴったりと吸い付くような、生々しい感覚に頭がおかしくなりそうだ。

「や、ぁ…」

　自分でも聞いたことのない様な高い声に、死にたくなった。こんな媚こびた声じゃまるで、喜んでるみたいで嫌いやだ。両手で口をしっかり押さえたのに、何故なぜか声があがってしまう。

　そのかわり塞ぐことのできなくなった耳に、届く声が嫌で首を振った。

　唾液に濡ぬれたところが敏びん感かんに了の吐息を感じる。

　奥まった場所にまで舌を伸ばされて、羞恥で死んでしまいそうだ。無情にも入り込んだ舌の熱さに恐ろしくなる。

「怖こわ…ぃ」

　与あたえられる感覚が強すぎて、何もかも分からなくなりそうだ。このまま流されそうになる。

　それだけは嫌だった。

　正気を取り戻そうと俺は手の甲こうを強く嚙かみしめる。加減もせずに嚙んでいたら、僅わずかに鉄てつ錆さびの味が舌に広がる。

「んん」

「真一」

　いつの間にか側に了の顔があった。優しい仕草で頰を撫なでられる。視線を向けるとゆっくりと嚙んでいた手を摑つかまれる。了の舌が今まで嚙んでいたせいで凹へこんでいる皮ひ膚ふの上に触れる。

「何が怖い？」

　優しい仕草で宥なだめるように手の甲を愛あい撫ぶされる。先程まで凹んでいた場所が赤みを増して盛り上がった。

「こんなの嫌だ」

　弱々しく口にする。強く言ってやりたいのに、そんな声しかでなかった。

　俺の言葉に真一は目を伏せる。そんな弱気な顔は初めて見る。いつだって自信満々で不敵に笑っているお前ばかり見てきた。どんなときだって、余よ裕ゆうの表情で切り抜けてきたくせに、俺のせいでそんな顔をするのか。

「俺はお前が泣いても、お前を諦められない」

　苦しげに歪ゆがめられた顔に「泣いてない」と口にした。その途端に、ぼろりと目の端から涙なみだがこぼれる。

　こいつの前で泣いたことが悔くやしくて、また涙が滲にじむ。

「真一を見てると欲情するし、俺のものにしたいと思う。友達じゃ足りない」

　何でダメなんだよ。友達でいいじゃないか。今までだって俺に一番近いのは了だったんだから。

　心の中で反論する。

　膝ひざにかけられた了の手が少し乱暴な動作で足を開く。眼下に晒さらされる羞恥に思わず目を瞑る。

　僅かに震ふるえる膝頭を閉じないように了の体が入り込む。自分がしている格好を想像すると、さっきよりも死にたくなる。

　エロ本の中の女になった気分だ。

「あっ」

　気分は最悪なのに、体はふれあったところから感じる了の熱をもっと欲しがる。

　反り返った欲望と了の腹の筋肉が擦すれて、その刺し激げきがもっと欲しいと本能に忠実な頭の片かた隅すみが強く感じている。

「友達じゃお前に触ふれられない。こんな風にずっと…」

　触れたかったんだ。

　耳元に囁ささやかれた言葉がじわりと心に染しみこむ。その途端先程よりも、鼓こ動どうが速まる。

　ゆっくりと確かめるように入りこんだ指に、再び先程の恐きよう怖ふが蘇よみがえる。

「了…嫌だ」

　やだやだ、とその体を押しやろうとした。

　それなのに指は増えて、さらに奥まで入り込んでくる。一本一本の指の動きをまざまざと感じてしまう。

「ダメだ、…こわい」

　こわい、と何度も口にする。早く出ていって欲しい。

　怖こわくて嫌だ。恥ずかしくて嫌だ。どうにかなりそうで、嫌だ。

「真一」

　熱のこもった声で呼ばれる。そのまま、今まで指が入っていた場所に硬い欲望が触れる。

　逃のがれようとするのに、了の手がそれを阻はばむ。

「ひっ…ぁ…あ─────…」

　喉のどに息が引っかかるような、圧あつ迫ぱく感かんに思わず了の肩かたに力ちから一いつ杯ぱい爪つめを立てた。足の裏が引きつって、足の指がぎゅっとなる。

　想像してた以上に痛い。辛つらい。最悪だ。

「くるし…ぃ」

　絞しめ殺される寸前の声のように掠かすれた声でそう言った。同情してやめてくれないだろうか、と期待を込めて了を見つめる。涙の膜で了が少し歪んで見える。

「真一」

　愛しげに名前を呼ばれる。

　やさしく体を抱だきしめられて、酷ひどい痛みを与える男を憎にくみきることができない。

　畜ちく生しよう、と声にならない悪態を吐ついてぐずぐずと鼻を鳴らしながら痛みに耐たえる。

　体の中から焼かれるような痛みに、理り不ふ尽じんだと怒いかりがこみ上げるが腹の間で擦れるものに了の指が絡からまると、忘れていた快感に僅かに腰こしが揺ゆれた。

「んっ」

　指の動きにあわせて、中に突つき立てられる。

　だんだん痛いのか気持ちいいのか分からなくなった。折り曲げられた足の関節が軋きしんで、それが痛くてもっと足を開く。了は俺の両りよう脇わきに腕うでを突いて、顔を近づけてきた。

「あっあっ…あ」

　唇くちびるを舐なめられる。それから開いたままの口の中に舌を入れられた。

「ふっ…ぁ」

　鼻にかかった声が出る。キスをしながら突き上げられ、胸の飾かざりを指先でぐりぐりと弄いじられた。無意識にぎゅっと奥を締しめ付けてしまうと、了が「くっ」と声を出す。

　その声に煽あおられて、ますます変な気分になる。

　気持ちよくて、どうにかなってしまいそう。

　友達なのに、こんなことするのは間ま違ちがっているのに。

「真一、真一」

　名前を何度も耳元で呼ばれる。

　突き上げられるたびに高い声をあげて了にしがみつく。

　こんなの俺じゃない。

　冷静な部分でそう思うのに、体は勝手に喜んでる。

「だめ…、やめろっ」

　形ばかりの拒きよ絶ぜつを無視して了はさらに俺を追い上げて、強すぎる刺激に俺は簡単にイッてしまった。了の手の中に総すべてはき出して、びりびりと痺しびれるような射精感を感じていると中で了がびくびくと震えてから、どくんと熱いものをはき出した。

「っあ」

　信じられないほど奥の方まで了の熱に浸しん食しよくされ、その感覚に涙がこぼれる。

「あぅ…」

　了はまだ放心している俺を抱き上げる。

　何をするんだ？　と思ったが、体はろくに力も入らず、口を動かしても言葉が出てこない。

　朦もう朧ろうとする頭のままで、了に体を預けているとそのまま部屋の外に出ていく。

　抱き上げられたまま、結局風ふ呂ろ場ばに連れて行かれる。

　檜ひのきの正方形の浴よく槽そうに、簀すの子が敷しかれた洗い場。浴槽の中に湯は張っていなかった。

　了はシャワーで優しく俺の体を流していく。背後から抱かかえられたまま、先程まで了が入っていた場所に了の指が伸のびる。

　その瞬しゆん間かん走った痛みに、意識がはっきりした。

「っ」

　びくりと、体が引きつる。

「もうしないから。怖がるな」

「もう、や…だ」

　子どもでもあやすように優しい声で告げられたが、それでも指が触れると痛い。ひきつる体で逃にげようとすると、宥めるように優しく名前を呼ばれた。

「真一」

　指が体の中でうごく。何度もピストンするように出入りした指が、中にはき出された了のものを搔かきだしていく。

「んっ…ぁ」

　それが終わると了の手は泡あわと共に、肌はだの上を優やさしく撫でていく。先程までの強ごう引いんな手つきが噓うそのように丁てい寧ねいに、壊こわれ物でも扱あつかうように触れられる。そのギャップに戸と惑まどう。

　苛さいなんでいた手が、どうしてこんなに気持ちいいんだろう。

　体中を綺き麗れいに洗われてシャワーで泡を落とす。

　俺が指一本も動かさないうちに全部終わる。

　再び背後から抱えられ、支えられるようにして浴室を出た。

　脱だつ衣い所に敷かれた茣ご蓙ざの上にぽたぽた水すい滴てきが垂れて、茣蓙はすぐに茶色く変色する。俺は俯うつむいたままそれをじっと見ていた。

　その俺を了が大きめのタオルで包む。

　されるがままに服を着せられた。

　了に髪かみを拭ふかれながら、俺はぽつりと口にする。

「ひどい」

「分かってる」

「俺の気持ちを無視してお前の気持ちばっかり押しつけるな」

　最中にお前がなんて言ったのか、俺は覚えてるんだ。

　俺の気持ちはどうでもいいなんて、よく言えるな。それで好きだなんて、可笑おかしい。

　そんなの間違ってる。

「無む理り矢や理り体だけでも欲しいとか、そんなの本当の愛じゃないし、本当の恋こいでもない。ただのガキの我が儘ままだ…」

　相手を強引に犯おかしておいて、好きだなんて都合がいい。

　どうでもいいって言われた俺の気持ちは、一体どこに向かえばいいんだろう。

「真一」

　伸ばされた手を振ふり払はらう。

　俯いたまま泣いてるのを知られたくなかった。

「お前はひどい」

　俺はそう言って背を向け、了の家を出た。

　俯いたままの俺は、その時了がどんな顔をしていたのか知らない。
















　午後まで寝ねて、目覚めても気分はまったく元に戻もどらなかった。

　無理に笑え顔がおを作っても、五秒と保たない。

　昨日は体が痛んでしょうがなくて、気を付けているのに足は庇かばうように変な歩き方になった。

　そのため大学を休んだが、流石に二日続けて意味もなく休むのは気が引けた。それに、このままずるずる休んでいてもしょうがない。余計に行きづらくなるだけだ。テストも近いんだから、そんなに休んでなんていられない。

　今日は了とかぶってる授業がある。本当なら顔も見たくないが、平気な顔をしてあいつの前に出れば少しはあいつを傷つけられるだろうかと考えた。

『一昨日？　なんかあったけ？　悪いけど、全然覚えてない』

　なんて言えば、あいつは傷つくだろうか。

　少しぐらい傷ついて貰もらわなきゃ、割に合わない。俺は心だけじゃなくて、体まで傷つけられたんだ。

　大学近くの駅で下りて、向かう途と中ちゆうにバイト先が見える。

「そういえば、今日バイトだったっけ…」

　気付いた途と端たんにだるさと足の重さが増す。

「透先輩いるんだっけ」

　すっかり忘れていたが、透先輩にも無理矢理されそうになったんだ。

　それがどういう行こう為いか頭では分かっていたが、実際に体験してから考えると無理矢理抱かれるなんてとんでもない話だ。

　想像するだけで吐き気がする。

　バイトにも行きたくないが、それは流石にサボれない。学生だって金を貰う以上は、仕事は仕事だ。体がだるいから休みます、とか苦手な人とシフトが被かぶるので休みますなんて、通用するわけがない。

「先せん輩ぱいに犯されそうになりましたって言えば、シフト考えてくれそうだけど…」

　だけどそれを言うぐらいなら辞やめる。

　とりあえず後で店長に相談してシフトを替えて貰うか、それがダメなら新しいバイトを探そう。透先輩の顔はもう見たくない。普ふ通つうに気の優しい先輩だったのに。

　最近嫌いやな事ばかりだ。好きだった子を嫌きらいになって、尊敬してた先輩を軽けい蔑べつして、親友だと思っていた奴やつには、手ひどく裏切られた。

「なんでこんなに嫌なことばかり続くんだろう」

　いつもの教室に入ると、黒板には大きく教室変へん更こうの案内が出ていた。

「最悪……」

　再び今のぼってきた階段を下るはめになって、何度目か知れないため息を吐つく。

　この授業は教授がスライドを使うときはいつも教室が変更になる。いつもはこの授業を了も取っているから、休講や教室移動は了が教えてくれていた。

　各学部前の掲けい示じ板ばんなんて、いちいち全部見に行かない。携けい帯たいで大学のホームページをチェックすれば休講案内や教室移動は載のっているけど、それも面めん倒どうで俺は普ふ段だんからしていない。

　二階の隅すみにある比ひ較かく的てき小さな教室に入ると、学生が旧式のスライド装置を設置していた。俺は後ろの方の席に陣じん取どる。見回すまでもなく、入ってきた瞬間に了がいないことに気付いた。

　俺がぼんやりとしていると、近くに座った同じ学科の辻つじ村むらが話しかけてくる。

「悪い、今日の分の予習見せて」

「またかよ」

　バッグの中からノートを取り出す。この授業はテキストが全文英語なので予習で訳してくることが定められている。

　毎回ではないが、教授がおもむろに生徒を指名し訳文を言わせることがあるので要注意だ。

　俺は自宅で勉強なんて柄がらじゃないので、いつも授業中に来週分の訳をやってしまう。

　といっても今日はどうしたって気が散ってやる気にならないだろうけど。

「お礼に後で経営学のノートみせろよ」

　辻村は頷うなずいてノートを受け取る時に俺の顔を見て、驚おどろいたように口にする。

「お前、どうしたんだよ。ひどい顔してるな」

「寝ね不ぶ足そくなんだ」

　そう言い訳しながら座る位置を微び妙みようにずらす。座ってるだけでなんだか痛い。それほど鋭するどい痛みではないが、鈍どん痛つうがずっと続いている。痣あざがある部分を圧あつ迫ぱくされているような気分だ。

　もしかしたら本当に痣ができているのかもしれない。それもみんな了のせいだ。

「また女かぁ」

「…そんなところだな」

　本当のことなんて言えずに、辻村の誤解を曖あい昧まいに肯こう定ていする。

「羨うらやましいなぁ」

　辻村にじっと見られて居い心地ごこちが悪い。噓うそを見破られるんじゃないかと思った。もしかして、俺が噓ばかり吐いているからこんな目に遭あうのだろうか。

「了もお前もどれだけ女食い散らかしてるんだよ」

「…数えたことないからわからないな」

「カッコイーね。数は自じ慢まんしないってことですか」

　かっこいいも何も、女の子との経験なんてゼロだ。キスだってしたことない。

　手をつないだことはあるが、それだって幼よう稚ち園えんのころの記き憶おくだ。そんなの数に入らない。

「そういえば、了は？」

「なんで俺に聞くんだよ」

「お前ら仲いーじゃん。高校も中学も同じなんだろ？　今もサークル同じだしさ」

　その言葉に顔をしかめる。了の名前なんて今は聞きたくない。

　授業が始まれば嫌でも顔を合わせるはめになるのに。

「仲なんか大してよくねーよ」

　ぶっきらぼうに言い捨てる。

「女がらみだろ」

　見み透すかしたような顔の辻村に腹が立って「そんなんじゃねぇ」と口にした。

「隠かくすな。隠すな。男の友情が壊こわれるときは大たい抵ていは色いろ恋こいか金だろ」

　色恋は確かにそうかもしれないが、〝女〟じゃない。はじめは大野さんのことが原因だったが、いまやそれ以上の問題に発展してる。誰にも相談できる話じゃない。

　口をつぐんだ俺を見て辻村は首を傾かしげながら言う。

「もしかして、さっき了が女の子にぶたれてたことと関係ある？」

　思わず目を丸くする俺に辻村はにやにやとうれしそうに笑いながら教えてくれた。

「ばちーんってすごい音したぜ？　中庭の噴ふん水すいのところで了がかわいい女の子に叩たたかれてたんだけどさ、面おも白しろいから冷やかしてやろうとしたら女の子ぼろぼろ泣いててさー…。流石さすがに俺らも見て見ぬふりしなきゃなーって」

「……相手は？　その子、ショートだった？」

「茶ちや髪ぱつでショートのかわいい子だったよ。足もすらーっと長いし、目も大きいし」

　大野さんだろうか。

　一体何があったのか、すごく気になる。

「やっぱり関係有るんだろ？　この間もお前、了と廊ろう下かで言い争ってたよな」

「了、了ってうるせーよ。あんなのもう友達でもなんでもねーよ」

「そんなこと言うなよ、了って結構いいやつだぜ？　傍はたで見てても了がお前のこと大事にしてるの分かるしさ」

「は？　なんだよそれ」

「お前黙だまってるとすまして見えるじゃん。大学入ったばかりの時は俺真一のことすげー苦手だったんだよな。お前結構人見知りするからあんましゃべらねぇし。なんか話しかけるなって雰ふん囲い気きがあってさ」

　確かに、人見知りはする方だ。一度うち解けてしまえば別だが、最初に見知らぬ人に話しかけるのは酷ひどく苦手なんだ。中学や高校では知ってるやつがいたから、特に人見知りなんてしなかった。だけど大学では圧あつ倒とう的に知らない奴のほうが多くて、思わず最初は尻しり込ごみしてしまった。

「それで俺、了に言っちゃったんだよね。〝沢田とつきあってて楽しいのか？　あいつって人形みたいで、なんかつまらないんだけど〟って」

「…ひどいな」

「だってお前最初話しかけても全然興味なさそうだったしさ、馬ば鹿かにされてんのかと思った」

　辻村は一見怖こわそうに見える。厳いかつい外見は了の比じゃないのだが、中身は楽天家でなかなか楽しい奴だ。つき合ってみればそうと分かるが、初めは話しかけられるたびに金をたかられるんじゃないかと思っていた。素そっ気なくしていたのは人見知りだけが理由じゃなくて、辻村の外見にも原因はある。

「そしたら了のやつに怒おこられた。やー、もう怖いのなんのって、目で殺されるかと思いました」

「……」

「その時さー、了が真一のことすげー良い奴だって言うからさ、俺もそのすげー良い奴と友達になりたくなったんだよ」

　それを聞いて、俺は複雑な気分になった。俺の知らないところで了と辻村にそんなやりとりがあったなんて知らなかった。

　チャイムが鳴って教授が入ってくると、辻村は慌あわてて前を向く。

　俺の訳文にざっと目を通してノートを返した辻村は、忘れぬうちにと自分のテキストに書き込んでいる。

　教授が講義を始めたが、内容はまったく耳に入ってこない。

　授業が始まってから、何度も見たドアをもう一度ちらりと見る。了はまだ入ってこない。

　そわそわしながら教授の口述をノートに写す。後で了も見るから、と知らず知らずに丁てい寧ねいに書こうとしている自分に気付いて、顔を顰しかめた。

　無意識にそんなことをしている自分が信じられない。

　あんな事をした男だ。友情をぶちこわしてまで、自分の気持ちを押しつけてくるような奴だ。

　俺が何度嫌だと言ってもやめなかった男のために、ノートを取ろうとしてるなんてどうかしてる。

　今まで俺が好きな女の子ばかりを狙ねらって、短い関係を結んできたと言っていた。

　そんなので了は楽しかったんだろうか。そんなので本当に罪悪感の欠片かけらも感じなかったのだろうか。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんで、感受性なんて欠片もないようなふりして、だけどあいつは決して鈍どん感かんなんかじゃない。

「罪の意識を、感じなかったわけないよな…」

　思わずそう呟つぶやいた。

　俺の独り言に前に座っている辻村がどうしたんだよ、と言うように振ふり返ったが俺は了の事で頭がいっぱいだった。了もそうなんだろうか。

　表面化しないだけで、人一倍色々と考えている男だ。どちらかといえば俺の方が鈍感で、いつも俺はあいつの気配りに助けられてた。

　未いまだに俺が高校の夏に試合の最中に倒たおれたことを覚えてる奴やつなんて、了ぐらいだ。

　俺のことで頭が一いつ杯ぱいだから、他ほかの子を傷つけてまで俺が欲しかったんだろうか。

　だからってその行こう為いが正当化されるわけではないけれど、了の狂くるおしい情熱を思い知らされた気がした。

　あいつはいつから俺が好きなんだろう。何年間の片思いなんだろう。

　そう考えると、あいつに対して怒りばかりではない感情が芽生える。

　許せないけど、許してやってもいいような気がした。会ってあいつが土下座して、頭を丸めるというなら許してもいい。もう一度俺を好きだと言うなら、しばらく焦じらしてそれからつきあってやってもいい。あいつは俺が好きで好きで仕方ないみたいだから、折れてやってもいい。

　そんな気持ちで授業を終える。結局了は来なかった。

　辻村が振り返って「お前の独り言、かなり意味不明」と言って笑う。

　俺は誤ご魔ま化かすように出がけのニュースを思い出したんだ、と適当な事を口にする。

　俺と辻村は次の授業も一いつ緒しよなので移動するために席を立つ。

「怠だりいー」

　辻村はうだうだと歩き、俺も歩調を合わせる。

　一緒に歩いていると、辻村が窓の向こうに何かを見つけて廊下の窓を開けると身を乗り出した。思わず傍かたわらに並んで見下ろせば、了が中庭の歩道を歩いているのが見えた。

　まだこちらには気付いていない。

　辻村は何を思ったか身を乗り出して、了に向かって馬鹿でかい声を出す。

「了ー!!」

　まさかそんなマネをするとは思わなくて、俺は思わずぎょっとして辻村を見た。

「お前さっき女にぶたれてたろー!!　格好いいねー色男」

　辻村は屈くつ託たく無く、楽しげに口にする。

　先程は泣いていた女の子に気き兼がねして言えなかっただろうが、今は了だけだから遠えん慮りよも何もない。普ふ段だん、辻村は少し天然なところがあって了に色々とからかわれているので意い趣しゆ返しのつもりなのかも知れない。

　相変わらず中身がガキだ。

　了は顔を上げて辻村を見て、次いで傍らにいる俺を見た。

　視線が合わさった瞬しゆん間かん、どきりとする。しかしすぐに了の視線は逸そらされた。

「お」

　辻村が了の反応を楽しむような声を出す。

　了はそのまま俺達を無視して、歩き去って仕し舞まった。

　その背中を見て、俺は途と端たんにずきずきと痛む胸を持て余す。

　さっき、視線を逸らすときに凄すごく嫌いやそうな顔をした。

「なんだよ、結構傷心？」

　からかったことを悪びれもせずに辻村はそう言ってから、それでも窺うかがうように俺を見る。

「もしかして今の不味まずい？」

　大人おとなに叱しかられるのを覚かく悟ごするやんちゃな子どものような顔をしている。

「了は怒ってないよ」

　俺の言葉を聞いて、あからさまに辻村はほっとした顔をする。

「なんだ、拗すねただけかー」

　そんな心配するならあんな事言わなきゃいいのに。

「でもあいつがあんな反応するなんて珍めずらしいよなぁ？」

「そうだな」

「あの子のこと、結構好きだったのかな？　真一、なんか聞いてる？」

　聞かれて俺は首を横に振る。

　了が消えた場所を見ながら、さっきのは辻村に対する反応じゃないと心の中で呟く。

　了は辻村の言葉に対しては何も思ってない。もしかしたらろくに聞いてもいなかったかもしれない。

　あいつは俺を見て視線を逸らしたんだ。

　立ち止まったままの俺を催さい促そくするように辻村が腕うでを引く。

「早く行かないと、次の授業始まるぞ」

　お前が立ち止まらせたくせに。

　お前がこんなところで了に話しかけなきゃ、気付かずに済んだのに。

　了が怒ってるのは辻村に対してじゃない。俺に対してだ。

　きっと俺があいつに変態だとか、キモチワルイだとか散々ひどいこと言ったからだ。

　逆らう気力もなく、辻村に急せかされ背中を押されるようにして次の授業の教室に入る。

　さっきの授業以上にうわの空で、教授の声を聞き流した。

　出席確かく認にんのときすら返事できなくて、俺がいるにもかかわらず辻村に代返してもらう始末だった。

「なんでそんな出で涸がらしみたいになってんだよ」

　授業の合間に呆あきれたように辻村が言う。俺はその言葉にもろくに返事せずに、ぼんやりとたださきほどの事を思い出す。

　もうあいつは俺のことなんて好きじゃないんだろうか。

　あんなにたくさんひどいこと言ったから、もう嫌きらわれてしまったんだろうか。

　そう考えると最悪な気分になる。心の中が空っぽになってしまったような思いで、俺は自分が口にした言葉の数々を回想する。

　いくら好きな相手にだって、あんなにひどいことをたくさん言われたら嫌いになる。

　変態とか気持ち悪いとかおかしいとか、あまつさえ透先輩の方がましだとまで言った。

　あいつのことを最低だと罵ののしっておいて、頭を丸めて土下座したらつきあってやってもいいだなんて考えは傲ごう慢まんすぎる。

「そっか…そういうことか…」

　そこまで考えて、自分の気持ちに気付いてしまった。

　今いま更さら気付くぐらいなら、一生知らないでいたかったのに。

　───俺は了が好きみたいだ。

　考えてみればあんな風に触ふれられても、それでも俺はあいつの顔がみたいと思った。

　あんなに無む理り矢や理りされたのに、体は喜ぶ一方だった。

　なんで今までそんな単純なことが分からなかったんだろう。

　フラれた大野さんに対して優ゆう越えつ感を感じたのも、今こんなに辛つらいのも、あいつに触れられて感じてしまったのも、全すべてはその答えに繫つながる。

　こんなに近くにいたから気付かなかったんだ。

　一緒に馬ば鹿かなことして夜中騒さわいだ思い出や、高校時代に校則に違い反はんして二人して反省文を書いたこともある。悩なやみがあったら親より先に了に相談する。了もそうだった。お互たがい一番近いところにいた。

　本当に親友だったんだ。

「お前と会えて良かった」

　中学の卒業式の後に別々の高校に行く友達とみんなでカラオケに行った。その帰り道で了がそう言ったのを覚えている。了の家と俺の家の分ぶん岐き点で了は少し照れたようだったが、いつものように偉えらそうな顔をしていた。そういう台詞せりふをさらりと言えるところが、また格好イイんだ。

「バーカ、今更何言ってんだよ」

　俺の方が照れて、そんな事を言ってしまう。

　家の方に向かう了と別れてから、その言葉が嬉うれしくて顔がにやけた。

　俺だってお前と会えて良かった。

　そう言い返さなかったことを後こう悔かいしたから、いつか言ってやろうと思ってタイミングを窺っていたんだ。未だに言っていない。こんなことならそう言っておけば良かった。

　好きだという気持ちどころか、その時の気持ちすらも伝えられないまま終わるなんて嫌だ。

　だけどまた了に会ってさっきみたいに無視されるのが怖こわい。

「具合でも悪いのか？」

　チャイムが鳴って席を立つときに辻村が元気の無い俺を心配してくれたが、なんて答えていいのかも分からずに結局曖あい昧まいな言葉でぼかしてしまった。

　今日の授業はここまでだから、そのまま俺はバイト先に向かう。

　歩きながら、透先輩がいることを思い出したが、もうどうだって良いような気分だった。

　自動ドアからバイト先に入るとレジのところで談だん笑しようしていたフリーターの優花さんと、俺よりもバイト歴の長い専門学生の広志がこちらを振ふり返る。広志は俺より年下だが、俺と同じで危険物取り扱あつかいの免めん許きよを持っている。同じというよりも、俺は彼に教えて貰もらいながら取得した。

　バイト代が上がるという言葉につられたのだが、実際に取得してしまったら主にシフト面で頼たよりにされるようになってしまった。

　透先輩の事があるから辞やめたいと思ったが、よくよく考えてみれば免許を持っている俺がそう易やす々やすと辞められるわけもない。

「お疲つかれさま」

　二人に声を掛かけて更こう衣い室に入る。まだバイト開始まで十分ほどあるから、俺は冷蔵庫の中に入っている自分のペットボトルに口を付けてから店に出た。

　どこかそわそわしている優花さんに透先輩はまだか、と聞かれたが俺は知らないと答えてスタンド内のゴミ箱のゴミを回収に行く。

　一通り回って店内に戻もどった頃ころに、丁度透先輩が入ってきた。

「もう、遅おそい！」

　優花さんの文句に「学生は色々忙いそがしいんだよ」と言い訳を口にする。時間にルーズなのは今に始まったことじゃないけど、透先輩が来ないと二人は上がれないから、その分残業になる。

　たとえ数分間でも、迷めい惑わくを掛けることには変わりない。

「でも、真ちゃんはちゃんと時間通りでしょ？」

　優花さんの言葉に透先輩が俺を見た。

　ちらりと見られたその視線に棘とげが含ふくまれていると思うのは、決して俺の被ひ害がい妄もう想そうじゃないだろう。

「真ちゃんは、法学部じゃないからだろ。法学の学生は他ほかの学部みたいに緩ゆるくないんだよ」

　馬鹿にするようにそう言って、休きゆう憩けい室に入り込む。その向こうに続く更衣室のドアが閉まる音が聞こえるより早く、優花さんが「何アレ！」と俺に向かって言う。

「私たちに迷惑かけるぐらいだったら辞めたらいいじゃない！　なんで私たちがお忙しい透君のために我が慢まんしなきゃならないわけ!?」

　語気荒あらくそう言ってから、同意を求めるように俺たちの顔を見る。

　俺は曖昧に頷うなずいてから、いつものようにレジのログインＩＤを俺の物に変える。

「私だって用事があるんだから！」

　そう言う優花さんを、広志が宥なだめる。

　着き替がえを終えて出て来た透先輩は再び優花さんと口論になったが、怒おこる優花さんを話術で負かしてしまう。明らかに透先輩が間ま違ちがっているのに、口では透先輩に勝てないと気付いたのか、優花さんは憤ふん然ぜんとして更衣室に向かっていった。

　透先輩のどんな相手でも言い負かしてしまうところが羨うらやましくて憧あこがれていた。そんな風に自分もなりたいと思っていたけど、今となっては透先輩のそういうところに腹が立つ。

　しばらくすると、私服に着替えた優花さんが再び店に出てくる。

　出入り口は店の自動ドアしかないので、必然的にもう一度透先輩と優花さんは顔を合わせることになった。

「お疲れさまっ」

　一度も謝らなかった透先輩に対する怒りを隠さずにそう言って、優花さんは早足で店を出ていく。急いでいるのを見ると、用事があると言っていたのは噓うそじゃないようだ。

「まずいッスよ、透さん」

　後から出てきた広志にそう言われて、透先輩は面めん倒どうくさそうにそちらを見る。

「何がだよ」

「優花さん、今日誕生日でこれから彼氏とデートなんスから…」

　広志の口からそれを聞いて、俺はすっかり忘れていたことに気付く。

　俺の誕生日を優花さんはちゃんと覚えていてくれて、おめでとうと言ってくれたのに申し訳ない。

　優花さんはうちのガソリンスタンドの少ない女性スタッフだ。中身は気が強いが、見た目が可愛かわいく姉あね御ご肌はだなのでみんなから好かれている。もともと透先輩はそんな優花さんが苦手だった。

　俺は基本的に優花さんみたいな捌さばけた性格の人は好きだが、透先輩は姉御気取りでいちいち色んな事に口を出されるのが嫌いやらしい。

「どーせ大したデートじゃないだろー。誕生日だっていつもよりちょっと高い飯くって、しょぼいプレゼント渡わたしてヤルだけだろ」

　吐はき捨てるようにそう言って、店内放送のＢＧＭを勝手に自分で持ち込んだＣＤに変える。

　流行の邦ほう楽がくではなく、スタンド中に響ひびき渡る英語に広志は一いつ瞬しゆん顔を顰しかめたが、これ以上言っても無む駄だだと思ったのかあきれ顔で口を噤つぐんだ。

「じゃあ、お疲れさまでした」

　俺にそう言うと、広志は店を出ていく。

　二人きりになってからはさらに気まずかった。それに、透先輩はほとんど仕事をしない。

　元々仕事しない人だったけど、こうなると余計にそれが気になった。

　苛いら々いらしているのは透先輩のせいだけじゃなくて、このところずっと悶もん々もんと了のことや自分の気持ちを考えているからだっていうのは分かってるんだけど。

「透先輩、外のゴミ回収してきて貰えますか？」

　ポイントカードの裏面に所在地を記き載さいするためのゴム判を押しながらそう言うと「あー？」と不ふ愉ゆ快かいそうな声が返ってくる。

「お前が行けよ」

　この間のことを根に持ってるような声で言われて、俺は余計に腹立たしく思う。

　俺が蹴けったのは正当防衛だ。普ふ通つう怒おこるのは俺の立場で、透先輩のはただの逆ギレじゃないか。

「前回も前々回も俺がやったんで、やって貰えますか？」

「嫌に決まってんだろー」

　会話してるだけで不愉快になった。

　睨にらみ付けると透先輩は笑いながら口にする。

「なんだよ、店長にでもちくるかよ？　せんせぇー、三宅君がゴミを纏まとめてくれませーん、て？」

　相手にするのも面倒になってくる。

「そうですね」

　やっぱり店長に話してシフトを変えて貰うしかない。こんな気分でこれからずっと仕事していくのなんてごめんだ。

　憂ゆう鬱うつな気分でバイト終しゆう了りようまでの時間を過ごす。実際透先輩はほとんど動かなかった。

　俺が店内とスタンド内を掃そう除じしているときに、レジ締しめをしていたがそれだって本当にちゃんとやっていたのかどうかあやしい。

　重苦しいバイト時間も終わり深夜勤務の人が来ると、俺と透先輩は休憩室に引っ込んだ。

　俺は透先輩と一いつ緒しよに更衣室に入るのが嫌で、透先輩が出てくるまで休憩室のテレビを見ながらだらだらと時間を潰つぶす。

　この時間帯はそれほど客も多くないから、深夜勤務の人も交じって一緒にテレビを見た。

　客が来たらどうせアラームが知らせてくれるだろう。

　透先輩は更衣室から出て来ると、俺達の顔も見ずに挨あい拶さつもせず店から出ていった。

　俺はそれを見届けてから、更衣室に入りロッカーに入れた自分の荷物を取り出す。

　今日はそんなに汚よごれていないから洗わなくていいだろうと、ユニフォームをロッカーに押し込んだ。それにこの間洗った予備のユニフォームも家にある。

「お先失礼します」

「おー、お疲れ」

　俺は深夜勤務の人にぺこりと頭を下げて店を出る。

　すると中からは見えなかったが、店の壁かべに透先輩が寄りかかっていた。

　スタンド内は禁きん煙えんなのに、透先輩は手にした空き缶かんを灰皿にして煙草たばこを吸っていた。俺に気付くと、その空き缶に吸い殻がらを押し込んで近づいてくる。

　俺は何か言われるのが嫌で早足でスタンドに背を向けて歩き出す。怖こわいから逃にげると言うよりも、これ以上この人と関かかわり合うのが煩わずらわしい。

「待てよ」

　声と共に背後から俺の肩かたが摑つかまれる。

　その瞬しゆん間かん、自分でも驚おどろくぐらいに体がびくりと過か剰じように反応した。

　しまった、と思ったがもう遅く透先輩はその反応ににやにやしながら、摑んだ手に力を込める。

「っていうかさ、そんな硬かたくなるなよー」

　俺が怯おびえてると思ったのか、戯ふざけたように透先輩が両手を広げる。

「別にお前に対して本気だったわけじゃないしー。簡単にやれるかと思ったから誘さそっただけだからさー」

　俺はそれを聞いてもなんとも思わなかった。今いま更さらこんな奴やつに何を言われようがどうだっていい。

「つーかさー、この間の蹴りは許してやるとしても、今日の態度なんなの？　お前すげぇむかつくんだけど」

「…むかつくのは透先輩の方だろ」

「あー？　何つった？」

　顔を近づけて凄すごんでくるのが嫌で、突つっぱねようとしたが胸むなぐらを摑まれてそれも叶かなわなくなる。

　ガキじゃあるまいしこんなところでケンカする気は起きないが、いざという時のために拳こぶしを握にぎりしめた。

「大した顔でもないくせに、何お高くとまってんだよ。笑える」

「別にお高くなんて…」

　自分のことを大した顔だと思ってたわけでも、お高くとまってるつもりもない。女の子の前じゃお高くとまっているというよりも、どう振ふる舞まったらいいか分からないだけだ。

「そーだよなー、かなにフラれたような奴がお高くなんてとまってられないよなー？」

　かなと聞いて、了のことも一緒に思い出した。

「…あんたはどうなんだよ？　頭の中ヤルことだけのナルシストじゃないか」

　俺の言葉を聞いた途と端たんに透先輩の顔はさらに険悪になる。

「ナルシストはてめーだろ！」

　透先輩はそのまま俺を勢いよく突き飛ばした。

　いきなりだったせいで、俺は情けなくも歩道の上に尻しり餅もちをついて転がる。掌てのひらの皮がアスファルトで擦すれて剝むけた。

「どうせ黒崎ともヤッてるくせにお前程度の奴が拒きよ否ひってんじゃねーよっ。まぁ、お前も黒崎も頭の軽さじゃお似合いなんじゃねーの？」

　了を馬ば鹿かにするその言葉を聞いて、カッとして思わず殴なぐっていた。

　力ちから一いつ杯ぱい殴なぐったら、透先輩は先程までの俺と同じように歩道の上に転がる。予想以上に透先輩の体は軽い。歩道の上に倒たおれ込む姿を見て、俺は今まで彼の何を恐おそれていたのか不思議に思えた。

「ってめー!!」

「煙草と酒ばっかの不規則な生活してるあんたになんか負けないから」

　睨み付けたままそう言うと、透先輩は苦虫をかみつぶしたような顔をしてから、ぺっと歩道脇わきの植え込みに向かってつばを吐く。もしかしたら口の中が切れたのかもしれない。

　そのまま反はん撃げきもせずにじっとこっちを見つめる。

　起きあがりもしない、攻こう撃げきも仕し掛かけてこない相手をこれ以上殴りつける気にはならなかった。

「…二度と俺に話しかけんなよ」

　了にも言ったような捨てぜりふを吐いて背を向けた。

　駅に向かうために交通量の多い交差点で立ち止まる。緑になるのをじりじり待っていると、背後から突とつ然ぜん苦しげなうめき声が聞こえた。

「放せよっ黒崎っ」

　その声に驚いて振り返ると俺の真後ろで透先輩が、了に羽は交がい締じめにされている。

「了？」

　何故なぜこんなところにいるのか分からずに、俺は呆ぼう然ぜんと名前を呼ぶ。

「真一に何しようとした？」

「っ。何でもねーよっ」

「突き飛ばすつもりだったんだろう？　違ちがうか？」

　了のその言葉を聞いて背筋が寒くなった。先程から目の前を行き来する車のスピードじゃ、俺が飛び出したことが運転手に知れても止まれないだろう。

「っ放せって言ってんだろーがっ」

　透先輩はばたばたと手足をデタラメに動かして、どうにか了の腕うでから抜ぬけ出そうとしている。

　了はそんな透先輩の耳元で何事か囁ささやいてから、突き放はなすようにその体を解放した。

　透先輩は周囲の視線や了から逃のがれるようにして、そのまま走り去っていく。

「どうして？」

　ここにいるんだ？　という気持ちで尋たずねる。

　了は「話があったから」と口にした。それから透先輩が逃げた方を見て、殴っておくべきだったな、と言った。

「なんで、お前が怒おこるんだよ」

　俺のこと無視したじゃないか。俺の事なんて、もう嫌いやになったんだろう？

「余計なお世話だったか？」

　信号が緑になって先程まで傍かたわらで俺達のことを興味深そうに見ていた連中が流れるように向こう側に渡わたっていく。

「別に責めてるわけじゃねーよ。ただ、なんでお前が怒るのかなって思っただけで…」

「俺には関係ないって、また言うつもりか？」

　そうじゃない。言おうとした言葉を了の声でかき消される。

「行くぞ」

　了が俺の腕を取って横断歩道を渡る。

　指が触ふれた瞬間、どきりとした。たったそれだけのことなのに、今まで了に触れたことがないわけじゃないのに、手を摑まれただけでどうしようもなく胸が騒さわぐ。

　それなのに、緊きん張ちよう感かんのない音で腹がぐうーと鳴った。

「っ」

　今は鳴っちゃいけないところだろ！　自分の素す直なおな体が恨うらめしい。

　いつもはバイトの休きゆう憩けい時間に店で売ってる菓か子しパンやカップ麵めんを食べるが、今日は休憩室にずっと入り浸びたって仕事をしなかった透先輩のせいで、そんな暇ひまがなかった。

　了はなんのリアクションも返さずに聞こえないふりで、俺の手を引いていく。

　交差点を渡りきっても了の手は離れずに、足早に歩く了に引っ張られる形で駅まで歩く。

　了は俺の了りよう解かいも得ずに二枚切きつ符ぷを買って、いつもとは違うホームに向かう。

「ちょっ、了!?」

　どこに行くんだよ、という言葉を何度もその背中に掛かけたが了は何も言わなかった。

　少ない編成の電車に乗って、適度に空いたシートに座る。了が横にいるのが不思議でならない。

　昼間は無視した癖くせに、どうして？　と尋ねたくてたまらないが、それを聞いたら危あやうい均きん衡こうを乱して仕し舞まう気がして口に出来ない。

　話ってなんだろう。

　俺は向かいの窓の向こうをぼんやり眺ながめながら考える。向かいに座る女性と目が合わないように窓のやや上の方ばかりを見る。

　明るい車内が反射して、俺と了の顔がうっすらと半はん透とう明めいで窓に映っていた。

　こっそりとそこに映る了を盗ぬすみ見る。

　なにを考えているのか分からない表情で、心持ち俯うつむいている端たん整せいな顔。どことなく眠ねむそうにも不ふ機き嫌げんそうにも見えるのはいつものことだ。

　白いＴシャツが日に焼けた肌はだに似合っている。端整な顔には昼間見た無ぶ精しよう髭ひげが生えていた。

　書道教室の時はいつもきちんとした格好をしているから、今日は教室がなかったんだろう。

　それでも、格好イイなんて得な男だ。

　あまり見つめていると、気付かれそうで俺は車内の中なか吊づり広告に無む理り矢や理り視線を移す。仰ぎよう々ぎようしい見出しを一通り目で追ってから、時間を潰つぶすために携けい帯たいを取り出して、メールボックスを開ける。

　来ているのはよく利用するレンタルビデオ店の宣伝メールと、部長からのメールだった。

〝大野がマネージャーを辞やめるので、やってくれそうな子がいたら声をかけてみてくれ。掲けい示じ板ばんにも募ぼ集しゆうの掲示をしておく〟

　その内容にやっぱり、今日何か決定的な事が了と大野さんの間にあったんだろうと推測する。

　このまま黙だまっているのもいい加減気まずくて、俺は思い切って了に尋ねた。

「なぁ、お前を叩たたいたのは大野さんなんだろ？　なんでそんなことになったんだ？」

「本当のこと言って謝ってきた」

「本当の事って…」

「これからも好きになるつもりはないってこと」

　それを聞いて、ほっとしてる自分がいる。彼女が了に振られたことを喜ぶなんて、自分でも性格が悪いと思う。

「だから、叩かれたのは自じ業ごう自得だ」

　俺のせいだろうか。

　あのとき、了が今まで俺の好きな子ばかりを気持ちもなく抱だいてきたと聞いて、俺はそれを責めた。

　了の頰ほおをじっと見たが別に赤くなっているわけでもないようだ。確かに相手は女の子で、大野さんみたいな手足の細い子なら、叩かれてもその痕あとが残る程度ではなかったのだろう。

「大野さん、泣いてたんだろ」

「そうだな」

「泣くほどお前のことが好きだったのかな」

　なんだか同情した。俺も了が好きだから、了に振ふられたら泣くかも知れない。

　彼女のことをどこか憎にくらしく感じると同時に、そんな風に共感もする。

「さあな」

　了が淡たん々たんと口にする。

「俺は真一の事しか考えられねぇから、他ほかの奴やつらのことなんか知らねぇよ。誰かを傷つけても、俺はお前が欲しかったんだ。そのためには、お前を泣かせるのだって仕方ないと思ってた。確かに、お前が言った通り最低だよな」

「……お前は最低なんかじゃないよ」

　そう言ったら了が苦く笑しようする。

「お人好よしすぎる。あんなことされて、どうしてそんな事が言えるんだよ」

　呆あきれたように、だけど苦しげに了が言った。

　それきり会話は再び途と絶だえてしまう。

　向かいの席の女性はいつの間にかいなくなっていて、俺は誰に気き兼がねすることもなく窓の向こうを眺め、時折そこに反射する了を眺める。

「降りるぞ」

　ふいに声を掛けられてはっとする。

　駅名を見たらいつも使っていた路線とは違ちがうが、俺と了が通っていた高校の最も寄より駅だ。

　なんでわざわざここまで来たんだろう？

　ホームにちらほら人が降りてきた。自動改札に切符を入れて小さな駅の構内から出ると、駅前商店街のシャッターはほとんど下がっていたが、焼き肉屋や居酒屋はまだ開いているようだ。

　二台だけ待機しているタクシーの横をすり抜ける。

　閑かん散さんとした商店街を通って、裏道に入る。二人が通った高校が見えると思わず色んな思い出が蘇よみがえってきた。その思い出のほとんどには了が絡からんでいて、今いま更さらながら俺の中でのこいつの存在の大きさを見せつけられた気分だ。

　どこに行くのかと思っていたら、了は学校の近くのラーメン屋に近づいていく。

「腹減ってんだろ？」

　そう聞かれて頷うなずく。わざわざラーメン食べるためにここに来たんだろうか。話があると言っていたけど、それはもう良いんだろうか。

「ラーメン喰くいに行くならそう言えよ」

　肩かたすかしを食くらった気分でそう言った。

　縄なわのれんをくぐって磨すりガラスの引き戸を開けると、同じぐらいの年の店員が元気のいい声で「いらっしゃいませぇ」と声を張る。

　数少ないテーブル席は全部埋うまっていたので、空いているカウンター席に座った。

　入り口から近いその席は高校時代もよく座っていた。

「大玉で味み噌そと醬しよう油ゆと、餃子ぎようざ二つ」

　了は俺の注文も確かく認にんせずにそう言ったが、間ま違ちがってはいない。この店のメニューは高校一年の時に殆ほとんど食べ尽つくしたが、結局は醬油ラーメンが一番うまいということで落ち着いた。了は味噌が一番美味うまいと思ってるみたいだ。ごま油で揚あげたネギを載のせたこってりとした味噌ラーメンは俺もわりと好きだが、この店の醬油ラーメンこそ正しくラーメンという気がする。

　お冷やとおしぼりが出されて、俺はそれで手を拭ふく。

　ふと、俺は自分が高校生の気分に戻もどっていたことに気付く。

　いつの間にかこいつに無理矢理抱かれたことや、大野さんや透先輩の事なんて忘れていた。

　唐とう突とつにそれを思い出したら、もうさっきまでの平気な顔はできなくて重苦しい気持ちで俯く。

　俺達の憂ゆう鬱うつな雰ふん囲い気きをうち破るようにどんと、餃子が出される。

　高校の時に一枚の皿で頼たのんだら奇き数すうだったからケンカになった。最後の一つを頑がん張ばって箸はしで半分にしようとして、中身をぐちゃぐちゃにした思い出がある。今だったら餃子の一つや二つ譲ゆずれるんだろうけど、あのときは小こ遣づかいも少ないし、部活で腹ぺこだしでお互たがい譲る気なんてなかった。

「俺ら、よく奪うばい合ってたよなぁ」

　了も思い出したのか、笑いながらそう言って割り箸ばしを割る。

「餃子一つに真しん剣けんだったよな。了は目を離はなすとすぐに最後の一つ食うし」

「熱いうちに食わないと勿もつ体たいねーだろ」

「そういう問題じゃない」

　店特製のタレをつけて食べる。僅わずかに酸味のあるタレと熱々の餃子が旨うまくて箸が進む。

　餃子を半分ほど食べ進んだところで、ラーメンが出された。

　俺は醬油ラーメンのスープを飲んで懐なつかしい味に思わず顔をほころばせる。

　本当に懐かしい。何年ぶりだろう。ここにこうして了と並んで座るのも、凄すごく久しぶりだ。

　高校の頃ころに戻ったようだ。

「お前何か話があったんじゃないの？」

　ラーメンを食べながら聞くと了は「飯が先だろ？」と聞いてきた。

　確かに腹は減っているが、わざわざバイト先まで尋たずねてきた用の方が気になる。

　まるで何もなかったような了の態度が分からない。

　本当にこいつ、何考えてるんだろう。

　黙って食べているとラーメンの残りも少なくなってきた。

　俺はレンゲでメンマをすくってスープごと飲み込む。了は餃子の残りを食べながら、お冷やを飲み干した。

　結局ろくにしゃべらないまま、食事を終えて店を出る。俺の分まで払はらった了は自分の分を出そうとする俺に「いらない」と言って、俺達がいつも利用していた路線の駅に向かう。

　また勝手に俺の分まで切きつ符ぷを買って電車を待つ。

　だけど渡わたされた切符は俺達の降りる駅までのものだった。

　なんだ、結局帰るのか。少し残念な気分で途と端たんに切なくなった。

　話ってなんだろう。もう二度と会わないとか、そういうことなんだろうか。そしたら、もうこんな風に一いつ緒しよに飯食ったり、夜遅おそくまで遊び歩く事なんてできなくなるんだろう。

　重い足取りでやってきた終電に乗って、また二人で思い出話をする。

　友達じゃなくなるのは嫌いやだな。

　そう思いながらも、結局いつもの駅で降りる。ここからは逆方向だから、改札を抜ぬけていつものように「じゃあな」と言わなきゃならない。

　口を開く前に、了が俺の家の方に歩き出す。

「了？」

「送る」

　了に告白される前だったら、その台詞せりふを笑い飛ばしてた。女じゃないのに送るってなんだよ、って。

　だけど今は小さく頷いて了の横を歩く。もしかしたら、了はまだ俺のことを好きでいてくれるのかもしれないと思って希望が湧わいた。

　慣れた道を歩きながらとりとめもない話をしていると、家までの距きよ離りが随ずい分ぶん短く感じられた。

　家が見えるとなんだか勿体ないような気分になる。

「悪いな、送ってもらって」

　俺がそう言うと了は「話があるって言ったよな」と口にする。

「何だよ。あ、今日のノートならお前の分もあるぞ」

　了の真剣な眼まな差ざしを茶化すようにそう口にする。

　了はそんな俺の臆おく病びようさを知っているかのように、ふっと口元に柔やわらかい笑えみを浮うかべた。

「ダチに戻らせてくれないか」

　ふいにそう言われて、意外な言葉に驚おどろいた。

「え？」

　そんなの願ったり叶かなったりだ。俺だってずっとそういう元の関係に戻りたかった。だけど、了の口からそう言われると何故なぜか突つき放されたような気分になった。

　自分でもよくわからないけど、見捨てられた気持ちだ。

　この間俺を抱だいたのを無かった事にしたいという意味なんだろうか。

　俺だって出来るなら忘れたかった。自分の気持ちに気付く前だったらこの提案を手放しで受け入れられたのに。

「勝手な事を言っているのは分かってる。嫌ならあいつにしたみたいに、殴なぐってくれていい」

「………」

「…ダメか？」

　苦く笑しようするようにして尋ねられる。

　胸が苦しくて、自分がどんな顔をしているのか分からなかった。

「……いいよ」

　まるで怒おこってるみたいな声が出た。

「じゃあ、また明日な」

　それだけ言い切って、足早に家に入る。

「ありがとう」

　ドアの向こうでそんな言葉が聞こえた。

　俺は…たった五文字のその言葉に今日一番心を傷つけられた。
















　どんなに落ち込んでても、どんなに辛つらくても時間は待ってはくれない。

　不安定な気持ちから抜け出せないのに、テストはやってくる。

「きつい」

　俺が手帳を見ながらそういうと、横に座っていた辻村も覗のぞき込んでくる。

「うわっ、明後日経営学と一緒にマスコミ学と生しよう涯がい学習概がい論ろんのテストかよ。死ぬな」

　辻村の言葉にうろんな目で見返しながら「その日締しめ切りのマーケティング論のレポートもあるし」と言うと辻村が、俺に向かって気の毒そうに合がつ掌しようする。

「殺すなよ…」

　前に座っている了はガムを嚙かみながら経営学の参考資料を見返している。手元のノートには綺き麗れいな字が整然と並んでいるが、そのノートは決して見やすいとは言えない。

　了は要点だけをかいつまんで書くから、ノートに書かれるのはキーワードだけで、了以外の人間にはまったく利用価値がない。

「おい、了。お前去年マスコミ学取ってたよな？」

「ああ」

「問題どんなだった？」

　俺の質問に了はしばし考えるそぶりを見せる。辻村もマスコミ学は履り修しゆう済みだから、一緒になって考えてくれる。

「過去にマスコミが関連した裁判の事例を元に、感想を書けみたいなやつじゃなかった？」

　辻村がそう言うと、了も思い出したのか頷うなずく。

「マスコミと人権問題の裁判事例を元にして、現在の問題点と今後の課題を論ぜよ、とかいうやつだったな」

　その言葉に俺は顔を歪ゆがめた。

「確かノート持ち込み禁止だよな？　そらで覚えてねーよ、判例なんて」

　俺は弱音を吐はいて図書室の事務机の上に突っ伏ぷした。そんな問題が来たら、終わりだ。

「お前なんかまだいいよ、俺なんか未いまだに哲てつ学がく取れてないんだぜ？　今年で三回目の挑ちよう戦せんだ」

　辻村は手元の分厚い事典を捲めくりながら唸うなるように口にする。

　哲学はうちの学部の必修授業だ。学年が上がるにつれて忙いそがしくなるため、ほとんどの学生は一年次に哲学を取ってしまうが、別に一年で取ろうが最終学年で取ろうが関係ない。単位すら貰もらえれば卒業できる。辻村は毎年履修しているが、一向に単位が取れる気配がない。

「一年の時はカント、二年の時は形けい而じ上じよう学、今年は何が来るんだっ…」

「ヤマ張ろうとするから失敗するんだろ」

　呆あきれたような了の言葉に辻村はむっとした顔をした。

「こんなの一から覚えてられるかよ。信じられないくらい範はん囲い広いし。そもそも哲学ほど意味不明な学問はないと思うね」

「意味があっても無くても、それがなきゃ卒業できねーぞ」

　了は容よう赦しやなく現実を辻村に突きつける。

　辻村は少し唇くちびるを尖とがらせて、再び事典をめくり始めた。俺も、先ほどまで書いていた「世界経済と日本」という授業のレポートの下書きを続ける。

　目の前には了がいる。指を伸のばせば触ふれられる。だけど、それはしちゃいけない。

　俺達が友達に戻もどって一週間ほど経たった。お互たがい何もなかったふりをしている。

　こんなのとんだ茶番だ。俺は了が好きで、だけど表面上はなんでもない顔をしている。

　了は了で俺に絶対に触れないようにしている。それこそ指先も、肩かたも何も。視線すらまともに合わせない。俺のことを好きだと言ったくせに、何も無かったふりをする。

　友達に戻ろうとお互い言ったけど、こんなの友達だなんて言えるんだろうか。

　───好きだよ。

　ダチに戻ろうという了の言葉を裏切って、心の中で呟つぶやく。

　馬ば鹿かみたいだと自分で自分が嫌になる。今いま更さら好きだなんて、勝手にも程ほどがある。変態だなんだと拒きよ絶ぜつしておいて、今更なんだ。

　俺が了だったら、あんなにひどい言葉をたくさん言われた相手に、そんな風に言われたって嬉うれしくもなんともない。

　しかも俺には告白する勇気すらない。俺が了にしたように拒絶されるのが怖こわいんだ。

　俺は情けないくらいに臆病だ。

　───それにせっかく戻った友達の距離を、崩くずしたくない。

　俺達がもくもくとそれぞれの課題を進めていると、机の上に置いた携けい帯たいが振しん動どうする。

　店長からの電話だ。

「はい」

『あ、沢田？　申し訳ないんだけど、今日出られないか？』

　焦あせったような声で尋たずねられて俺は、今日のシフトを思いだす。確か今日の夜は深夜番の人と透先輩だったはずだ。

「なんかあったんですか？」

『三宅が辞やめたんだよ』

　嫌いやそうに店長がそう言って、透先輩のことを愚ぐ痴ちりだした。俺とシフトが被かぶる日は向こうが休んでいたから、この間のケンカ以来顔を合わせていない。大学ではたまに見かけるがお互い近づかないようにしているので、すれ違ちがうことはなかった。

「あー…そうなんですか」

　思わずほっとしたような声が出てしまう。

　正直いつか顔を合わせるのが気まずくて、俺の方がバイトを辞めようと思っていたぐらいだ。

　店長に言い出す前に向こうが辞めて良かった。

『この間も深夜の子が一人辞めたから、連続二人抜ぬけられてきついんだ。テスト期間だって分かってるんだけど、どうにかならないか？』

　心底困っているような声で言われて俺はちらりと手元のレポートを見てから、心の中でため息を吐く。

「今日の夜十時からですよね」

『そうだ。明日の朝の六時になれば早番が行く』

「…わかりました。暇ひまなときレポートやってて良いなら」

『助かるよ。途と中ちゆうから一人になるけど、大だい丈じよう夫ぶ？』

「平気です」

『ありがとう、沢田』

　通話を切ったら辻村に心配そうな顔をされる。

「おいおい、大丈夫か～？　バイトに精出して留年したやつたくさん知ってるぞ」

「分かってるけど、透先輩が急に抜けて大変なんだよ」

　俺の言葉に目の前の了が一いつ瞬しゆん、すごく嫌そうな顔をしたが何も言わずに手にした資料の頁ページを捲る。

　了の中では透先輩の名前は禁句だ。俺があんな目にあったことで、了は透先輩をあからさまに嫌きらうようになった。確かに友達が車道に突つき飛ばされそうになったら、了じゃなくても怒るだろう。

「ま、これが終わったら楽しい楽しい夏休みだからな。自分、彼女と初海外行くッス！　珊さん瑚ご礁しようとビキニの彼女とイルカとグレートバリアリーフが俺を待ってるッス」

　辻村の無む邪じや気きな声に了が釘くぎを刺さすように「追試食くらわなきゃな」と言った。

「彼女いないからって僻ひがむなよー。ごめんね、二人とも。俺だけ幸せで」

「…ノート貸さねー」

「またまた、真ちゃんてば…怒おこりんぼさんなんだから」

　俺にしなだれかかって、耳元に息を吹ふきかけながら「のーとぉ」と甘えた声を出す辻村を押し返す。

「気き色しよい！」

　そう言った瞬しゆん間かん、がたんと了が席を立って何も言わずに俺達に背を向けた。

　辻村はそんな了の急な態度に、ぽかんとした顔をしてから心配げに「俺が彼女とか言ったから、この間女の子に殴なぐられたこと思い出しちゃったのかな？」と首を傾かしげる。

「意外に引きずってるなー」

　俺はそんな辻村に何も言えずにレポートの続きに取りかかる。

　だけど空白の前の席が気になってしょうがない。

　俺が辻村に言った言葉を聞いて、散々了のことを変態だのなんだの罵ののしってきたことを思い出したのかも知れない。自分が口を滑すべらせたことを後こう悔かいする。

　しばらく待っていたけど了は戻ってこなかった。次の時間が空いている辻村を残して俺は授業に向かう。退たい屈くつな世界史が終わって、戻ってきた時には既すでに了の荷物はなかった。

「了なら今日は家の手伝いがあるからって、先に帰ったぜ。いいよな、あいつ女子高生とか教えてんだぜ？」

「そうだな」

　その女子高生の中には了を好きな子が何人かいるんだ。彼女たちが中学生の時から知ってるけど、了を見ると真っ赤になる子が何人かいる。

　前は辻村のように羨うらやましいと思っていたが、了の事が好きだと自覚してしまった今は、了の気持ちが彼女たちに向いてしまったらどうしようと思うばかりだ。

　昔は了の生徒は小学生や中学生だけだったけど、今は高校生まで教えている。その分前より彼女たちと触れあう時間は長い。

「お前夏休みどっか行くの？」

　唐とう突とつに辻村にそう聞かれて、俺はバイト以外は空白の手帳を思い出す。

「バイト」

　地元の友達や高校時代の友達と遊ぶ予定は入っているが、わざわざ言うほどの用事でもない。この年になってまで親の実家に両親と一いつ緒しよに顔を出すつもりはないから、遠出の予定はまったくない。

「うわ、切ねぇな。あれは、今年も行くのか？」

「あれって？」

「毎年行ってるって言ってただろ？　なんか了と二人で、遠いところまで花火見に行くんだろ？」

「水祭りの事か」

　毎年の事ですっかり忘れていたが、確かに遠出だ。片道三時間もかかるから、辻村には物好きだと去年笑われた。

「そうそう！　俺も彼女と行こうかな。なんなら一緒に行かないか？」

「遠えん慮りよする」

　了とはまだぎくしゃくしたままだから、今年は行くかどうか分からない。

　でも行くとしたら辻村がいた方が場がほぐれて良いのかも知れない。

「あ、やっぱり！」

「なにがだよ」

「男二人で祭りなんて絶対ナンパだもんな、そりゃ彼女持ちがいたら邪じや魔まですよねぇ」

「そんなんじゃねーよ」

「いいんですよー、気を遣つかって頂かなくても。えーえーどうせ、俺は除のけ者ですから…」

　すっかり拗すねてしまった辻村に手を焼いていると、辻村の彼女からメールが来た。その途と端たんに先ほどまでの拗ねた雰ふん囲い気きを消して、携帯画面を見ながら一人でにやにやしている。

　俺はそんな辻村に呆あきれて、結局ろくに勉強もしないうちに家に帰った。

　辻村と一緒に行くのを断って良かった。こいつを連れて行ったら彼女とのバカップルぶりを散々見せつけられるだけだろう。友人が彼女相手にめろめろになってるところは、出来れば見たくない。

　バイト時間まで仮か眠みんを取って、食事を済ませて再び大学の最も寄より駅まで来てから了に歩きながらメールを打った。

『今年の水祭りは行くのか？』

　という用件だけの短いメールを送信する。毎年八月の第一日曜日に行われる水祭りは丁度テストが全すべて終わる時期と重なる。お盆ぼん前の時期で去年もすごい人の数だったが、毎年毎年川に映る花火や灯とう籠ろう流しが綺き麗れいで、ついつい交通の不便さと人混ごみがあっても見に行ってしまうのだ。

　返信が来るまで何度も何度も携帯を確かく認にんしてしまいそうだから、俺は敢あえて携帯の電源を切る。

　バイト先について、店長に労いたわられながら店に入った。夜中の二時になったら、社員さんが帰ったので、俺は退屈な店の休きゆう憩けい室で一人手持ちぶさたに深夜番組を見ながら欠伸あくびをかみ殺す。

　レポートの下書きは大体終わったから、後は家のパソコンで打ち込むだけだ。

　ぼんやりしていると忘れていたはずの返信が気になって、ロッカーの中に仕し舞まった携けい帯たいを取り出す。

　電源を入れるとメールの着信表示があった。

『お前の都合が合えば行ける』

　了のその返事でさっきまで怠だるくて、眠ねむくて退屈だと思っていたのに気分が浮ふ上じようする。

　返信されたのはメールを送信してすぐ後だった。

『行きたい』

　と返すと、五分もせずに返信が来る。了も起きているのかと思って、電話を掛かけた。

　通話ボタンを押す指が、震ふるえた。呼び出し音は二回鳴って、了が出る。

「今大丈夫だった？」

『ああ、レポートやってた』

「ごめん、邪魔したか？」

『そろそろ飽あきていたところだ。気分転てん換かんに何か話せよ』

「うわ、何その俺様な感じ」

　ははは、と笑いながら祭りの事を話す。

　途中客も来たが、その間も通話は切らずに休憩室に携帯を置いたまま接客した。

　バイトが終わる時間まで了と話した。引き継つぎの人が来る前に一度レジ締しめをして、軽く店内を掃そう除じする。コンビニみたいに雑多な物が置かれている店内をぐるりと回ってから、クーラーで冷えた体を解ほぐすように体を動かす。

　ラジオ体操のまねごとをやっていると、早番の社員が来た。

「朝から元気だな」

「なんか今気分いいんですよね」

　俺の言葉に早番の社員は「若いからなー」と納なつ得とくできるような、できないような言葉を口にして外にあるトイレの掃除に行った。

　退勤処理をしてから、すっかり陽ひの昇のぼった外に出る。夏とはいえ、まだ朝は空気がそんなに暖まっていない。ジョギングする人や散歩する人、早朝から配達で動いているトラックなどを眺ながめながら、先ほどまで繫つながっていた携帯をポケットから取り出す。

　発信履り歴れきの一番上にある「了」という名前を見つめた。

　───なんとかやって行けそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶだな」

　どこか寂さびしく思いながらも、ほっとしてそう呟つぶやく。

　あいつと普ふ通つうに会話できる。気持ちを気付かれないまま、うまくやっていける。

　また友達に戻もどれる。

　この気持ちはなくならないだろうけど、それでも上手に隠かくし通せるからこれからもきっとつきあっていける。

　そう思って、切ない気持ちを心の奥に押し込めた。
















「凄すごい人だなー…」

　俺の言葉に了は毎年のことだと呟く。

　よく混雑を表す言葉に芋を洗うような、というのがあるがまさにそれだ。

　ただでさえ暑いのに、人の熱でさらに温度が増している。

　家族連れも多いが、カップルも多い。浴衣ゆかたを着ている人たちも半数以上いるようだ。俺達も例に漏もれず浴衣を着ている。

　中学の時以来了と祭りに行くときは浴衣と決まっている。中学の時に着方は教えて貰もらって、今では自分で着付けができる。覚えてしまうとすごく簡単なので、自分で着られない人がいるというのは不思議だ。了なんて、洋服を着るのより早く着られる。

「辻村も来てるのか？」

　了の言葉に俺は首を振ふる。テストは一応ぎりぎり全部クリアできたようだが、最愛の彼女と現在ケンカ中でとても祭りどころではないらしい。早く修復しないと海外旅行までダメになると、この間電話口でため息混じりに語っていた。

　理由は辻村自身が分からないというのだから、俺達に分かるわけもない。

「花火何時からだっけ？」

　俺の疑問に了は「八時だろ」と答えて足早に近くの屋台に向かう。

　すぐに両手にビールの入ったコップを持って帰ってくる。

「初めからそれかよー」

　それでも泡あわが立った、冷えたビールに口を付けると染しみこむようにうまさが広がる。

　夏はやっぱり、ビールだ。

「うまっ」

　俺の一言に了が笑う。

　人にぶつかって中身を零こぼさないように注意深く歩く。先ほど見知らぬ女の子に下げ駄たで踏ふまれた小指がまだ痛い。足あし下もとは無防備にも、黒のビーチサンダルなので人混みには要注意だ。

「とりあえず食料買って、いつものところ行こうぜ」

「あんまり買いすぎても、去年みたいに余るぞ」

　俺は早々に飲み干したビールのコップを手にして屋台を回る。了の忠告は分かるが、屋台にならんでいるとついつい美味おいしそうに見えてしまうのだ。絶対に一度も食べ切れたことのないリンゴ飴あめとか、甘い物が余り好きじゃないのに買ってしまうカルメ焼きとか。

　ビールをもう一いつ杯ぱい買おうかと思ったが、トイレが毎年混むのは知っているから我が慢まんする。

　立ちション禁止なんて書かれた看板が入り口付近に立っていた。

　ふと、視線の先に型かた抜ぬき屋を見つける。子どもが群がっているが、中には大人おとなの姿もある。

　俺はアレがすごく下手へたで、いつも最初の方にダメになった。ダメになったやつを食べてみたが、別に美味うまいわけじゃなかった。

「あれやったことある？」

「一回やったけど、すぐに割れた」

「だよな！」

　なんでも器用にこなす了も同じだということが嬉うれしくてそう言う。

「金魚すくいとかやらねー？」

「金魚どうするんだよ」

　冷静な了のツッコミに俺は「そこらの子どもにあげればいいじゃん」と返して、足早に金魚すくいの屋台に近づく。中には酸欠になるんじゃないかというぐらい金魚がうようよ泳いでいた。

　つまらなそうな顔をした店番のお姉さんからお椀わんと最も中なかを二セット買って、人のいない隅すみに行く。了を待っていたが、なかなか来ない。

　もしかしたらまたビールを買いにいったのかもしれない。

　仕方ないから、一人で始めた。

　あまり水につけないようにと注意しながら、表面近くに浮うかんできた金魚をすくい上げようとして逃にげられた。最中は破けはしなかったが、水を吸ってへにゃりと曲がっている。

「あー…」

　俺の所作を見守っていた近くの子どもは「もっと素す早ばやくやらなきゃだめだよ」とアドバイスをくれる。

「わかってるんだけどさー」

「俺なんか二匹ひき取ったよ」

　得意げな言葉に「すげーな」と返すと、にこりと誇ほこらしげに微笑ほほえまれた。

　子どもはわかりやすくて素す直なおで可愛かわいい。

　しばらく水面をじっと観察していると、出目金が浮かんできた。だけど、なんだか見た目が不気味なその魚をすくう気にはなれなかった。赤の綺き麗れいな金魚がいいな、と思っていると小さいのが一匹ぴき上がってくる。すかさず先ほどの最中を水につけたら、動かした途と端たんに針金のところから剝はがれ落ちる。

「あー…」

　先ほどと同じで情けない声を出す。了の分だった二個目の最中もそんな感じで失敗した。

　すくえなくてよかった、すくえてたら金魚のやり場に困るところだった。

　そう思って、自分の気持ちを慰なぐさめる。

「了のやつ、どこ行ったんだろう」

　裾すそが汚よごれてしまった白い浴衣を叩たたく。白地に黒で菖しよう蒲ぶの葉と花が描えがかれた浴衣は元々は了のものだった。身長が合わなくなったからと貰ったもので、大人っぽく品があるのに花の装そう飾しよくには遊び心があって、なかなか気に入っている。ただ白いから汚れが目立ってしまうのだ。

　了は藍あい色いろの着物を着てる。ところどころにわざとむらがあり、グラデーションのように色が変わっているのがなかなか粋いきだ。でも、紺こんや藍色を着ている人は多いから見つけにくい。

　いっそ大声で叫さけんだら早いだろうか、と思いながらもきょろきょろと見み渡わたすと了が女の子達に囲まれてるのが目に入った。

　派手に髪かみを結ゆい上げて、色とりどりの浴衣を着ている。先ほどまで尾おをひらひら振って泳いでいた金魚みたいだな。

　彼女たちを見ていると、俺を馬ば鹿かにするかのように浮かんでは沈しずんだ、取れなかった金魚を思い出す。

「何触さわってんだよ…」

　了の手を取って、藍色の裾を引いて女の子達がどこかに了を誘さそおうとしてる。

　それを見ていたら、凄く腹が立った。

　その時、了が俺に気付いた。

　ふいに目があった瞬しゆん間かん、なんだか逃げ出したいような気持ちに駆かられたが一歩下がっただけで逃げはしなかった。

　───なんで、逃げようとしたんだろう。

「真一」

　了が女の子を振り切って俺の近くに来る。

「なんだ、金魚すくえなかったのか？」

　からかうような声が癪しやくに障さわる。

「うるせーよ」

　なんだか了の目を見てられない。俯うつむくと楽しかった祭りの気分がどんどん沈んでいく。さっきまできらきらしていた屋台の食べ物や遊びが途端に安っぽく、どうでも良いものに思えた。

「何拗すねてんだよ」

　笑い混じりに了が俺の頭を撫なでようと手を伸のばすから、その手を咄とつ嗟さに弾はじいた。

「あのぉ、私達も丁度二人で来てぇ、良かったらぁ…」

　さっき了を囲んでた女の子たちがわざわざ近づいてきてそう言うから、俺は思わず了を睨にらむ勢いでそのまま彼女たちを睨み付けた。

「どっか行けよ、ブス」

　俺の台詞せりふを聞いて鼻白んだ女の子たちは口々に何か言っていたが、踵きびすを返すように多すぎる人混みに紛まぎれた俺には何も聞こえない。人の波を押しのけて、ずんずん進んだ。

　屋台の反対側に出てしまうと、途端に人混みがなくなり冷静になる。振ふり返ったら了が人混みの間からコチラに来るのが見える。

　ちゃんと追いかけてくれたのかと、安心した。

　試ためしてる自分を最悪だと思いながらも、近づいてくる了を見ているとつい甘えてしまう。

「お前、いきなり何だよ。わけわかんねー」

　了の言葉に「人に酔よったから…」と歯切れの悪い言い訳を口にする。さっきまでムキになっていた自分を反省した。

「平気か？」

　了はぽんと、俺の頭の上に掌てのひらを置く。大きな手だな、と思ったら触ふれたくなったが俺からはできない。

　前みたいに、屈くつ託たくなく触れられたのが嬉しくて悲しい。

　了はもう俺のこと何とも思ってないんだろう。じゃなきゃ、そんな風に何気なくなんて触れられない。そりゃそうだよな、友達に戻もどろうって言い出したぐらいなんだから。

　だけどあんな風にしておいて、俺の気持ちを引っかき回しておいて狡ずるい。

「平気」

　頭かぶりを振って了の手を追い払はらう。

「さっきの嫉しつ妬とか？」

　冗じよう談だんめかして了が言う。

「そんなんじゃねーよ、バーカ」

「フェミニストのお前があんな風に言うから驚おどろいた」

「……ひどい事言ったよな」

　考えてみれば見知らぬ女の子に「ブス」なんてひどい。

「助かったよ。断っても断ってもしつこく俺の進路塞ふさいでたしさ。そろそろ俺もキレそうだったから。お前が言わなきゃ、俺がもっとひどいこと言ってた」

　それでも、言うべきじゃなかった。

　了のフォローに唇くちびるを嚙かんで俯く。

「時間早いけど、行くか？」

　そう聞かれて俺は頷うなずく。そう言えば買い込もうと思っていた食料は何一つ買ってないけど、再び人混みに戻る気は起きなかった。

　祭りの会場から離はなれて、砂利じやり道を了と二人で歩いた。駐ちゆう車しや場になっている広場を横切って赤い鳥居をくぐり神社へと続く階段を上がる。大人二人が横に並んでぎりぎりの幅はばの階段は、急でところどころ石が欠けている。

「真一」

　暗くて危ないから、と手を出された。躊躇ためらいながらも手を繫つなぐ。

　繫いだ場所から、気持ちがばれやしないかとはらはらする。だけど、言葉にせずとも全て伝わるなら、それはそれで良い気がした。

　真っ暗で風のない夜だったから、虫の音が聞こえる。生暖かい空気が体にまとわりついて、繫いだ手も汗あせばむ。

　ある程度石段を上っていくと、頭上から生おい茂しげる木が消える。そこから少し上ったこの位置が例年俺達が花火を見る場所だ。

　これ以上登ると空の花火は見えるが、灯とう籠ろうや水面に反射する花火は見えなくなる。

　苔こけむした石の間から雑草の覗のぞく石段にそのまま腰こし掛かけた。石段はひやりと冷たい。

「灯籠、もう流れてるな」

　初めて来たときは俺達も灯籠を買って流した。中の平たい蠟ろう燭そくに火を点つける時に、どきどきした。

「今年も買えば良かったな」

「前みたいな願い事書くなよ」

　そう言われて、七夕の短冊みたいに灯籠の側面に願い事を書いたことを思い出す。何を書いたのか忘れたけど、ひどく子どもっぽいことを書いたことだけは覚えてる。

　川の流れにそって流れていく灯籠の横で、舟ふな山車だしの提ちよう灯ちんが煌こう々こうと光っていた。

　ゆらゆら光が揺ゆれて流れる灯籠の行方ゆくえを追う。今まで気にしたことはなかったけど、あの灯籠はどこかで回収されたりするのだろうか。

　そんなことをぼんやり考えていると、ドンと音がして花火が空に散る。

　始まった花火に俺達が先ほどまでいた少し遠くの方で歓かん声せいが上がる。散っていく花火が川の水面に映る。

　これが水祭りの醍だい醐ご味みだ。

　立て続けに何発も上がって、色とりどりの花火が空を彩いろどる。

「綺き麗れいだよな」

　そう言って了を振り向いたら、了は俺を見ていた。絡からまった視線に、身動きが取れなくなる。

　上がる花火に了の横顔が照らされて、どきりとした。

　無む理り矢や理り、自分の視線を花火に向ける。了の方を見ないように気を付けた。

　了が後ろの石段に手を突いて体を傾かたむける。そんな何気ない動作も気になった。

「ああ、綺麗だ」

「そ…だな」

　まるで自分に言われてるような気がして、自意識過か剰じような自分が可笑おかしくなる。

　目の前の綺麗な花火の雰ふん囲い気きに飲まれて、思わず自分の気持ちを口走りそうになる。

　立てた膝ひざに肘ひじを突いて、両手で口を押さえながら花火に見み惚とれた。背中は緊きん張ちようで強こわばったが、それでも顔は何でもないふりをしていたと思う。

「真一」

「な、なんだよっ」

　焦あせった声が出てしまったと思ったが、了は俺の心情なんか気付かずに「ビール買ってくりゃよかったな」と口にする。

「ああ、そう…だよな、うん。ビールね」

「それなら酔ったせいにできるのにな」

「え？」

　何が？　と尋たずねるよりも早く、抱だき寄せられる。

「なんか、やっぱり無理だわ」

　了がそう言って、ははっと笑う。

　いきなり抱きしめられた動どう揺ようで肩かたが震ふるえた。

「友達に戻れるかも知れないって少し思ったけど、やっぱ無理。三週間しか経たってねぇのに、俺すげぇ我が慢まん利かねぇな…」

　自じ嘲ちようするようにそう口にした了に、俺は泣きそうになった。

　もう俺の側にいるの嫌いやなんだろうか。あんなにひどいことをたくさん言ったから、今日もさっき女の子たちに腹が立ってガキっぽい態度をとったから。

　俯うつむいた俺の手を、了は強く握にぎった。

　そのまま引き寄せられて手の甲こうに口づけられる。

「っ」

　その事にびっくりして、逃のがれようとするのに手は離れない。

　指が軋きしむぐらいに強く握られると同時に向かい合うようにして、了の頭が俺の肩の上に落ちる。

「朝が来たら、もうお前の事を思い出さない。真一に声を掛かけることもしない」

　告げられたその言葉に冷や水をかけられたような気分になった。

　友達でなくなるのですら、すごく辛つらいのにどうして追い打ちをかけるようにそんなことを言うんだ。

　握られた手の力はとても強く、決して離すまいとしているようなのに、どうしてそんな悲しいことを言うんだろう。

　胸が痛んだ、一いつ瞬しゆん手が震えそうになった。だからただでさえ強く摑つかまれているのに、それ以上の力で握り返した。震えないようにするにはそれしかなかったから。

「好きだよ」

　聞いたこともないぐらいに優やさしい声で了が言う。

　空いた手が優しく髪かみを撫なでる。

「友達に戻もどれるなら俺も戻りたい。だけどお前の側にいるとやっぱり触ふれたくなる。お前が俺に怯おびえてるって分かってるのにな」

「了」

「こんな場所に二人きりで来るんじゃなかったな」

　自嘲気味に弱音を吐はくように了が言う。

　了に握られたままの手がじっとりと汗ばんだ。

　告げられたその気持ちを信じたいのに、裏切られるのが怖こわくて俺は心に引っかかっている事を口にする。

「友達に戻ろうってお前が言ったんじゃないか」

　小さな声で問う。

「お前と辻村が一いつ緒しよにいるのを見て、辻村に嫉妬した。俺にはそんな資格ねぇのに。だから、友達に戻りたかったんだ。友達の中じゃ、お前の一番は俺だったから」

　どうしてお前は俺のことがそんなに好きなんだよ。なんでこんな俺のことを何度も好きだと言ってくれるんだよ。あんなにひどい言葉を投げつけたのに、まだ俺のことを好きでいてくれるのはどうしてだ。

　こんな臆おく病びよう者のことを、どうしてそこまで想おもってくれるんだ。

「側にいたらまた絶対にお前を泣かせるから。無理矢理触れてお前に泣かれるのはもう嫌だ」

　だから朝が来たら、さよならだ。

　耳元にそう囁ささやかれて切ない気持ちで一いつ杯ぱいになる。

　なんでお前は勝手に別れを決めようとしているんだ、と責めようとして俺がそうさせてしまったのだと気付く。

「人を…泣き虫みたいに言うなよ。お前の前で泣いたことなんて、ほとんどねーだろ」

　唇くちびるを尖とがらせて口にする。了は掠かすれた声で言った。

「親が正式に離り婚こんした日、夏休みだったのに俺を訪ねてわざわざ家まで来てくれただろ。俺の話を聞いて、自分の事みたいに号泣してくれたよな。どうしてお前が泣くんだって聞いたら、了が泣けないから俺が代わりに泣いてるんだって怒ど鳴なられた」

　肩の上から重みが消えて、了が俺をみつめながら、はにかむように笑えみを作る。

　それが昔一度だけ見たことがある、あの綺麗な笑え顔がおに変わっていく。

　その顔は相変わらず俺の心をどきまぎさせる。

「自分でも薄はく情じようだとは思ったけど、お前がそうやって泣いてくれた瞬しゆん間かんに、女作って慰い謝しや料りようも払はらわずに行方ゆくえ不明になった親父おやじのことなんてどうでもよくなった」

　あの日は母親からスイカを持たされて了の家に行った。家には了が一人きりで、離はなれからは了の祖母が教えている書道教室の賑にぎやかな声が聞こえていた。了が淡たん々たんと父親が出ていった時の様子を俺に聞かれるがままに話す内に、俺は涙なみだが止まらなくなって逆に了に慰なぐさめられた。

　今思い出すと慰めに行って慰められたなんて、情けない話で恥はずかしい。

「学校の前の神社でふて腐くされてた俺に話しかけてきただろ？　最初はしつこいやつだなって、放って置けよってすげぇ苛いらついた」

「言われたから知ってる…」

　まるで犬いぬ猫ねこでも追い払うかのように、邪じや険けんにされた。

　俺自身今思い出しても、よくめげなかったと思う。どうして親しくもない奴やつに、あんなに懸けん命めいになって話しかけていたのだろうか。

　だけど少しずつ俺の話に了が返事をくれるようになった。

　誰にも相談できなかったんだ、と話の最中に了がぽつりと言った言葉を覚えてる。

　母親はただでさえ気き丈じように涙を堪こらえていて、祖母は自分が娘むすめ夫婦の仲を壊こわしてしまったんじゃないかと反省していたから、どちらにもいつも通り何にも感じていないように振ふる舞まってると了は言っていた。

「…最後の方は了が笑ってくれて、それ見て凄すごくほっとしたよ」

　さっきも見たその笑顔は、ほっすると同時に何故なぜかひどく心をざわつかせるような物だったけど。

「あのとき、真一を好きになったんだ。あのときからずっと、真一だけを見てる。きっとこれからも、俺はずっと真一が好きだ。だけどお前は俺のことなんか全部忘れてくれ」

「全部ってどっからだよ、この七年間全部かよ。それとも、お前の告白から？　それともお前に抱かれたことか？　わけわかんねーよ、お前。それで、全部忘れて…出会わなかった振りでもするつもりかよ」

　語ご尾びが震えた。握りしめた手だけは絶対に放したくなくて、もうろくに感覚もないのにぎゅうぎゅう握りしめる。

「側にいたら、お前が怖がることをまたする。お前が嫌がることは一つもしたくないのに、我慢が利きかないんだ。格好悪いよな」

　そんなこと無い、という声が掠れた。

　お前はかっこうわるくなんて無い。

「泣くなよ」

「お前のせいだ、バカ」

「悪い」

　繫つないだ指を解かれる。

「俺のために泣いてくれた真一を、俺のせいで泣かせたくないんだ」

　肩を抱いた手が離れるのを感じて、弾はじかれるように了の首に抱きつく。

「真一？」

　驚おどろいたような声で了が俺の名前を呼ぶ。

「さっきの、お前が言うとおり嫉しつ妬としたんだっ」

　消えそうになる勇気を振り絞しぼって、俺は嚙かみつくようなキスをする。

　歯がぶつかって痛い。それでももっと触れたくて、唇を押しつけてた。

　唇を離して、了の顔をみるのが怖くて俯いて言った。

「俺だって今いま更さら友達になんか戻れねーし、なかったことになんか尚なお更さらできねーよ」

「真一」

「俺だって…もっとお前に触れたいよ」

　そう言った途と端たん、強く抱だき込まれて俺がしたのよりも濃のう厚こうなキスを返される。

　息もつけないような、深いキスは今までしたどんなキスよりも激しくていやらしい。

　息が切れるほど、腰こしが抜ぬけるほど了に翻ほん弄ろうされた。

「…不公平だよな。俺は全部が、キスもつきあうのも、………やるのもお前が初めてなのに、お前は全部他の奴と経験してんだから」

　拗すねたように口にすると、了が俺の目元に口付ける。涙を吸われたのか、と気付く。

　あんな体ごと心がとけるようなキス、誰に教えて貰もらったんだ。誰に実じつ践せんしてきたんだ。

「俺の初めては全部お前なんだから、俺にも何かお前の初めてをよこせよ」

　了はしばらく黙だまってから「初めて人を好きになったのは、中学二年の時」とぽつりと言った。

「そいつの事は知ってた。いつも誰かと一緒にいて、いつも笑ってた。サッカー部で走り回ってる姿をたまに見た。すごく目立つ奴だったからな。そいつと初めて話したのは、気分が落ち込んでどうしようもなくて、家を抜け出した夏の夜だった」

　了は困ったように口元に笑みを乗せる。

「膝ひざが故障してもサッカーを続けたのは、そいつと同じフィールドに立っていたかったからだ。ちょっと無理するとすぐに痛む膝でも、そいつの役に立てるのが嬉うれしかった」

　あのとき、故障してるそぶりなんてちっとも見せなかった。そう言えばこいつはそういうやつだ。

　自分の痛みや努力を他人に見せない男だ。

「辛つらい時でも周りの連中に愚ぐ痴ちや他人の悪口を言わないやつで、一人でためこんで頑がん張ばってる。そんな姿を見たら、支えてやりたくなる」

　その言葉に、ぎゅっと胸が甘く痛む。

「友達でよかった。永遠に側にいられるなら、気持ちぐらい押し殺せると思ってた。だけど欲が出たんだ。お前をあの女に取られるかもしれないって思ったら、我が慢まんできなくなった」

　なんだよ、そんな殊しゆ勝しような性格じゃないくせに。甘い言葉を囁くタイプの男じゃないくせに。

　最初の告白は、おざなりも良いところだったのに、どうして今になってそんな恥ずかしくて死にそうな台詞せりふを口にするんだよ。

　───永遠なんて言葉、俺は言ったこともない。

「も、もういいからっ。分かったから！」

　遮さえぎるように慌あわててそう言うと、了は俺の耳元に唇を寄せて内ない緒しよ話ばなしするようにトーンを落とす。

　耳みみ朶たぶに了の吐と息いきがかかって体がぞわぞわする。

「本当は…キスも真一が初めての相手だ」

「噓うそつけっ。中三の時にはすでに女の子とヤッてたじゃん。高校に入ってからも女が切れた事ないくせに」

「中三の修学旅行の時」

　そう言われて眉まゆ根ねを寄せる。

　修学旅行の京都では了と俺は同じ班で、同じ大部屋だった。

「まさか…」

　俺の言葉に了は「寝ね顔がおが可愛かわいかったから」と悪びれもせずに口にする。

「お前！　勝手にっ」

　怒鳴りつけようとしたら「キス一つで今まで我慢したんだから、褒ほめて欲しいぐらいだ」と言い出す。

「無防備に俺の横で寝てる姿に、いつも理性をためされてたな。俺の部屋に泊とめなくなったのも、お前の部屋に泊まらないのもそういう理由だ」

　友達だと思ってたから、無防備になっててもしかたないじゃないか。

「女とっかえひっかえだったくせに」

「真一は友達の元彼女には手を出さないだろ」

　そんなの当たり前だ。まさか牽けん制せいのために女の子たちに手を出してたんだろうか。

「なんで最初から俺に告白しなかったんだよ」

　了は「フラれるって分かってるのに告白するのがどんだけ怖こわいか分かるか？」と口にする。

　それは分かる。分かるけど…。

「お前にも怖い物なんてあるんだ？」

　了の口から初めて「怖い」なんて言葉を聞いた。

「じゃあ、なんでいきなり告白したんだよ。怖いんじゃなかったのかよ」

「いい加減我慢の限界だったからな。でも、あのときも怖かった。声は震ふるえなかったけど、手は震えてた」

「マジか」

　全然そんなそぶりなかったくせに。

「真一と居ると色々感じる。怖いも、嫉妬も、愛いとしいも、切ないも」

　そんな言葉をきいたら、何も言えなくなる。

　言いたいことはたくさんあるのに、言葉がうまく纏まとまらない。

　俺だって了といると色々感じる。それこそ嫉妬や焦しよう燥そう感かん、胸が甘く疼うずいたり、逆に酷ひどく痛んだり。頭の中が了で一いつ杯ぱいになったりする。了に好きだと言われるまでは、そんな風にはならなかったのに。

　黙り込んだ俺に腕うでを回し抱き寄せる了は「好きだ」と口にする。

「……恥はずかしい奴やつ」

　悔くやしいから、まだ恥ずかしいから「俺も好きだ」なんて言葉は言ってやらない。

　その代わりに、了の唇くちびるにキスをする。

　触ふれた瞬しゆん間かん、体中がぞくぞくした。

「ここでしたら、不味まずいよな」

　了が苦く笑しようしてそう言うから、俺は思わず笑ってしまった。










　手を繫いだまま二人きりで夜道を歩く。

　向こうにいたときはそうなってもいいと思っていたけど、いざ時間を空けてしまうとなかなか元のテンションには戻もどれないものだと俺は今実感している。

　戻れないと言うよりも少し時間をおいて冷静になると、死にたいぐらいに恥ずかしい。

　顔は火がついたみたいに真っ赤だし、なんか逃にげ出したいような叫さけびだしたいようなおかしな気分になる。

　手はしっかり指まで絡からめて繫つないでるから逃げる事なんてできないし、しちゃいけないんだとは分かっているが居たたまれない。

「…死にそう」

「何？」

「……恥ずかしくて死ぬ」

　そう言ってる自分も恥ずかしい。

　きっと後で自己嫌けん悪おするな、と思いながら顔を隠かくすように俯うつむいた。

「死ぬなら腹上死にしろよ」

　お前もう、ホント馬ば鹿か。

　呟つぶやいた俺の言葉に了が笑う。それを見て少し緊きん張ちようがほぐれた。

　でもやっぱり、家の鍵かぎを開けるときとか自分の部屋に行くときは緊張した。

「おばさんいるの？」

　了にそう聞かれて頷うなずく。玄げん関かんに靴くつがあったから、たぶん帰ってきてる。

　それを考えると、少し罪悪感がわいた。

　部屋に入ってベッドが目に入り戸と惑まどう。自分からそこに行くべきなのかな、と考えてまた居たたまれなくなる。

　そう思っていると背後から了が俺の首筋に口付けた。

「わっ」

　びくっとして思わず猫ねこみたいに飛び上がった。

「りょ、了！　今思い出したんだけど、俺っ、シャワー浴びてない」

「焦じらさなくても俺、充じゆう分ぶんその気だから」

「じ、焦らすとかじゃなくて、俺汗あせくさいと思うから！」

　遊んだ後だし、今日は結構動いたし、心理的な理由で汗もたくさんかいたし。

　逃のがれようとすると了の手が襟えりの合わせ目から入り込む。

「了、だからちょっと待てってば…俺、まだ二回目…っ」

　まだ二回目で慣れてないんだから、と言おうとしたことに気付いて慌てて口に手を当てるが、そう言えば祭りで既すでに「全部了が初めて」と口にしていた。

「う、その…えっと…」

　今まで何度も吐ついてきた噓がばれてしまった事に焦あせる俺に、了は笑いながら耳じ朶だに嚙かみつく。

「あっ、ちょ、お前」

「知ってた」

「は!?」

「どれだけお前のこと見てきたと思ってるんだよ？　全部知ってた」

「し、知ってて笑ってたのかよっ」

　恥ずかしさから八つ当たりのように言うと、了は俺の帯を解いた。はらりと足下に落ちたそれと共に、浴衣ゆかたの前が開かれる。

　緊張でがちがちになった体に了の手がはい回る。

　二回目なのに、この間よりもどうしてこんなに恥ずかしいんだろう。

　自分の部屋だからだろうか、それとも気持ちが通じ合った後だからだろうか。

「お前の作り話がいつか本当になるぐらいなら、その前に俺が抱だいてしまおうかって、ずっと悩なやんでたよ」

「っ」

　抱くとか、そういう事言うなよ。その単語だけで充じゆう分ぶん恥はずかしい。

　居たたまれない気分で黙だまっていると、何のためについてるのか分からない胸の飾かざりを了が指先で何度も弄いじってくる。

　そんなの止めて欲しいのに、その度たびに息が乱れる。

「んー！」

　出そうになった高い声を飲み込んで首を振ふる。

「すげぇ可愛かわいい」

　か、可愛くないって！　ただの汗くさい野や郎ろうになんてこと言うんだよ！

「お前、節穴すぎ…っ」

「なんで？　すげぇ可愛いよ」

　浴衣を脱ぬがされながらそう言われる。

　可愛いとか、今まで一度も言われたことないし。こんな成長しきった男の俺にそう言うのは絶対に可笑おかしい。アイドル系の男子にそういうならまだ分からないでもないけど、成人してる俺みたいなやつに言うのは絶対に間ま違ちがってる。

　そんなことを言うのは世界中探したってきっと了だけだ。

「んっ」

　むき出しになった肌はだの上に唇を落とされた。背中の肩けん胛こう骨こつから、腰こし骨ぼねのあたりまで唇で辿たどられる。了の肩かたに手を突ついて「やめろよ」と言う。

「なんで？」

「だからシャワー…」

　恥ずかしくて、拗すねたように言ったら「そんな余よ裕ゆうねぇよ」と突っぱねられた。

　そのままベッドに転がされて、下着を脱がされて足を開かされる。

　ふと目にした了の欲望に、かっと顔が熱くなる。

　どうしていいのか分からずにまぐろ状態でいる俺の口の中に、了の指が入りこむ。

「舐なめて」

　言われるがままに舌で絡めた。この間この指を入れられたことを思い出して、今自分がしている行こう為いが、入れるための準備なのだと思い当たると恥ずかしさでろくに舌を動かせなくなる。

　唇から指を引き抜ぬいた了は俺にキスをしながら、その指を俺の想像通りの場所に押し込んでくる。

「んんんっ」

　異物感に背中が反り返る。

　くちゅくちゅと音がする。前は了のものに擦こすられて早くも先走りを滲にじませる。

　乱暴な指が中で勝手に動いて、その度に腰こしがびくびくと揺ゆれて前を了に擦りつけてしまう。

「あつっ」

　熱くて硬かたい、そう思ったら思わず口をついて出た。

「クーラーつけるか？」

　勘かん違ちがいした了にそう聞かれて首を振る。リモコンは入り口付近の壁かべにかかってる。今離れて欲しくない。

　キスをしながら時間をかけて解ほぐされて、もうそれだけでイってしまいそうになる。

「一回出せよ、真一」

　熱のこもった声で了が言う。前も後ろも同時に指でいじられる。

　胸も了に甘あま嚙がみされて、びりびりと痺しびれている。

　そんな風にされたら、たまらない。

「おかしくなる…っ」

　もう了の指が何本入ってるのかも分からない。水音はさらに大きくなって、部屋の外まで聞こえるんじゃないかと思った。

「なれよ。俺なんかとっくになってる」

　胸のところで囁ささやかれて、余計に激しく指を動かされる。

　敏びん感かんな部分ばかり攻せめられて、俺はあえぎ声しか出せなくなった。

「あっ…りょう」

　しがみつくみたいに了をかき抱いだく。触ふれたところがお互たがいじっとりと汗ばんでいた。

　熱帯夜のせいだけじゃなく、頭の中がぼうっとする。

「んっ…あ…も、イきそう」

　そう言ったら、さらに奥まで指が入り込んできた気がした。

　長くて無骨なあの指が体の中にあるのだと想像した瞬しゆん間かんに、痙けい攣れんするようにして俺は了の手の中に白はく濁だくしたものを放出してしまう。

「あー…はっ」

　息を乱したまま了にキスされて、そのまま舌を嬲なぶられる。

　了の手が俺の出したものを先ほどまで指が出入りしていた場所にぬりつける。

「や…なに？」

　イッたばかりなのに、また中に入り込んできた指を押し戻もどそうと中が蠢うごめく。

　まだだらだらと前から溢あふれる精液を搦からめ捕るように了の指がそこにふれて、また後ろに擦すり込まれる。

「…りょう、まだ、まだ無理…、待って…も、待って」

　イッたばかりなのに触れられると、刺し激げきが大きすぎてきつい。簡単な刺激で、緩ゆるい絶頂を迎むかえそうになる。

「っふ…あ…、触さわるなって…。っあ、あっ」

「すげーな、平気か？」

　だから待てというのに、了は聞き入れてくれない。震ふるえる入り口に了の怒ど張ちようしたものが触れると、この間の事を思い出してふいに体が竦すくむ。

　あのとき凄すごく痛くて、翌日も体が痛んで機き敏びんに動けなかった。

　怖こわくなって「りょう」と名前を呼ぶ。

「中、入れていい？」

　了の指が俺の腰を抱かかえ込む。先ほどよりもしっかりとそこに触れた了の熱に、了も限界なんだと気付いた。

「ダメって言ってもいれるくせに」

　恨うらみ言のように前回のことを思い出してそう言う。

　了は「今日はイイって言うまで我が慢まんするから」と出来もしないことを口にする。

　もう既すでに尖せん端たんが、入り込もうとしてるのに。

「っ…うそつき」

「真一」

　音を立てて何度も顔にキスが降ってくる。

　入りそうで入ってこない欲望に、俺の方が我慢がきかなくなりそうになる。

　飢うえたように腰が揺れて、恥はずかしさを堪こらえるために目を閉じて「いいよ」と言った。

　目を瞑つぶっていても、目的の言葉を言わせてにやりと笑う了が見えた気がする。

　ああ、もう本当に嫌いやな奴やつ。

　ここまでさらけ出してるのに、まださらけ出させようとするなんて。

「っ…ぅ…あー」

　大きな声が出そうになって思わず唇くちびるを嚙かみしめると、了の唇が俺の唇を塞ふさぐ。

「ふっ…」

「次やるときは、声気にしなくていいところでしような」

　了がそんな事をキスの合間に囁く。答えることも出来ずに、俺はただ了が入り込んでくる衝しよう撃げきを耐たえる。

「んぅ…んっ…ぁ」

　全部奥まで入り込んでも、それでもまだ苦しくて思わずシーツを握にぎる。

　立てた膝ひざの裏を汗あせが流れていくのを感じた。

　こんなに激しくベッドの上で動いて、下にばれないだろうかと気にかかる。

　真下は台所でお袋ふくろの部屋とは離はなれているけど、もし気付かれたらと思うと怖い。

「手、こっち」

　今までシーツを握っていた手を了の首に回される。

　おもわずその背中に爪つめを立ててしまう。

　まだどこかに痛みは残っているし、圧あつ迫ぱくされて苦しいのに同時に神経が焼き切れそうなくらいの快感も感じてる。

「あぅ…あっ」

　ゆっくりと了が腰を動かし始める。小刻みに揺すられて、絶え間なく淫みだらな音が耳に届く。

「すげぇ気持ちいい」

　眉まゆ根ねを寄せながら了が言う。そんな言葉を聞いて、ついつい嬉うれしいなんて思ってしまう。

　勝手に体が中にいる了を締しめ付けてしまう。

　もっと欲しくておかしくなりそうだ。

　奥まで突つき上げられて揺さぶられて、もうとっくに羞しゆう恥ち心しんなんてなくなってる。

　ただただもっと欲しくて欲しくて、どうしてこんな風に思うんだろう。

「も、だめ…りょう。そんなに、しちゃ…だめ」

　もっと感じていたいのに、限界がちらつく。はやくイきたくてびくびく震える体が揺するように収縮を繰くり返す。

「りょう、りょう」

「またイきそう？」

　頷うなずくと了が俺の根本をきゅっと手で締め付ける。

「んっ。あ、なんで…？」

「我慢して、真一」

「っ…も、できないっ。手…はなせよっ」

　首を振ふるとぱさぱさと髪かみが音を立てる。

　イきたくて、体中痺しびれてるのにこれ以上我慢なんてできない。

　もう既にとろとろと、了の腹で擦られた俺のものが精液を滴したたらせる。

「おねが、りょう…お願い…」

　ぎゅっと抱だきしめて、腰こしを振る。こんな浅ましい姿を見せたくないのに、肉が焼け付くような快感を自分から止めることができない。

「手、放して…、おねがい」

　それなのに了は手を放してくれない。

　心の中でひどいやつだと思いながらも、口にするのは甘い声ばかり。

　何度も突き上げられて、自然と涙なみだが頰ほおを伝う。

「りょお」

　舌足らずな声で名前を呼ぶ。

　さっきから離れていた唇が再び触れると、むさぼるように自分から舌を伸のばした。

　抱えられた腰が汗で滑すべる。そのせいでより強く摑つかまれて、痕あとが残りそうだと思った。だけど強い力で抱き寄せられると、了の独どく占せん欲よくを見せつけられた気がして嬉しい。そんな風にもっと捕まえていて欲しいと思った。

　了も限界が近いのか随ずい分ぶん荒あらくなった息が首筋にかかる。

「イキそう」

　了の言葉にようやく解放されると知れてほっとした。

　締め付けがなくなって、その代わり了の両手にしっかりと腰を摑まれ、今までよりも激しく揺ゆさぶられる。

「あっ…あっ…だめ、りょおっ」

「好きだよ」

　落とされた言葉に胸がきゅっとなる。

　こんなときに言うのは反則だ、だって…その言葉だけでもうイッてしまいそうになる。

　ぎゅっと、中を締め付けてしまうと了が「うっ」と小さく呻うめき、俺の中から出ていこうとする。

「っぁ…ぬいちゃ、だめだ」

　もうろくに力も入らない手で了のことを抱きしめる。

「真一」

　焦あせったように名前を呼ばれるが、手を放す気はなかった。

「っ」

　すぐに中で熱いものが弾はじけた。

「んっあ…っ」

　その熱を受けて、俺は全身を震わせる。どくどくと注がれるのが了の精せい液えきなんだと認識した途と端たんに、何とも言えない淫らな気分になった。

「りょお、すごい…あつ」

　ずるりと中から白はく濁だくしたものと一いつ緒しよに了がでていく。

　空っぽになった体の中は、だけどまだ何か入ってるみたいにじんじんと痺しびれ、異物感を残している。

「真一、あんまり煽あおるなよ」

　感心したようにそう言われて反論したいのにうまく頭が回らない。

　ぼうっとしたままでいたら、了がエアコンのスイッチをつけた。

　ブーンと音がして始動する。

　シャワー浴びなきゃ、服着なきゃ、そう考えるのにぐったりと体が動かない。

　そのまま寝ねそべっていたら了が再びのしかかってきた。

「ん…なに？」

「二回目」

「また、するの…かよ？」

　すでにぐったりとした体は、このまま眠ねむりにつくことを願っているのに。

「真一がエロすぎんのが悪いと思うぜ？　俺は」

　にやにやして了が言う。

「俺、疲つかれてる…」

「勝手にやるから寝てろよ」

「勝手にって…？」

　どういうことだよ、と言う間もなく先ほど出したばかりの所に了の指が触ふれる。

「っっ」

　びくっとして体を強こわばらせる。

「すげ、出てきてる」

　動き回る指が中のものを搔かき出す。とろとろと中から漏もれだしたのは了の精液だろう。

　皮ひ膚ふに触れるとなんだか痒かゆくて、思わず腰を動かす。

「誘さそってんの？」

　顳顬こめかみに唇くちびるを落とされてそんなんじゃない、と首を振った。

「も、無理」

　さっきのでろくに指先すらうごかない。

　なのに了は俺の半分立ち上がりかけた欲望に掌てのひらを滑らせる。

「足りない」

「っんぁ」

「ずっと欲しかったんだ。まだ、全然足りねぇよ」

　欲望で掠かすれた声で、熱を湛たたえる濡ぬれた目で言われて、先ほどまで受け入れていた場所が疼うずく。

「余よ裕ゆうねーの…？」

　そんな風になる了を見るのが初めてで、からかうように口にしたら了は素す直なおに頷く。

「お前相手に余裕なんて、最初からねぇよ」

　いつも格好良くて、憧あこがれに似た嫉しつ妬とを感じていた相手がそんな風に言うから、もう何されても良いような気がした。俺だけが余裕ないんだと思ってたけど、了もそうなら嬉しい。

「うん、俺もないかも…」

　了の黒い髪の中に指を入れて、抱き寄せた。

　それから先は了の巧たくみな愛あい撫ぶに溶とかされて再び喘あえがされるはめになる。

　結局、自分でも何度イったのか分からなくなるまで了に愛されて、そのまま気絶するように眠りに落ちてしまった。
















「うー…怠だりぃ」

　カーテンの隙すき間まから入る日差しが部屋の中を照らしている。

　サイドボードの上の目覚まし時計は正午を指している。

「大学～…」

　行かなきゃ、と思うのに気力が追いつかずそのままばたりと再びベッドに倒たおれる。しばらく葛かつ藤とうしてから、そう言えばもう夏休みなんだと思い出した。

　清すが々すがしい朝の目覚め、なんてものとはほど遠く腰は怠だるいし喉のどはなんかいたいし、頭は重いし。体中が疲ひ労ろう感かんでいっぱいだ。

　ふと横を見るとそこにこちらに背を向けた黒い頭をみつけ、びっくりした。

　同時に昨日、というよりも明け方までの記き憶おくが蘇よみがえってきて焦る。

　一体いつ自分が眠りに落ちたのか分からない。あんなに繫つながっていた部分が、擦すれたような痛みを訴うつたえる。

「うぅ」

　恥はずかしくて枕まくらにぐりぐりと顔を押しつけた。

「なんか、俺すごいこと言ったような気がする…」

　自己嫌けん悪おでしばらく唸うなってから、俺はべたべたする体をさっぱりさせるために体を起こす。

　軽く了が体を拭ふいてくれたようだが、それでも就しゆう寝しん中に切れたクーラーのせいで肌はだはしっかりと汗あせばんでいる。

「腰こし痛いてぇー…」

　愚ぐ痴ちるように呟つぶやいてから、横で眠る男の顔を覗のぞき込んだ。

　どう見たって可愛かわいい女の子じゃないのに、どきどきする。

　見慣れた男の顔にときめいてる自分ってどうなんだろう、と思いながらもこの男が自分の恋こい人びとだと思うと幸せを感じてしまう。

「うわ、俺って末期だなぁ」

　もっとも俺のことを可愛いだなんだと、あれだけ言い募つのる了も末期だとは思うけど。

　好きだと何度も言われたけど、俺はまだ告げていない。最初は臆おく病びようだから言えなかった。昨日は恥ずかしくて言えなかった。気持ちは通じ合ってるから、言葉なんか後でもイイと甘く考えてしまうが、いつかは了にちゃんと言わなきゃいけないんだろう。

　ちらりともう一度了を確かく認にんする。規則正しい呼吸音と、閉じられた瞼まぶたを見て、寝てるならいいやと呟いてみる。

「好きだよ…」

　そう言った瞬しゆん間かんから顔が熱くなる。全身から汗が出るようだ。

「やっぱ無理、恥ずかしすぎる」

　散らばってる服を適当に身につけて、俺はシャワーを浴びるために部屋を出た。

　だからその時、実は了が起きていて俺以上に顔を赤くしていたなんて知るのは、もう少し後の話になる。
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